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第１章 工事概要 
 

１．工事名称 
釧路（部）シャワー室等整備工事 

 

２．施工場所 
北海道釧路市南浜町５番９号  

釧路港湾合同庁舎 釧路海上保安部 

 

３．履行期限 
契約の日から令和９年３月１９日まで 

 

４．工事概要 
 上記２．施工場所において、４階旧食堂を男女別シャワー室等に改修するために

必要な工事を行う。 

 

５．管理事務所等 
【管理部署・本部監督職員】 

第一管区海上保安本部 経理補給部経理課 営繕係 

所在地 ： 〒047-8560 小樽市港町 5 番 2 号 小樽地方合同庁舎 

電 話 ： 0134-27-0118（内線 2226，2227，2228） 

  【現地監督職員】 

    第一管区海上保安本部 釧路海上保安部 

所在地 ： 〒085-0022 北海道釧路市南浜町 5-9 

電 話 ： 0154-22-0118 

 



 

第２章 一般共通事項 
 

１．適用事項 
本工事は、設計図書及び仕様書に従い、施工するものとする。 

 

２．設計図書 
設計図書とは、図面及び仕様書(現場説明及び現場説明に対する質問回答書を含

む)をいう。 

設計図書及び工事関係図書を、工事の施工の目的以外で第三者に使用又は閲覧さ

せてはならない。 

ただし、使用又は閲覧について、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、こ

の限りではない。 

 

３．疑義に対する協議等 
設計図書等に定められた内容又は明示のない箇所に疑義が生じた場合又は現場

の納まり、取り合い等の関係で、設計図書によることが困難もしくは不都合が生じ

たときは、書面により監督職員と協議すること。 

 

４．官公署その他への手続き等 
工事の着手、施工及び完了にあたり、関係法令等に基づく官公署その他の関係機 

関への必要な手続き等は直ちに行い、生じた費用は受注者が負担すること。  

また、関係法令等に基づく官公署その他の関係機関の検査に必要な資機材、労務 

等を提供すること。 

 

５．機材の品質等 
使用する材料は、設計図書等に定める品質及び性能を有する新品とする。  

なお、新品とは品質及び性能が製造書から出荷された状態であるものを指し、製

造者による使用期限等の定めがあるものを除き、製造後一定期間内であることを条

件とするものではない。 

 

６．材料・機器の保管 
工事用材料及び機器の保管は、周囲の状況に応じて位置、構造等を定め、特に

火気に注意しなければならないものについては関係法規に従い設置すること。 

 



７．工事現場の安全衛生管理 
工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者となり関係法令等に

従ってこれを行う。ただし別に責任者が定められた場合はこれに協力すること。 

工事現場においては、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行うなど、事

故の防止に努める。 

 

８．災害及び公害の防止 
工事の施工に伴う災害及び公害の防止は、関係法令等に従い適切に処置するとと

もに、特に下記の事項を守らなければならない。 

（１） 第三者に災害を及ぼしてはならない。 

（２） 公害の防止に努める。 

（３） 善良な管理者の注意をもってしても、なお災害又は公害の発生の恐れがある

場合の処置については、監督職員と協議する。 

（４） 気象、海上気象の変化に注意し、事故の防止に努める。 

（５） 機械器具等の取り扱いに注意し、事故の防止に努める。 

なお、第三者に対して損害を与えた場合は、請負者は適正な補償をしなけれ

ばならない。 

 

９．臨機の処置 
災害又は公害が発生した場合及び発生する恐れのある場合は、速やかに適切な処

置をとり、直ちに経緯を監督職員に報告すること。 

 

１０．養生・後片付け 
在来部分、施工済み部分、未使用材料などで、汚損又は損傷の恐れのあるもの

は、適切な方法で養生・保護を行うこと。 

工事完成に際しては、敷地内及びその周囲の後片付け及び清掃を行うこと。 

工事施工場所に損傷を与えた場合は、受注者側で復旧を行い、要した費用は受

注者負担とする。 

 

１１．発生材及び撤去品の処理 
（１） 発生材及び撤去品のうち特記により引渡しを要するものは、指示された場所

に整理のうえ、調書を添えて監督職員に引き渡す。 

（２） 引渡しを要しないものはすべて構外に搬出し、関係法令等に従い適切に処理

する。 

 



１２．工程表 
着工に先立ち、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受けること。 

 

１３．施工計画書 
着工に先立ち、施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受けること。 

 

１４．施工 
施工は、設計図書及び「12、13」による監督職員の承諾を得たものに従って行う

こと。 

 

１５．工事写真 
工事写真の撮影・整理及び提出方法等詳細は「営繕工事写真撮影要領」（国土交

通省大臣官房官庁営繕部整備課）による。 
 

１６．竣工検査 
他の請負者によって施工される工事との出合となる場合、監督職員の指示に従い

関係請負者間において十分に協議を行い、相互に円滑な工事の実施に努めなければ

ならない。 

 

１７．竣工検査 
（１） 竣工検査とは、工事の完成の確認をするために、検査職員が行う検査をいう。 

（２） 現場代理人は検査に立ち会い、検査指摘事項については請負者の負担におい

て適切な措置を講じなければならない。 

 

１８．暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置 
暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置については、第一管区海上保安本

部入札・見積者心得を遵守すること。 

 

１９．その他 
（１） 第一管区海上保安本部入札・見積者心得を遵守すること。 

（２） 請負金額の支払い時期等その他の事項については契約書に基づくものとする 

（３） 工事用電力及び工事用水等の構内既存施設は利用できない。 

 

 



第３章 特記仕様 
 

本工事は本仕様書及び設計図書によるほか、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公

共建築工事標準仕様書（各工事編）」（最新版）、及び「公共建築改修工事標準仕様書（各

工事編）」（最新版）による。 

 

１．工事内容 
 工事内容は本仕様書及び別添「特記仕様書」「図面」によるほか、下記のとおりと

する。 

 

２．完成図書 
  工事完成時の提出書類は下記のとおりとする。 

（１） 完成図面（出来形図） 

CAD ファイル（形式：jww）にて電子納品とする。 

（２） 工事に関する資料 

（３） 工事工程写真及び完成写真 

 

３．その他 
（１） 工事施工日は、監督職員と十分に打ち合わせを行うこと。 

（２） 工事完了後は速やかに監督職員に連絡のうえ、検査職員の立会いによる工事

完成検査を受けること。工事完了は、工事完成検査の検査合格をもって完了

とする。 
    

  

 

 

 



(既存)　４・５階平面図

案内図・配置図

(既存)　３・４階天井伏図

Ａ-０６

Ａ

Ａ

０４-

-０５

-０２Ａ

Ａ ０３-

Ａ-０１

工事項目 図面番号

建　築　図

図　面　名　称

-０８Ａ

Ａ-０７

図面リスト

釧路海上保安部シャワー室等整備工事

工事項目 図面番号 図　面　名　称

第一管区海上保安本部

(既存) 平面詳細図・展開図

(改修) 平面詳細図・天井伏図・仕上表

(改修) 展開図

(改修) 建具表・雑詳細図

(改修) 仮設計画図

電気設備図

Ｅ-０１ 電気設備特記仕様書（1）

Ｅ-０２

Ｅ-０３

Ｅ-０４

Ｅ-０５

Ｅ-０６

電気設備特記仕様書（2）

コンセント設備　改修平面詳細図

電灯設備　改修平面詳細図

弱電設備　改修平面詳細図

火報設備　改修平面詳細図

機械設備図

Ｍ-０１ 設備特記仕様書（1）

-０２

-０３

-０４

-０５

-０６

設備特記仕様書（2）

衛生設備　改修平面詳細図

換気設備　改修平面詳細図

暖房設備　改修平面詳細図

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

-０９Ａ

-１０Ａ

-１１Ａ

-１２Ａ

-１３Ａ

改修特記仕様書１

改修特記仕様書２

改修特記仕様書３

改修特記仕様書４

改修特記仕様書５

器具表・機器表
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・ 防水施工　・ 左官　・ 建築板金　・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

（3.7.4～7)(表3.7.2)

※　Ａ－２

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ充填工法 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法  ・ 拡幅新規充填工法 　　　　　　　　　　 　・ブリッジ工法　　

・ 危険物貯蔵庫　　塗料、油類、ボンベ類及び火薬類等使用する場合設置 （2.4.2)

事

修

３

防

改

工

水

工

改

事

３

修

防

水

設

事

工

２
仮

保全に関する資料・ （1.8.3)

請負者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や高度技術に関する事項について高度技術・創意工夫
の提案 工事完成時まで所定の様式により提出することができる。

仮囲い・・・・・・ ２

足場等・・・・・・ １ （2.2.1)

（2.2.1)（表2.2.2)

工事用の仮囲いは、図示による。　ただし、設置に当っては監督職員と協議のこと。

・ 有

・ Ｂ種

下　地

※ 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ（ ※ 9.5　・ 　　）

仕上材（厚さ　mm）

・ 鋼製扉

※ Ｃ種

仮設間仕切・・・・ 

※ 無し
厚さ　　mm

※ 無し

種別

※ 木製扉

充てん材
・ 合板　（ ※ 9.0　　・　　　）

・ 木下地 ・ 片面

塗装

・ Ａ種

防炎シート
※ 合板張り程度　　・　　

養生・・・・・・・ ３

４

（2.3.1)
（2.3.1)
（2.3.1)
（2.3.1)

（2.3.2)（表2.3.1)

・ 固定家具等の移動

※ 軽量鉄骨

単管下地

・ 片面ﾌﾗｯｼｭ程度　 ・　

５ ・監督員事務所

防護シートによる養生

仮設扉

（2.4.4)６

７

１

（2.4.4)

２

３

（3.2.2)

（3.2.3)

４

（3.2.4)

５
（3.1.5)すること

（3.2.5)(3.8.2)

アスファルト防水・ 

・Ｍ４Ｃ

防水改修工法の種類 施工箇所 新規防水層の種別
・Ｐ１Ｂ

護
防
水

・Ｐ１ＢＩ・Ｔ１ＢＩ
・Ｐ２ＡＩ
・Ｐ２Ａ

・Ｍ３Ｄ・Ｐ０Ｄ

・  Ｂ－１ ※　Ｂ－２ ・  Ｂ－３
・　ＢＩ－１ ※　ＢＩ－２ ・　ＢＩ－３
・　ＡＩ－１ ※　ＡＩ－２ ・　ＡＩ－３
・　Ａ－１ ・　Ａ－３

・ Ｃ－４・ Ｃ－３※ Ｃ－２・ Ｃ－１
※ Ｄ－２ ・ Ｄ－３ ・ Ｄ－４

（3.3.2～3)（表3.1.1)（表3.3.3～10)

６

７

保証・・・・・・・ 防水工事の保証期間は　・ 10年  ・　　年　とする

品質計画・・・・・ ・建築基準法に定められた区分など

（建告1454）
（建告1455）

・ 左官　・ タイル張り　・ 塗装(建築塗装作業）　・ 樹脂接着材注入施工

技能士・・・・・・ 
書面により監督職員に報告して承諾を受ける。　ただし、作業の軽微なものは監督職員の
承諾により省略することができる。 （1.6.2)

適用工事種別 技能検定の職種
防水改修工事

・ 合成ゴム系シート防水工事作業　・ シーリング防水工事作業
外壁改修工事
建具改修工事
内装改修工事 ・ プラスチック系床仕上工事作業　・ ボード系仕上工事作業　

・ 内装仕上施工（鋼製下地工事作業）
・ 表装（壁装作業）・ 左官　・ 建築大工　・ タイル張り

塗装改修工事 ・ 塗装（建築塗装作業）
・ 鉄筋施工　・ 型枠施工　・ とび耐震改修工事

ﾌﾞﾛｯｸ・ALC工事 ・ ﾌﾞﾛｯｸ建築　・ ALCパネル施工
・ 石材施工（石張り施工）

（２）技能士は、職業能力促進法による１級又は２級若しくは単一等級技能士の資格を有し

地域技能士会会長の発行する資格証明書を上記証明書に添付する。
（1.6.5)見本施工の実施・・ ・　おこなう　（工種　　　　　　　　　　　）

（1.7.2)・　中間技術検査　（実施回数　　回　　　　時期）

塗装工事

石工事

（１）技能士の適用は下記の職種とし、従事する技能士の氏名、職種及び資格の級別等を記載した

施工数量調査・・・ １

する。また、既存塗膜と新規上塗材との整合性を確認する。

調査範囲　　　　※ 外壁改修範囲　　・　図示の範囲
調査内容　  ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。　また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有

示する。塗り仕上げについては、ｺﾝｸﾘｰﾄまたは､ﾓﾙﾀﾙ表面のはがれ及びはく落部を表示す

無及び錆汁の流出の有無を調査する。ﾓﾙﾀﾙ塗仕上及びﾀｲﾙ張り仕上については、浮き部分を

合成高分子系・・・ 
ルーフィングシート

防水・ 

(3.5.2～3)（表3.1.1）（表3.5.1～3）
防水改修工法の種類

・カラー
・軽歩行

施工箇所

・シルバー
※非歩行

新規防水層の種別 仕上塗料等 使用分類

・Ｓ４Ｓ工法
・Ｓ４ＳＩ工法

・Ｓ３ＳＩ工法
・Ｓ３Ｓ工法
・Ｍ４ＳＩ工法
・Ｍ４Ｓ工法
・Ｐ１Ｓ工法

・Ｓ－Ｆ１  　　・Ｓ－Ｆ２
・ＳＩ－Ｆ１　　・ＳＩ－Ｆ２
・Ｓ－Ｍ１ ・Ｓ－Ｍ２ ・Ｓ－Ｍ３
・ＳＩ－Ｍ１　　・ＳＩ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ１ ・Ｓ－Ｍ２ ・Ｓ－Ｍ３
・ＳＩ－Ｍ１　　・ＳＩ－Ｍ２
・Ｓ－Ｆ１  　　・Ｓ－Ｆ２
・ＳＩ－Ｆ１　　・ＳＩ－Ｆ２

・Ｓ－Ｃ１

・Ｐ０Ｓ工法
・Ｐ０ＳＩ工法

・断熱工法の断熱材　・ JIS A 9521(建築用断熱材)に基づく発泡プラスチック断熱材とする

　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ(ｍｍ）・ 25　・ 30　・ 50　・ 100

　　　　　　　　　　・硬質ウレタンフォーム断熱材２類・１号・２号
　　　　　　　　　　・ポリエチレンフォーム断熱材

塗膜防水・・・・・ 

・Ｌ４Ｘ工法
・ＰＯＸ工法

・Ｘ－２
・Ｘ－１

新規防水層の種別防水改修工法の種類 施工箇所
・シルバー
・カラー

仕上塗料
（3.6.2～3)(表3.3.1)(表3.6.1)(表3.6.2)

・シルバー
・カラー・Ｐ２Ｙ工法

・Ｐ１Ｙ工法

脱気装置・・・・・ 

PU-2
MS-2

打継目地
建具廻り・フード廻り

シーリング材の種類（記号）施工箇所

シーリング・・・・ シーリング改修工法の種類

シーリング材の種類、施工箇所
※下表以外は、改修標仕表３.７.１を標準とする

固定間隔表面処理種　類

2.0以上
1.8以上
1.6以上

呼称肉厚(mm)

・350型

アルミニウム製・・ 
備　　　考笠木・ 

の役物は本体製造所　　又はＢ－１種
固定方法及び間隔

・300型
の仕様による

※ Ａー１種 隅各部及び突当り部等

定めたもの
は品質計画で

・ Ｂ－２種

（3.9.2～3）（表3.9.1)(表5.2.2)

９

表示し又、欠損部の形状寸法等を調査する.ｺﾝｸﾘｰﾄ表面のはがれ及びはく落部を壁面に表

(4.1.1)

２ 改修材料・・・・・ 

（3.7.2)(表3.7.1)

　　昭和47年以前に着工した建物に使用された2成分形ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材については,可塑剤として
　PCBが含まれている可能性があり,除去したｼｰﾘﾝｸﾞ材にPCB が含まれている場合には,「ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ
　廃棄物の適正な処理に関する特別措置法」に基づき処置を行う。
　　油性ｺｰｷﾝｸﾞ材では平成14年以前の製品に、ﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材では平成10年以前の製品に,ｱｽﾍﾞｽﾄが
　含まれている可能性がある。
　PCB･ｱｽﾍﾞｽﾄ含有の判定及び撤去方法については日本ｼｰﾘﾝｸﾞ材工業会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを参照する。

　　　　　仮止めｼｰﾙ材等は,エポキシ樹脂の製造所の指定する製品とする。

・ エポキシ樹脂注入工法

・240型　250型

(4.2.2)(1)
　　　・エポキシ樹脂,JIS A 6024に基づく　・ 低粘度形　・ 中粘度形　エポキシ樹脂を用いる。

　　　・ 可とう性エポキシ樹脂は、JIS A 6024による。

・ シール工法

・ Ｕカットシール材充填工法
　　　・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ PU-1　・ PU-2　・ MS-2　・ PS-2
　　　・ 可とう性エポキシ樹脂は、JIS A 6024による。

　　　　　 プライマーはシール材製造所の指定する製品を選定する。

　　　　　 プライマーはシール材製造所の指定する製品を選定する。

　　　・ パテ状エポキシ樹脂は、JIS A 6024による。

　　　　　 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙはｼｰﾘﾝｸﾞ材を充填したのち、充填部と壁面がほぼ同一面になるように充填する

　　　・ ポリマーセメントモルタル。

・ 充填工法
　　　・ エポキシ樹脂モルタルは、JIS A 6024による。

　　　(b) ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ樹脂は、JIS A 6024に基づき、種類は硬質形、粘性による区分は高粘度系とする。
　　　(a) 注入用エポキシ樹脂は、JIS A 6024による。

・ アンカーピンニング注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング工法

　　　・ エポキシ樹脂

　　　・ 注入用エポキシ樹脂は、JIS A 6024による

　　　・ ポリマーセメントスラリー

・ モルタル塗替え工法
　　　・ モルタルは、現場調合材料又は既調合材料とする

(4.2.2)(2)

(4.2.2)(3)

(4.2.2)(4)

(4.2.2)(5)

(4.2.2)(6)

(4.2.2)(7)

　　　・ ポリマーセメントスラリー

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

厚さ(mm)施工箇所 新規防水層の種別防水改修工法の種類
（3.4.2～3)（表3.1.1)（表3.4.1～3)

・ＡＳ－Ｔ３　・ＡＳ－Ｔ４ ・ＡＳ－Ｊ１
・ＡＳ－Ｊ３

・ＡＳＩ－Ｔ１ ・ＡＳＩ－Ｊ１
・ＡＳＩ－Ｔ１ ・ＡＳＩ－Ｊ１
・ＡＳＩ－Ｔ１ ・ＡＳＩ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｔ３　・ＡＳ－Ｔ４ ・ＡＳ－Ｊ１
・Ｍ４ＡＳ工法

・Ｍ３ＡＳＩ工法
・Ｍ４ＡＳＩ工法

・ＡＳ－Ｔ１　・ＡＳ－Ｔ２ ・ＡＳ－Ｊ２

・Ｐ０ＡＳＩ工法

・Ｐ０ＡＳ工法

・Ｍ３ＡＳ工法

（3.4.2)
　　　　　　　　　　・ 硬質ウレタンフォーム断熱材２種　・ １号　・ ２号

８
・ タイル張替え工法、タイル部分張替え工法
　　　　　 接着剤　　・ ポリマーセメントモルタル　・ 外装タイル接着剤張りの接着剤
 　　　　　タイルの試験張等　　試験張り　・ 行う　・ 行わない
　　　　　　　　　　　　　　　 見本焼き　・ 行う　・ 行わない
・ 目地改修工法
　　　・ 既存目地のひび割れの改修
　　　・ 伸縮目地の設置
・ 塗仕上げ

(4.2.2)(8)

(4.2.2)(9)

(4.2.2)(10)

・断熱工法の断熱材　・ JIS A 9521(建築用断熱材)に基づく発泡プラスチック断熱材

　　　(c) ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂は、JIS A 6024に基づく製品又はｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ樹脂の製造所に指定する製品とする。

４
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(2.4.1)

　　・地表面粗度区分（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）
　　・垂 直 積 雪 量（　　 70     cm）

（基準法施工令87条、建告1454）

外部足場　　　種別　　　 （2.2.1)

・ 行なわない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 合板　・ プラスチック板

・ 搬入経路等の養生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 合板　・ プラスチック板

仮設物・・・・・・ ※ 構内に新設する　　・ 既存施設の一部を利用する　　・ 設けない　

100～575 576～2500 2501～4500 4501～11000 11001以上 （㎡）建物延べ面積
事務所規模・ ・１号 10㎡ ・2号 20㎡ ・3号 35㎡ ・4号 65㎡ ・5号 100㎡

工事用電力・・・・ 

工事用水・・・・・ 

構内既存の施設

構内既存の施設

・ 利用できる （　・ 有償　　・ 無償　）
・ 利用できない
・ 利用できる
・ 利用できない

（　・ 有償　　・ 無償　）

材料・・・・・・・ 

既存保護層等の撤去

既存防水層の撤去・ 

改修用ドレン・・・ 

有害物質を含む材料
処理

・ 設ける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 設けない（P0AS,P0ASI,P0D,P0DI,P0S,P0SI,P0X　工法の場合）

その他の工法・・・ 
・ ＦＲＰ系塗膜防水

・ 主材料の製造所の使用による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 拡幅ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

　　　　　・アスベスト・ ＰＣＢ　　　　　　 含有シーリング調査

板材折曲げ形の取付工法

蟻掛葺き ・　その他（　　　　　　　　　　　　）

　鋼板及び鋼帯（JIS G 3322）
※塗装溶融55％アルミニュウム－亜鉛合金めっき

・　その他（　　　　）
・　平　葺

・　横　葺
・　瓦棒葺

屋根葺形式・・・・ 板厚(mm)・・・ 長尺金属板の種類・・・・ 
長尺金属板葺・・・ (標仕13.2.2～3)(標仕表13.2.1)

・ 既存部分の養生 　※ ビニールシート等　

・ 既存家具等の養生　　　　　　　　　　　※ ビニールシート等

※ アスファルトの種類　　　３種とする（JIS K 2207)

・ 保護コンクリート　・ れんが　・ モルタル笠木

・ 既存露出防水層表面の仕上げ塗装（Ｍ４Ｃ工法の場合）　　・ 除去する

改修部に石綿、鉛などの有害物質を含む材料が使用されていることを発見した場合、監督員と協議

　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ(ｍｍ）・ 25　・ 30　・ 50　・ 100
（3.3.2)

屋内
防水

・Ｐ１Ｅ・Ｐ２Ｅ
※　Ｅ－２・　Ｅ－１

（保護層は図示による）

（3.3.2)

（3.3.2)
（3.3.5)

　　　　　設計基準強度　・ 18N/mm2　・ 21N/mm2　　　スランプ　・ 15cm　・ 18cm
　　　　　厚さ　・ 80㎜　・ 60㎜（床タイル張り仕上げ）

　　　　　　　　　　・ JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(溶接金網を敷き込む）・保護コンクリートの種類　　　※　無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

・断熱工法の断熱材　　　　　　　　　　・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種bA（スキン層付き）

・立上り部の保護　　　　　　　　　　・ 普通レンガ　・ 化粧レンガ　・ コンクリート　・ 乾式

保

・Ｍ４ＤＩ・ＰＯＤＩ
・ Ｄ－１
・ ＤＩ－１ ※ ＤＩ－２

・Ｙ－２

（改修指針3.6.5)

※ 板厚2.0㎜　・ 図示

　　　　　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの材質　※ ステンレス鋼(SUS304)4㎜丸棒全ネジ切加工　・ 

　　　　　注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの材質　※ ステンレス鋼(SUS304)6㎜　・ 

・ 外装薄塗材Ｓｉ
・ 可とう形外装薄塗塗材Ｓｉ

種類・・・ 呼び名・・・・・ 仕上・・・・ 工法・・・・ 

・ 外装薄塗材Ｅ
・ 可とう形外装薄塗材Ｅ
・ 防水形外装薄塗材Ｅ

・ 砂壁状

・ 平たん状
・ 凸凹状
・ 着色骨材砂壁状

・ 吹付け
・ ローラー
・ こて

・ 薄付け仕上塗材

・ 厚付け仕上塗材
・ 外装薄塗材Ｓ
・ 外装厚塗材Ｃ
・ 外装厚塗材Ｓｉ
・ 外装厚塗材Ｅ

・ 吹き放し

・ ひき起し
・ 掻き落とし

・ 吹付け
・ ローラー
・ こて

・ 複層仕上塗材 ・ 複層塗材ＣＥ
・ 複層塗材Ｓｉ
・ 複層塗材Ｅ
・ 複層塗材ＲＥ
・ 可とう形複層塗材ＣＥ
・ 防水形複層塗材ＣＥ
・ 防水形複層塗材Ｅ
・ 防水形複層塗材ＲＥ

・ 凸部処理

・ 凸部処理

・ 凸凹状

・ 凸凹状

・ ゆず肌状

・ 吹付け
・ ローラー

 　仕上塗材
・ 可とう形改修塗材Ｅ
・ 可とう形改修塗材ＲＥ
・ 可とう形改修塗材ＣＥ

・ 平たん状

・ 平たん状

・ さざ波状

・ さざ波状

・ ゆず肌状

・ ゆず肌状

・ 吹付け
・ ローラー

（4.2.2)(表4.2.4)
　　　・ 仕上塗材はJIS A 6909による

・ 可とう形改修用

・ 吹付け

※充填工法
材料・・・・・・・・・・ 工法・・・・・・・・ 

欠損部改修工法・・ ・ 欠損部改修（※ 既存モルタル面　・ 既存躯体コンクリート面)

・モルタル塗替え工法

３ （4.1.4)(4.2.2)(4.4.8～9)

塗厚25㎜以上の補強　　※ 行う　　・ 行わない

※ ポリマーセメントモルタル

(4.3.3)４

※　 ９

注入口数（箇所/m^ u2）

※ ２０

・　　　

・　　　

充てん量

・　　　

・ アンカーピンニング部分

※ １６

・　　　

（モルタルを撤去しない場合）

・　　　
※　 ９
・　　　

エポキシ樹脂注入工法

ポリマーセメントスラリー注入工法

指定部

・　　　

・　　　

※ １２

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ数（本/m^ u2)

・　　　

※ １６

※ ２５

※　 ９

※　 ９

・　　　
※ １６

・　　　

指定部

・　　　

※ １６
一般部

※ １６
・　　　

・　　　

・　　　

※ ２５

ポリマーセメントスラリー注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング全面

※ １６

※ ２０

・　　　

・　　　エポキシ樹脂注入工法

・　　　

※ １３ ※ １２

※　 ９

・　　　
・ 注入口付アンカーピンニング部分

・ アンカーピンニング全面

改修工法の種類

エポキシ樹脂注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング全面

※ ２０・ アンカーピンニング全面

エポキシ樹脂注入工法

注入量(ml)

※ １３

・　　　

一般部
※ ２５

※ ２５

・　　　

・　　　

※ ２０

・ 

・ 

・ 
※ ２５

※ ５０

※ ５０

浮き部改修工法・・ (4.1.4)(4.2.2)(4.4.10～15)５

・ エポキシ樹脂モルタル(欠損部の面積 0.25㎡程度以下/箇所）

改修標仕4.2.2(7)による

鉄筋露出部の処理・ 

欠損部改修工法・・ （4.1.4)(4.2.2)(4.3.7)

(4.3.3)

（4.1.4)(4.2.2)(4.3.4～6)

２

１

３

ひび割れ部改修工法

外
壁
改
修
工
事

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し
仕
上

外

壁

改

修

工

事

１
　　　　　　　の撤去
既存モルタル塗り

２ ひび割れ部改修工法 ・ ひび割れ部改修（※ 既存モルタル面　・ 既存躯体コンクリート面）

モ
ル

タ
ル

塗
り

仕
上

・ 欠損部改修
工法・・・・・・・・ 材料・・・・・・・・・・ 

・ 
・ エポキシ樹脂モルタル
※ ポリマーセメントモルタル

※充填工法

・ 可とう性エポキシ樹脂

ひび割れの幅 注入量・・・ 
0.2～

工法・・・・・・・・ 材料・・・ 
※ 自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
・ 手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
・ 機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｴﾎﾟｷｼ樹脂
・ 低粘度形
・ 中粘度形

※ 200～300 ・ 
・ 

※ Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

・ ひび割れ部改修

・ シール工法 ・ パテ状エポキシ樹脂
・ 可とう性エポキシ樹脂

1.0㎜以上

0.2㎜未満

注入口間隔・ 

　　　　　抜取り個数　　・ 長さ500ｍ毎及びその端数につき1個　　・　

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・ PU-1 ※ PU-2 ・ MS-2 ・ PS-2

鉄筋露出部の処理・ 
　　部分的に露出している鉄筋及びアンカー金物などは、健全部が露出するまでコンクリートを斫り、
　ワイヤーブラシ等でけれんを行い錆を除去し、鉄筋コンクリート用防錆剤などを塗付け、防錆処理を行う。
　防錆処理の仕様については、工事監督員と協議する。

・ 可とう性エポキシ樹脂

ひび割れの幅 注入量・・・ 
0.2～
1.0㎜未満

工法・・・・・・・・ 材料・・・ 
※ 自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
・ 手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
・ 機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｴﾎﾟｷｼ樹脂
・ 低粘度形
・ 中粘度形

※ 200～300 ・ 
・ 

※ Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

・ シール工法 ・ パテ状エポキシ樹脂
・ 可とう性エポキシ樹脂

1.0㎜以上

0.2㎜未満

注入口間隔・ 

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・ PU-1 ※ PU-2 ・ MS-2 ・ PS-2

（4.1.4)(4.2.2)(4.4.4～6)

　　　　　補修方法　　　・ エポキシ樹脂モルタル　　・ 無収縮モルタル

　　　　　補修方法　　　・ エポキシ樹脂モルタル　　・ 無収縮モルタル

　　部分的に露出している鉄筋及びアンカー金物などは、健全部が露出するまでコンクリートを斫り、
　ワイヤーブラシ等でけれんを行い錆を除去し、鉄筋コンクリート用防錆剤などを塗付け、防錆処理を行う。
　防錆処理の仕様については、工事監督員と協議する。

　　　　　抜取り個数　　・ 長さ500ｍ毎及びその端数につき1個　　・　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 非破壊検査方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 非破壊検査方法

・マスチック塗材
　　　・ A種　マスチック塗材Ａ
　　　・ B種　マスチック塗材Ｃ

(4.7.2)

4-2

・ 外壁用塗膜防水材
・ ローラー

・ 凸凹状
・ 凸部処理
・ ゆず肌状
・ さざ波上

　　　・ 仕上塗材の種類及び形状

※ 耐候性１種の品質基準
・ 耐候性２種の品質基準
・ 耐候性３種の品質基準

1.0㎜以下

・　樹脂注入工法のコアの抜取り確認　　※行う　　　・行わない

・ 行なう（・ 全面　　・ 浮き部分）

・　樹脂注入工法のコアの抜取り確認　　※行う　　　・行わない　　　・ 非破壊検査方法

工事概要及び特記仕様書・・・・・ 

15

14

16

17

Ⅰ. 工事概要・・・ 

５

項

共

１

通

事

設備機器の支持金物及び受金物の取付

９

建物外壁に取付くフード及び換気口用周囲コーキング充填

備　考

同上の補強

Ⅲ.特記仕様・・・・ 

１

躯体の設備配管用のスリーブ、箱抜等及びモルタル等の充填

建築

２

８

項目・ 

電気

防火戸用煙感知器自動閉鎖装置

４

工事概要・・・・・・・・ 

６

特　記　事　項

５

流し台排水トラップ

１

３

管

工事実績情報の登録

設備用機械基礎

設備機器用下地の開口補強及び仕上材の切込

７

章

２ 工期の変更・・・ 　工期については、「現場説明書」に示したとおりであるが、受注者の努力により工期前に工
事が完成し、完成検査を受けた場合においても、工期の短縮に伴う共通仮設費率及び現場管理
費率に変更が生じ、請負工事費の１％を超えた場合は、工事完成日の２月前までに工事費の減
額変更を行うこととする。

（品目　　　　引渡先　　　　　） ・　再利用 （品目　　　　　　　）発生材の処理・・・ ・　引き渡し
・　特別管理産業廃棄物　　 （品目　　　　　　処理方法　　　　　　）
・　再生資源化　

概成工期・・・・・ （1.2.1)

(1.2.2)

３

４

（1.3.12)

章

各

・　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令に従い適切に処理する。　

施工計画書・・・・ ・ 総合施工計画書　・ 仮設工事　　　・ 防水改修工事
・ 外壁改修工事　　・ 建具改修工事　・ 内装改修工事
・ 塗装改修工事　　・ 耐震改修工事　・ 環境配慮改修工事

（CORINS)

　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日令和　　　　　　　　　　　　令和

（1.1.4)

電気保安技術者・ 
（1.3.3)

・ 要　・ 不要

施工条件・・・・ （1.3.5)
（１）この期間中は、次の工事については施工してはならない。　ただし、請負者の施工計画書が

適当と認めた場合は、この限りではない。
コンクリート、屋根防水、タイル、左官、塗装、緑化工事その他これらに類する工事。

（２）この期間は、労務事情等により正規の工期に附加的に加算した工期であるので

（３）この期間の工事については、工事工程表を提出し、工事の内容について監督職員の承諾を受ける。
※　その他の条件

現場の安全、環境保全 （１）施工に先立ち、現場に交通安全委員会、安全衛生協議会を設置し安全及び災害・　
公害の防止に関し必要な事項を、関係法令に従い適切に定めた要項を監督職員に提出する。

（２）騒音、振動、大気汚染、水質汚濁等の影響がでないように努めること又化学製品の
取り扱いについては、作業者の安全、健康を確保し、環境保全に努めること。

工事の保険・・・・ 
保険の契約期間は、工期に１４日間を加算した期間とし、加入した場合は証券の写しを

遅滞なく監督職員に提出すること。

道産材及び釧路産材 　主要資材のうち、道内及び釧路地域で産出、生産又は製造される資材の品質及び性能が
適正であると、監督職員が承諾したものは、優先的に使用する。の使用

建築材料等・・・・ 

６

７

８

９

10

11

(1.3.7～11)

・ 工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、
　電気工作物の保安の業務を行なうものとする。

自主施工期間　　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日迄　　　　　　　令和　　　　　　　　　　　　令和

　本工事に使用する材料は原則として日本工業規格（JIS）に適合する材料とし、特定のものが特記
された場合は設計図書に規定するもの又はこれと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合
は監督職員の承諾をうける。

火災保険、その他工事目的物が対象となる保険　　　　　　・　必要　　　・　不必要

おこなうよう配慮する。
工程作成にあたっては、正規の工期内での適期施工に努め、この期間では補助的な作業を

特別な材料の工法・ 13 改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定する工法とする。

12 環境物品等の調達・ 　本工事の資材等に係る環境物品等の調達は、北海道グリーン購入基本方針に基づく現行の環境物
品調達方針により行うよう努める。
　上記における同調達方針として、資材(材料および機材を含む)のこん包及び容器は可能な限り簡
易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷軽減に配慮したものを積極的に選択・使用するよ
うに努めること。

・　適用する　（請負金額５００万円以上）・　適用しない　　　

内部足場　　　種別　　　※ 脚立　足場板等　　 　・ 移動式足場

下請業者に対し、この制度の周知徹底を図り、未加入の業者に対しては加入促進の指導を建設業退職金制度・ 
への加入促進・ するとともに、証紙貼付の履行につとめる。

施工に先立ち設計図書をＡ３版に縮小ニツ折製本し、監督職員の指示により必要部数を提出する。設計図書の製本・・ 

（1.8.1)完成図、完成写真・ 

　本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行なう場合は、工事契約後、監督員の承諾を得た
うえでデジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事とすることが出来る。
　この場合は営繕工事記録写真撮影要領別添「デジタル工事写真の小黒板電子化について」によるも
のとする。

18 段階確認・・・・・ 
技術検査・・・・・ 

19

20

22

23

24

・ 消火器　・ その他
　・ 雨がっぱ　・ 保護帽　・ 懐中電灯　・ 安全帯　・ 電話　・ ロッカー　

備品等の設置　・ 机　・ 椅子　・ 書棚　・ 寒暖計　・ ストーブ　・ 黒(白)板　・ ゴム長靴

　受注者は、段階確認等実施要領に基づき、通知された段階確認等の検査及び立会いを受けること。

　　・風　　　　　速（Vo=　30　m/s）

工事写真・・・・・ 21

材料、撤去材等の運搬　　・ Ａ種　※ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ Ｅ種　

　　　　　　　　　　　　 　※ 本足場　・ 一側足場　・ 棚足場　・ その他

※ 行なう

　　・　0.40

　　※　0.35

　　　　　　　　　　・ ビニールシート等　　・ 合板　・ プラスチック板

10

11

12

13

14

・ 行なわない※ 行う（養生シート 防炎Ⅰ類）

・ 亀裂自閉性樹脂防水

ｒ

工事名称

コアプランニング
釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

株式会社

設計年月日 図面名称 図面番号

増田 順一第266928号
一級建築士ｅo

年     月     日
改修特記仕様書 １

A

・ サッシ施工　・ ガラス施工　・ 自動ドア施工　・ 木製建具施工

　請負工事提出書類（最新版）による。

　請負工事提出書類（最新版）による。

ルーフドレン排水金物及び配管

Ⅱ.建築改修工事仕様・・・・ 

１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書

他、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和7年版) ｢公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和7年版)」による。

令和7年版
令和7年版

（最新版）２．提出書類は、請負工事提出書類による。

３．特記仕様の取り扱いについては、下記による。

（１）章及び項目は番号に○印を付けたものを適用する。

（２）特記事項で ・ 印、※  印、※  印、・ 印のある場合の適用は下記による。

・ 印のついたものを適用し、・印のついたものは適用しない。

・ 印のない場合は、※印のついたものを適用する。

・ 印と ※ 印のある場合は共に適用する。

（３）特記事項に記載の（　）内表示番号は、改修標仕の当該図又は当該表を示す。
（４）特記事項に記載の(標仕○.○.○）表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）特記仕様書の※印と共通仕様書の内容に相違がある場合は特記仕様書を優先する。

（６）共通仕様書に特記によるとあり、特記仕様書に記載の無いものは図示による。

（７）Ｇ印は「国等による環境物品等の調達に推進に関する法律」（以下「ｸﾞﾘｰﾝ購入法」という)の特定調達品目を示す。

(建築工事編)(　　 　　)」(以下､「改修標仕」という｡)による。改修標仕に記載されていない事項は 、国土交通省大
臣官房官庁営繕部監修の｢公共建築工事標準仕様書(建築工事編)( 　　　　)(以下､｢標仕｣という｡)による。

（品目　木　材　　　　　般出先　株式会社栄和サービス）

（品目　コンクリート　　般出先　東工業株式会社　）　
（品目　ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ　　般出先　東工業株式会社　）

工事名・・・・・ １．

２．工事場所・・・・ 

竣工期限・・・・ ３．

４．工事内容・・・・ 

別途工事・・・・ ５．

施工区分・・・・ ６．

休憩・シャワー室等整備改修工事

釧路市南浜町5番9号

釧路海上保安部シャワー室等整備工事

釧路海上保安部シャワー室等整備工事

8 3 25

01

露出
防水

第一管区海上保安本部令和８年度

2027年(令和9年)3月19日　迄とする。



02

事

工

改

修

装

内

６

・ コンクリート面ビニル床タイル張り
ゴム床タイル張り

・ビニル床タイル張り（JIS A 5705）

・ビニル床シート張り（JIS A 5705）

撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　　・タイルのみ

(5.12.2～3)(表5.12.1～2)
収納形式

タイプ
・ 電動式

セクション材

※ ステンレス鋼板・ チェーン式
※ バランス式

ガイドレール

・ ファイバーグラス (SUS304)

開閉方式
※ スチールタイプ

・ ローヘッド形
・ 溶融亜鉛メッキ鋼板

・ ハイリフト形
・ アルミウムタイプ

・ スタンダード形

・ バーチカル形

自動ドア開閉装置・ (5.8.2～3)（表5.8.1～4）

※ ２５

・ 注入口付アンカーピンニング全面

ル

仕

壁

外
壁

改

工

外

張

げ

り

改

り

事

壁

げ

修

工

外

塗

上

事

修

既存タイル張りの ・　　　　

・　　　　
撤　去4-3

１

２

4-4
工　　法

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法
下地面の補修
(4.6.3)(表4.6.1～4)

処理範囲
既存塗膜等の除去・ 

及び下地処理・ 

下地調整材・・・・ ２

１

※ 既存仕上面全体

・ 塗膜はく離剤工法
・ 水洗い工法 ※ 上記処理範囲以外の既存仕上面全体

※ 既存仕上面全体

※ 既存仕上面全体
・ ひび割れ部改修工法
・ 浮き部改修工法
・ 欠損部改修工法
・ ケイ酸塩系表面含浸工用
　ｺﾝｸﾘｰﾄ改質・劣化防止剤塗布

イ
タ

ひび割れ部改修工法

・ 
・ 

注入口間隔・ 材料・・・ 工法・・・・・・・・ 注入量・・・ ひび割れの幅

　　　　　　　　・ 既存タイル撤去面（・ コンクリート面　　・ モルタル面 ）
    改修箇所　　※ 既存タイル張り面　　

３ 工法・・・・・ 材料・・・・・・・・ 
(4.1.4)(4.2.2)(4.5.7)

欠損部改修工法・・ 

(4.3.3)４

ポリマーセメントスラリー注入工法

充てん量

※　 ９ ※ １６
・　　　

・　　　

・　　　

・　

・ アンカーピンニング全面

・　　　

エポキシ樹脂注入工法 ・　　　

・　　　

・　　　

浮き部改修工法・・ 

※ ２５

※ ２０

※ １３

※　 ９

※ １３

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ数（本/m2)
一般部

※ ２０

※　９

※ ２５

・　　　

注入口数（箇所/m^ u2）

※　９

指定部

※ ２５

・　　　

指定部一般部
・ アンカーピンニング部分

・　　　

改修工法の種類
注入量(mｌ)

※ ５０

※ １６

・　　　

※ １２

・　　　

※ ２５

※ ２０
・　　　

※ １２
・　　　

※ ２０
エポキシ樹脂注入工法

・ アンカーピンニング全面

・　　　
※ １６

※ １６

※ １６

・　　　

・　　　

※ １６

※　９

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

※ ５０
・ 

５

・　　　

・　　　・　　　
・ ・　　　

（タイルを撤去しない場合）

・ ・　　　

仕

目地改修工法・・・ ・ 目地ひび割れ部改修工事
・ 伸縮調整目地改修工法

(4.1.4)(4.5.16)

陶磁器質タイル張り

壁タイル張りの工法

役物：標準的な曲がり（小口、標準二丁、屏風）の役物は一体成形とする。

Ｇ
標準

・ ・ ・ ・ 
・ 

再生材

・ 

形状・寸法 きじ
施工箇所

・ ・ 
・ 

・ 

あり施ゆう 特注無ゆう

・ 

の適用
・ ・ 

タイルの種類

・ ・ 

役物
せっ器

・ 

(4.2.2)(4.5.7～8)

・ 

うわぐすり
磁器

備考
（mm）

色

・ 
陶器 なし

(4.5.7～8)(表4.5.3)

６

７

タイルの見本焼き　　　　　　※ 行わない　　・ 行う
タイルの試験張り　　　　　　※ 行わない　　・ 行う

　加圧力※30MPa以上
・ 高圧水洗工法
※ サンダー工法

・ 
・ 

・ 

・ 
・ 

・内部
・外部建

工

修

改

事

具
・ステンレス製建具
・鋼製軽量建具

かぶせ工法

・ 

撤去工法

・ 

・ 

(5.1.5)

・ 

・建具の種類 備　　　　考

３

２

１ (5.1.3)

５
・アルミニウム製建具

・鋼製建具

３

※ 下地調整塗材
・ ポリマーセメントモルタル　　・ 防水形仕上げ塗材主材を使用

(4.2.2)(4.6.4)

(4.6.3)

４

・ 

・ 
Ｓ－６

・ Ａ種 Ｓ－４ ※ Ａー３
・ 

Ａー４

施行箇所耐風圧性 枠見込み

・ Ｃ種

※　７０
水密性

※ 図示
・ Ｂ種

種　別 気密性

Ｓ－５
 ※ Ｗー４

 　 Ｗ－５
　・ 　・ １００

(5.2.3)(5.3.3)４

５

・ 
・ 

(5.3.2)(表5.3.1)

(5.2.4)(表5.2.2)

６ (5.4.2)(表5.4.1)

７ (5.5.2)(表5.4.1)

８ (5.6.2)(表5.2.1)

木製建具・・・・・ (標仕16.7.1～3)(表16.7.1～3)９

建具用金物・・・・ (5.7.4）10

11

自閉式上吊引戸装置12

重量シャッター・・ (5.10.2)(表5.10.1)

(5.10.2)

13

軽量シャッター・・ (5.11.2)(表5.11.1)
(5.11.3)

(表5.11.2)

・ 屋内建具

・ 外部に面する建具

防虫網

表面仕上げ　　　　　　　・ ヘアライン仕上　・ 鏡面仕上げ

特定防火設備の戸　　　　・ 適用する
曲げ加工　　　　　　　　・ 普通曲げ　・ 角出し曲げ

建具材の含水率　　・ Ａ種　　※ Ｂ種　 ・ Ｃ種

樹種は標準仕様書16.7.2　表16.7.2による。

　　　　　　　　・ 製作する（ ・ 既存ﾏｽﾀｰｷｰｸﾞﾙｰﾌﾟに組み込む  ・ 単独 )
キーボックス　　　 市販品　・ 30組用　　・ 60組用　　・ 120組用

開閉機能　　※ 上部電動式（手動併用）　　・ 上部手動式

一般重量シャッターケース　　※ 設ける　　・ 設けない

スラット　　材質　　※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・ 
　　　　　　形状　　※ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形
ガイドレール等　　※ 鋼板製　　・ スレンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

開閉形式　　・ 上部電動式（手動併用）　※ 手動式　　

耐風圧性能による区分　　　・ 50　　・ 65　　 ・ 80　　・　　　

耐風圧性能による区分　　・50　　・75　　・100　　　　

耐風圧性能による区分　　　・ 50　　・ 80　　 ・ 120

材　　　種
ガラス留め及び溝

建具の種類
ガラス留め材

14

15

16 (5.13.2)

２ (6.2.2)

(6.1.3)

合成樹脂塗り床材の除去工法　  ・ 機械的除去工法 　・ 目荒工法
　　　　　　　　　　　　　　　・ 下地モルタルとも（ ※ 図示の範囲 ・ 除去範囲すべて）

天井の撤去に伴なう取合部の壁面の改修

天井内の既存壁の撤去に伴なう当該壁の取合う天井の改修範囲

既存壁の撤去に伴なう当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲１

改修後の床の清掃範囲　　　　　※ 改修箇所の室内　　・　　

・ タイル張り仕上げ

1.0㎜未満
0.2～

・ 手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
・ 機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
※ Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法1.0㎜以上

ｴﾎﾟｷｼ樹脂
・ 低粘度形
・ 中粘度形
・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材・ PU-1・ PU-2・ MS-2・ PS-2
・ 可とう性エポキシ樹脂は、JIS A 6024による。

※ 200～300

・ タイル部分張替え工法
・ タイル張替え工法

シーリング材　・ ポリウレタン系シーリング材
　　　　　　　・ 変成シリコーン系シーリング材

ユニットタイル　・ マスク張り　　・ モザイクタイル張り

外装タイル　　　・ 密着張り　　・ 改良積上げ張り　　・ 改良圧着張り
下地モルタルの接着力試験　　※行わない　　　・行う

マスチック塗材塗り

外壁用塗膜防水材仕上

施工箇所
・ コンクリート面
・ 押出成形セメント板面
・ モルタル面

　・ ＡＬＣパネル面

　種別
・ A種
・ B種

　仕上材
・ ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ２回塗り
・ つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ2回塗り

　下地調整
・ RA種
・ RB種
・ RC種

(4.7.2)(表4.7.1)

(4.8.2～5)
　下地調整
・ RA種
・ RB種
・ RC種

施工箇所
・ コンクリート面
・ 押出成形セメント板面
・ モルタル面

　・ ＡＬＣパネル面

　仕上材
・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系外壁用塗膜防水材2回塗り

・ Ａ種

・ Ｃ種
・ Ｂ種

種　別
・ 外部に面する建具

簡易気密型ドアセット　　・ 適用する（Ａ－３・Ｗ－１）　・ 適用しない
・ 外部に面する建具

Ｓ－４
耐風圧性

Ｓ－５
Ｓ－６

気密性
※ Ａー４

水密性
 ※ Ｗー４

 ・ Ｗ－５

※　７０
枠見込み

　・ １００

施行箇所
※ 図示

遮音性能等級　・ Ｔ－１　　・ Ｔ－２
断熱性能等級　・ Ｈ－４　　・ Ｈ－５　　・ Ｈ－６

耐風圧性　　　　　　　　・ Ｓ－４　・ Ｓ－５　・ Ｓ－６　
防音ドアセット、防音サッシとする場合の遮音性能等級　・ Ｔ－１　・ Ｔ－２
断熱ドアセット、断熱サッシとする場合の断熱性能等級　・ Ｈ－４　・ Ｈ－５　・ Ｈ－６
耐震ドアセットとする場合の面内変形追随性能等級　　　・ Ｄ－１　・ Ｄ－２　・ Ｄ－３

簡易気密型ドアセット　　・ 適用する（Ａ－３・Ｗ－１）　・ 適用しない
防音ドアセット、防音サッシとする場合の遮音性能等級　・ Ｔ－１　・ Ｔ－２
断熱ドアセット、断熱サッシとする場合の断熱性能等級　・ Ｈ－４　・ Ｈ－５　・ Ｈ－６
耐震ドアセットとする場合の面内変形追随性能等級　　　・ Ｄ－１　・ Ｄ－２　・ Ｄ－３

簡易気密型ドアセット　　・ 適用する（Ａ－３・Ｗ－１）　・ 適用しない
耐風圧性　　　　　　　　・ Ｓ－４　・ Ｓ－５　・ Ｓ－６　

フラッシュ戸の表面材及び表面厚さ　　・ 普通合板2.5以上　・ 天然木化粧合板3.2以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 特殊加工化粧合板2.7以上

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量
　・ Ｆ☆☆☆☆　　・ 非ホルムアルデヒド系接着剤　・ 
　・ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料
　・ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料

センサの種類　　・ 光線(反射)センサー　・ 熱線センサー　・ 音波センサー　・ 光電センサー　 
　　　　　　　　・ タッチスイッチ　・ 押しボタンスイッチ　 ・ 多機能トイレスイッチ

開閉方法　　　　・ 片引き　　・ 引き分け

上

外
壁

　　　　　補修方法　　　・ エポキシ樹脂モルタル　　・ 無収縮モルタル

※ ポリマーセメントモルタル
・ 一液反応硬化形編成シリコン樹脂系
・ウレタン樹脂系

鉄筋露出部の処理・ 
　　部分的に露出している鉄筋及びアンカー金物などは、健全部が露出するまでコンクリートを斫り、

　防錆処理の仕様については、工事監督員と協議する。
　ワイヤーブラシ等でけれんを行い錆を除去し、鉄筋コンクリート用防錆剤などを塗付け、防錆処理を行う。

（タイルを撤去する場合）
・ タイル部分張替え工法
・ タイル張替え工法

※ ポリマーセメントモルタル
・ 一液反応硬化形編成シリコン樹脂系
・ウレタン樹脂系

材料・・・・・・・・ 

・ 注入口付アンカーピンニング部分

・ 注入口付アンカーピンニング全面

エポキシ樹脂注入タイル固定方法
※　 ９ ※ １６ ※ ２５

・ ひび割れ部改修工法　　・ 浮き部改修工法　　・ 欠損部改修工法
※下地面の補修

形　　式　※ 外部可動式　・ 固定式
網の種別　※ ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS316）

　　　　　抜取り個数　　・ 長さ500ｍ毎及びその端数につき1個　　・　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 非破壊検査方法

（4.5.2)

（4.1.4)(4.2.2)(4.5.2～6)

※ 自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ 
・樹脂製建具 ― ・ 

(5.2.4)(表5.2.2)

(5.2.2)(表5.2.1)

 表面処理     ※ Ｂ－１・ Ｂ－２ ( ・ ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ ﾌﾞﾗｯｸ　・ ｽﾃﾝｶﾗｰ　）

 表面処理　　 ※ Ｃ－１種又はＢ－１種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ　）
  　  　　    ※ Ｃ－２種又はＢ－２種（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ　）

(5.12.3)

　※ シーリング材　　　　　・ 　　　　
　※ シーリング材　　　　　・ 　　　　

※ 内張り　・ 外張り 飛散防止率　Ｄ１※ ガラス飛散防止フィルム
張り面

第２種
性能値

ガラス用フィルム・ 
名　　称

　※ シーリング材　　　　　・ 　　　　

種　類

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能認定品とする

ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認出来る資料を監督員に提出する。

板ガラスをはめ込む溝の大きさ　　

品質　JIS A 5759による

改修標仕5.13.3以外のｱﾙミﾆｭｳﾑ製建具及び板ガラスの場合は、（社）日本建築学会ＪＡＳＳ１７

17

アルミニウム製

鋼製及び軽量鋼製
ステンレス製
木製建具

　※ シーリング材　　　　　・ ガスケット(Fix部はｼｰﾘﾝｸﾞ材）
樹脂製 　※ シーリング材　　　　　・ ガスケット(Fix部はｼｰﾘﾝｸﾞ材）

ビニル床シート等の除去　　　  ※ 仕上げ材のみ（接着材とも）
及び下地補修・ 

マスターキー　　・ 製作しない

既存床の撤去・・・ 

改修範囲・・・・・ 

及び下地補修・ 

間仕切壁撤去に伴なう他の構造体の補修３
及び下地補修・ 

(6.4.2)

(6.3.2)(4.4.9)

４ 既存下地材の再利用
　・ 下地材の再利用　　・ 下地張りボードの再利用　　・ 再利用しない

既存天井の撤去・・ 

既存壁の撤去・・・ 

５

・接着剤

品名・・・・・ 
※ 一般材　　　

(6.5.2)

※集成材
・構造用集成材・・・・ 

※ １等・ ２等
※ １等・ ２等

・ １種・ ２種・３種
・造作用集成材・・・・ 
・化粧ばり造作用集成材

化粧単板の樹種
Ｇ

規格・品質・ 
・集成材

下地材の表面仕上げ　機械加工・ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　・ Ｃ種
　　　　　　　　　　手加工　・ Ｈ-Ａ種　 ・ Ｈ-Ｂ種　 ・ Ｈ-Ｃ種
含水率　　　　　　　下地材　・ Ａ種　　　・ Ｂ種
　　　　　　　　　　造作材　・ Ａ種　　　・ Ｂ種

(6.5.1)(表6.5.1～3)

含水率
　※　15％　　・　
　※　15％　　・　

　※　15％　　・　
　※　15％　　・　

ホルムアルデヒドの放散量  　　※　Ｆ☆☆☆☆　・ 規制対象外　   

・防腐・防蟻処理

(6.5.3)

(6.5.5)

(6.6.4)

(6.7.3)(表6.7.1）

(6.6.3～4)

(6.6.2)(表6.6.1)

スタッドの高さが５ｍを超える場合　　　※図示　　　　  

野縁等の種類６

７

種　類
８

木下地等・・・・・ 

ビニル床シート張り

※ 発泡層のないもの

・ 発泡層のあるもの

(6.8.2～3)

工法　　　※ 熱溶接工法　　・ 継ぎ目処理工法（ ・ 溶接液又は接着液　　・ 目地材　）

厚さ(mm)
・ 単層ビニル床シート
・ 複層ビニル床シート

TS
FS
HS
KS

・ 発泡複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ
・ クッションフロア

※ 無地　・ ﾏｰﾌﾞﾙ
※ 無地　・ ﾏｰﾌﾞﾙ
※ 無地　・ ﾏｰﾌﾞﾙ
※ 無地　・ ﾏｰﾌﾞﾙ

※ 2.5　・ 2.0
※ 2.5　・ 2.0
※ 2.5　・ 2.0
※ 2.5　・ 2.0

色　柄記号

・ 単層ビニル床タイル
・ 複層ビニル床タイル
・ コンポジションビニル床タイル

置敷き形

接着形

・ 置敷きビニル床タイル
・ 薄型置敷きビニル床タイル

厚さ(mm)
※ 2.0 ・　 2.5  
※ 2.0 ・　 2.5  
※ 2.0 ・　
※ 4.0以上　
※ 4.0未満

(6.8.2)
種　類 記号

FT
TT

KT
FOA
FOB

※ 無地　・ ﾏｰﾌﾞﾙ
※ 無地　・ ﾏｰﾌﾞﾙ
※ 無地　・ ﾏｰﾌﾞﾙ

色　柄

※ 無地　・ ﾏｰﾌﾞﾙ
※ 無地　・ ﾏｰﾌﾞﾙ

・ゴム床タイル (6.8.2)

 2.5  

・ビニル幅木

・接着剤

(6.8.2)

　※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行なう

　※ 壁面より両側６００mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行なう
　・ 図示の範囲

　※ 既存のまま　　・ 図示の範囲

　※ 図示　　・ モルタル塗り(塗り厚25mmを超える場合の補強※行う　・行わない）

接着剤は、接着する材料に適したものとする。

行う箇所（　　　　　　　）
防腐処理　　　※行う（※図示　　・　　　　　　　　　　　　）
防蟻処理　　　※行う（※図示　　・　　　　　　　　　　　　）
防腐、防蟻処理の種類、品質　
表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督員の承諾するものとする

　屋外（ ・ 19型　※ 25型 ）　　　屋内（　※ 19型　・ 25型 ）
既存の埋込インサート　　　・ 使用する　　・ 使用しない
　　　　　　　　　試験　　　・ 行なう　　・ 行なわないあと施工アンカーの　　　　　　　　　　　確認

　　　　厚さ(㎜)　・ ３．０　・ ４．０　・ ５．０　・６．０　・ ９．０

厚さ(mm)　　　　※ 　　 　　 ・   
高さ(mm)　　　　※ ６０　　　・ ７５　　　・ １００   

接着剤は、接着する材料に適したものとする。

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用
・カットパイル

・ループパイル

帯電性・人体帯電圧３ｋＶ以下（フリーアクセスフロアー新設範囲）

(6.9.2～3)(表6.9.2)
パイル形状

・ タイルカーペット

種別
・ Ａ種
・ Ｂ種
・ Ｃ種

・ 織りじゅうたん
パイル糸の種類 糸の番手・本数

10番手2本より4本引きそろえ
7番手2本より3本引きそろえ
5番手2本より2本引きそろえ

・ そ毛糸
・ 紡毛糸
・ 紡毛糸

密度25.4㎜当たり
7.8×9
7.8×8
7.8×8

ﾊﾟｲﾙ長(㎜)
12
10
7

(6.9.2～3)(改修標仕表6.9.1)

(6.9.2～3)(改修標仕表6.9.2)

・ カット、ループパイル併用
・ レベルループループ
・ マルチレベルループ
・ カットパイル

・ タフデットカーペット

※ 4　　　 ・　　　

※ 全面接着工法 人体帯電圧※ 5～7　　・　　
パイル長(mm)

・　　　
・ グリッパー工法

パイル形状

※ 4～6　　・　　

工　法

※ ３kv以下

帯電性

・　

ホルムアルデヒドの放散量  　　※　Ｆ☆☆☆☆　・ 規制対象外　   

※ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ　　・ つや消し仕上

・ 樹脂モルタル仕上げ（ ※ 平滑　・ 防滑）

仕上げの種類

※ 薄膜流し展べ仕上げ
・ 厚膜流し展べ仕上げ（ ※ 平滑　・ 防滑）

種　　別

・ エポキシ樹脂塗り床材
・ 弾性ウレタン塗り床材

(6.10.2～3)(表6.10.1～4)10

(6.11.2～7)(表6.11.1～4)フローリング張り・ 
材種種　　別 工　法 仕上げ

(表6.12.2)種別　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種
畳表及び畳床は、ＶＯＣ含有量が少ないものとする。

畳敷き・・・・・・ 

・ ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

ＨＷ　－　Ｇ
ＮＷ　－　Ｇ

ＧＢ－Ｆ

（軒天井用）

・ 15　・ 20　・ 25　・　　

0.8ＦＫ
ＤＲ

・ 凹凸ﾀｲﾌﾟ（ ※ 12 ・ 15 ・ 19 ・　　）

その他のボード張り
石こうボード・・・ 

厚さ(mm)、規格等ＪＩＳの記号種　　類

ＧＢ－Ｌ

※ フラットﾀｲﾌﾟ（ ※ 9 ・ 12 ・  　）

・ 凹凸ﾀｲﾌﾟ（ ※ 12 ・ 15) （不燃）

・ 15　・ 20　・ 25　・　　

※ フラットﾀｲﾌﾟ9（不燃）

・ 硬質木毛セメント板
・ 普通木毛セメント板

・ ロックウール化粧吸音板

・ ロックウール化粧吸音板

・ せつこうボード 
・ 不燃積層せっこうボード

・ せっこうラスボード
12.5（不燃） 15.0（不燃）
9.5

・ 強化せっこうボード
・ シージングせっこうボード

・ けい酸カルシウム板 タイプ２（無石綿）(・ 5  ・6　・ 8）

種　　類
吸音材・・・・・・ 

ＲＷ－Ｂ
厚さ（mm）

ＧＢ－Ｂ
※ 25    ・　　　・ ロックウール吸音ボード１号

壁紙張り・・・・・ 

・ グラスウール吸音ボード２号(32k) ※ 25    ・　　　

JISの記号

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材　※ 適用する　・ 適用しない

 Ｇ

ＭＤＦ
 Ｇ
 Ｇ

 ＧＨＢ

Ａ級（・天井仕上・内装仕上・　　　　）
 ・９　・１２　・１５　・１８

・研磨板  （・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）
・無研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）

ＩＢ

ＧＢ－Ｄ・ 化粧せっこうボード（木目）

・ 難燃合板

・ メラミン樹脂化粧板

・ ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞ‐ド
・ ハードボード(素地）
 ※規制対象外　・第三種
・ インシュレーションボード

12.5（不燃）幅440mm程度
模様（ ※ 柾目  ・ 板目）専用下地材付き
・生地、透明塗装塗（ラワン合板程度）
・不透明塗料（しな合板程度）
JIS K6903による厚さ1.2
・３　・７　・９　・１２
・無研磨板 ・研磨板(・10・12・15・18）

・ 化粧せっこうボード ＧＢ－Ｄ

・ 9.5（準不燃）  ・ 12.5（準不燃）

・ 12.5（不燃） ・ 9.5（準不燃）
9.5（不燃）化粧無（下地張り用）
           化粧有（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・ 9.5（準不燃ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

(6.13.2)(表6.13.1～4)

(6.13.2)

(表6.13.2)

(6.14.2)
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12

13

 0R(軒天)
 OR DR(凸凹)

 DR(軒天凸凹）
ＧＢ－Ｒ
ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｓ

合板類、繊維板、及びパーティクルﾎﾞｰﾄﾞ、MDFのホルムアルデヒドの放散量

（監督員の承諾による）

ホルムアルデヒドの放散量  　　※　Ｆ☆☆☆☆　・ 規制対象外　   

※　Ｆ☆☆☆☆　・ 規制対象外　   

・ 単層フローリング
・ フローリングボード
・ フローリングブロック
・ モザイクパーケット
・ 複合フローリング

※ なら
・ ひのき
・ まつ

・ 釘留め工法(根太張り)
・ 釘留め工法(直張り)
・ 接着

・ 塗装品
・ 無塗装品

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・第三種

14

15
防火性能 備考施工箇所 壁紙の種類

・ せっこうボード面
・ プラスター面
・ モルタル面

※不燃  ・準不燃  ・難燃・ 布ｸﾛｽ ・ 紙ｸﾛｽ※ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
・　

(6.14.3)(表7.2.4)(表7.2.7)

壁紙のホルムアルデヒドの放散量     

モルタル塗り材料・ 16

なし

・　

・　

き　　じ

・　
・　

・　
・　

・　 ・　
・　・　 ・　

・　
・　

・　

色
(mm)

形状寸法

・　

・　

・　

標準

役物

・　

特注施ゆう

・　

・　

せっ器磁器 陶器

・　・　

あり

・　

うわぐすり

・　
・　

・　
・　

無ゆう

役物　：　標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

耐凍害性 耐滑り性
なしあり

・　

・　
・　

・　

・　
・　

・　

・　
・　

タイル張り・・・・ 17

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ F☆☆☆☆　　・ 規制対象外

素地ごしらえ

床目地 　 ・設ける　（工法　※押し目地　・　　　　　）・設けない

モルタル、プラスター面　※ ＲＢ種　・ ＲＡ種（施工箇所　　　　　　　　　　）
モルタル、プラスター面　※ ＲＢ種　・ ＲＡ種（施工箇所　　　　　　　　　　）

タイルの見本焼き　※ 行わない　・ 行う　（※外装タイル　・　　　　　　　）
内装タイル　※タイル接着張り　　・積上げ張り ・積上げ張り

・　　

　　回り縁は樋付きと
　し、製作所の標準品

・ 無し

　とする。

・ 無し

 遮音性能

 (       )
・ あり

表面仕上げ

※ パネル式

構造形式
厚さ(mm)

※ 300

フォーム床下地材・ 

※ 焼付け塗装品
・ アルマイト処理品

パネル部の

材　　質

・ スッタド

準不燃品
・ 100

 防火性能

( ※ 0.6 ・ 0.8) アクリル樹脂焼付け

※ 200

・ 100
・ 硬質塩ビ製

・ あり

性　能 備考
浴室天井材・・・・ 

・ 

・ 木目調

パネル式

(標仕20.2.3)

ポリスチレン・・・ 

※ 塗装品

表面材種

・　　

表面仕上げ

可動間仕切・・・・ 

総厚さ(mm)

・ 

※ アルミニウム製

※ 鋼板

特定フロンを使用
種　類

・ 　

(標仕19.9.2～3)
厚さ(mm)

幅(mm)

※ メラミン樹脂又は
・ スッタド式

しないもの

断熱材・・・・・・ 
施工箇所 品質等

(ｽｷﾝ層付)

製造所

※ ３種ｂ

※ ２種ｂ

畳下地　　　　　　厚さ(mm)　　※ 45　　・ 65　　・ 80
フローリング類　　厚さ(mm)　　※ 80　　・ 95

市販品

・ 現場発泡断熱材

ロックウール、グラスウールフェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した。

・ 押出法
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ
ﾌｫｰﾑ
保温板

・ 一般部
※ 断熱材補修部分
・　　
・ 接地部分
・　　
※ 一般部 ※25　

・ 　

・ 25
・ 30
・ 　

※25　

特定フロンを使用
しないもの

難燃性 ※ ３級　・２級

19

20

21

22

ホルムアルデヒドの放散量  　　※　Ｆ☆☆☆☆　・ 規制対象外　   

18 セルフレベリング材
　　　　　　　塗り

種類　　・ せっこう系　　・ セメント系

・ 床内装タイル
・ 壁内装タイル

タイルの種類

　　　　　　　　 　１.５   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・３００

ホルムアルデヒドの放散量  　　※　Ｆ☆☆☆☆　・ 規制対象外　   

・行なう　　（・全面　　・　浮き部分）

・　樹脂注入工法のコアの抜取り確認　　※行う　　　・行わない

(4.1.4)(4.2.2)（4.5.7)(4.5.9～15)(表4.4.3～4)

ポリマーセメントスラリー注入工法
・ 注入口付アンカーピンニング

事

工

改

修

装

内

６

鋼製建具・・・・・ 

鋼製軽量建具・・・ 

ステンレス製建具・ 

樹脂製建具・・・・ 

改修工法の適用

見本品の製作

アルミニウム製建具

・　特殊な建具の仮組（建具符号　　・　　　　　　　）

網戸・・・・・・・ 

品質規格　改修標仕5.8.3による　　・製造所標準仕様書による (5.9.3)（表5.9.1)

オーバーヘッドドア

種　類
※ 第一種
・ 第二種

種　類 総厚さ（ｍｍ）
※500×500 ※6.5

敷き方
平場　※市松敷き
　　　・模様流し
階段　・市松敷き
　　　・模様流し

合成樹脂塗床・・・ 

カーペット敷き・・ ９

軽量鉄骨天井下地・ 

軽量鉄骨壁下地

(6.8.2)
種　別

・特殊機能床材
厚さ(mm)性　能（規格）

・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系　・ ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ系　・ 磁器質ﾀｲﾙ
 　体積抵抗値(1×10Ω以下）
 　体積抵抗値(1×10Ω以下）

　・ 7　・ 20　・ 30

・ 防滑性床タイル
・ 防滑性床シート

・ 視聴覚障害者用床タイル
・ 帯電防止床タイル
・ 帯電防止床シート

・ 耐動荷重性床シート

※ 2.0 ・ 2.5

※ 2.0 ・ 2.5
・ 2.0 ※ 2.5

※ 2.0 ・ 2.5
※ 2.0 ・ 2.5

既成目地材・設ける　施工箇所（　　　　）形状（※図示　・　　　　）・設けない (6.15.3)

(6.16.3)

危険防止機構　　※ 障害物感知装置（自動閉鎖型）　　・ 可動座板式

ｒ

工事名称

コアプランニング
釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

株式会社

設計年月日 図面名称 図面番号

増田 順一第266928号
一級建築士ｅo

年     月     日

A

改修特記仕様書 ２
釧路海上保安部シャワー室等整備工事

8 3 25

　・ 図示の範囲

第一管区海上保安本部令和８年度
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※ 探査機により探査し、配管等の位置の墨出を行なう　　　・ はつり出し
スリット部の配管等の探査

天井の耐震改修33

工事等

３ (7.3.2)(表7.3.1～4)

・ Ａ種
※ Ａ種亜鉛めっき面

(7.4.3）(表7.4.1～3)４

・ Ｃ種・ Ｂ種

塗替え
その他

新規

・ Ｃ種

備　考
鉄面（屋外）

下地種別
・ Ｃ種・ Ｂ種※ Ａ種

※ Ｂ種鉄面（屋内）

新規、塗替え共　・Ａ種　　※Ｂ種 (表7.5.1)

６

５

７ ・屋内のコンクリート面　・Ａ種　　※Ｂ種　下地調整は表7.2.5によるＲＢ種
・屋内のモルタル面　　　・Ａ種　　※Ｂ種　下地調整は表7.2.4によるＲＢ種
・押出セメント板面　　　・Ａ種　　※Ｂ種　下地調整は表7.2.6によるＲＢ種

種　　別

(7.6.2）(表7.6.1)
(7.6.3）(表7.6.2)

・ Ａ種
・ Ａ種※ Ｂ種

・ Ａ種
※ Ａ種
・ Ａ種

※ Ｂ種
・ Ｂ種
※ Ｂ種

・ Ａ種
※ Ａ種
・ Ａ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種
・ Ｃ種
・ Ｃ種

※ Ｂ種 ・ Ｂ種
※ Ａ種・ Ｂ種・ Ｃ種 ・ Ｃ種

・ Ｃ種
・ Ｃ種

・ Ｃ種
・ Ｃ種
・ Ｃ種

木部 鉄鋼面 亜鉛めっき鋼面

８

下地調整・・・・・ 

木部
鉄鋼面

亜鉛めっき面（鋼製建具）

２

モルタル・プラスタ－面

備考

亜鉛めっき面

コンクリート　ＡＬＣパネル面

(表7.2.4～6)
せっこうボード・その他ボード面

(7.2.2～7)(表7.2.1～7)

※　ＲＢ種
・　ＲＡ種　　※　ＲＢ種

※　ＲＢ種
・　ＲＡ種　　※　ＲＢ種

※　ＲＢ種
※　ＲＢ種
※　ＲＢ種

・　ＲＡ種　　

・　ＲＡ種　　

・　ＲＡ種　　
・　ＲＡ種　　
・　ＲＡ種　　

・　ＲＣ種
・　ＲＣ種
・　ＲＣ種
・　ＲＣ種
・　ＲＣ種
・　ＲＣ種
・　ＲＣ種

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修
※ 行なわない　　・ 行なう（補修範囲及び補修方法は図示）

塗替え部の下地調整
下地面の種類 下地調整の種別

塗替え　※ Ｃ種
塗替え　※ Ｃ種

塗替え　※ Ｃ種

新規木部の塗りの種別　　　　　　　　　　
新規鉄鋼面、亜鉛めっき面の塗りの種別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ １種　・ ２種　・ ３種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ １種　・ ２種　・ ３種

(表7.7.1)

・ Ｃ種
・ Ｃ種
・ Ｃ種

・ Ｃ種
・ Ｃ種
・ Ｃ種

塗り替えの種別

※ Ｂ種
※ Ｂ種

・ Ａ種
・ Ａ種

※ Ｂ種・ Ａ種
新規塗りの種別

・ Ｂ種
・ Ｂ種

※ Ａ種
※ Ａ種

・ Ｂ種※ Ａ種
下地の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板
亜鉛めっき面
鉄面

(7.8.2～4)(表7.8.1～3)

下地の種類
ｺﾝｸﾘｰﾄ面等
屋内木部等
屋内の鉄鋼面
屋内の亜鉛めっき構面

９ (7.9.2～5)(表7.9.1～4)
新規塗りの種別 備　考

備　考

塗り替えの種別

種類 ・ 吹付け石綿 ・ 石綿含有吹付ﾛｯｸｳｰﾙ ・ 石綿含有吹付ﾊﾞｰﾐｷｭﾗｲﾄ ・ 石綿含有吹付ﾊﾟｰﾗｲﾄ

(9.1.1～3)(表9.1.1～2)

※ 18

粗骨材の最大寸法

・ 軽量コンクリート

スランプ
適用箇所

（Ｎ/mm^ u2） （cm）

・　　
※ 普通コンクリート

設計基準強度
種　類

（8.11.1)無筋コンクリート・ 

 ※ 15　・ 18
 ※ 15　・ 18 　※ 25mm　・ 20㎜

　※ 25mm　・ 20㎜

９

・ 機械式接手
・ 重ね継手

工

事

改

修

６

内

装

ｺﾝｾﾝﾄ箇所数は図示

フリーアクセス・・ 

材　質　　　　　ステンレスSUS304
形　状　　　　　ビニルタイヤ入り

配線取り出し開口：パネル１枚につき40mm×80mm程度の

・ ポリエステル樹脂系化粧板　　・　　　
足形状　　　　　※ 幅木型　　　・ 足金物型

開口１ヶ所以上

※ ２０～３０パーセント　　・　　

トイレブース・・・ 

（市販品　径　約４５mm）

※ なし　・ 有り（ ※ 固定式　・ 可変式　・ 施工箇所は図示）

表面仕上げ材　　※ メラミン樹脂系化粧板（標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き）

表面仕上げ材の品質・規格等は、標仕１９章各内装工事による。

・ ・ 

・ 既存再使用する

ひだの種類

ブラインドボックス

※ 市販品（アルミニウム製　押出し型材）

寸法(mm)

色彩　※ B-1　・ B-2（ ※ ブラウン形　・ ブラック　・ステンカラー）

黒板及び・・・・・ 

及び・ 
カーテンボックス

溝幅×深さ(mm)　※ 90×150　・ 120×80　・ 120×150　・150×80　・ 

・ 新設する

※ 25
種　類

(5.1.6)

カーテン・・・・・ 

手引

スラットの材質
※ アルミニウム合金製

引分 ひも引

・ 80

(標仕20.2.14)

・ 

カーテンレール・・ 

・ 図示

・ 新設する

ホワイトボード・・ 

・ 新設する
形式

・ 既存再利用する（養生方法　　　　　　　　　　　） (2.3.1)(5.1.6)

備考

※ 白

・ 操作棒式

・ 

※ 緑

・ 

※ ギア式　・ コード式

性能

・ 
・ 

・ 

市販品

(ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝI型)

※ 1200　・ 900　

バックガード　※ 有り

・ ビニル製（ステンレス製受枠）
・ ステンレス製（受枠とも）

※  600　・ 700　 ・　　　

寸法（L＝　　mm）

耐荷重による種類

・ 硬質アルミニウム製（受枠とも）

JIS S1040の規格による

種　類

ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

材質　・ 塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）

※ 1200　・ 900　 ・ 600

トラップ付き

材種　　※ アルミニウム製　・ ステンレス製

色彩

・ つり戸棚

(標仕20.2.14)

種　類

規格・品質等

※ ほうろう

製作及び既製家具類

※ 1200　・ 1500　・ 1800 ※ 優良住宅部品

・ 水切り棚

・ 既存再使用する

(標仕20.2.8)

適用内容

屋内掲示板

物品棚・・ 

修

※ １種　・ ２種　・ ３種

装

事

工

塗

改

７

(5.1.6)

流し台ユニット・・ 

ｽﾃﾝﾚｽ製　※ １段式

・ コンロ台

装置

水平荷重Ⅰ又は水平荷重Ⅱ

・ アルミスラット

くつふきマット・・ 

・ 流し台

形式

材料・・・・・・・ 

・ 溝構法

配線用取り出しパネル

材質　　　　　　　　　　形状・寸法　　※　図示

取付け工法　　　※ 接着工法　・ 埋込み工法

材種・メラミン樹脂　・人工大理石　・　　　　　　　厚さ　　　　　　高さ

防煙垂レ壁

※ 市販品

空調用吹き出しパネル

幅　（mm）　　　約 ３５

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

枠の材質※　ｱﾙﾐﾆｭｳﾑ製・　　　　　　　表面の材質※塩ビ発泡ｼｰﾄ張り　・　　

(標仕19.7.2)

備　考

・ 鋼製物品棚

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

規格等

※ 平面 ・ 曲面 ・ ｽｸﾘｰﾝ付引分け

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。監督員の承諾する製造所
衝突防止表示　　※ 図示（市販品　※ ｽﾃﾝﾚｽ製　径約30cm　・   　　 )　・ 無し

床点検口・・・・・ 

・ 黒
※ 焼付け

※ 平面 ・ 曲面 ・ ｽｸﾘｰﾝ付引分け

表示標識・・・・・ 

形式　　・ 片引き　・ 引分け（ ※ 暗幕用は300mm以上の召合せの重ね掛けとする）

・ 新設する

洗面カウンター

・ パネル構法

スロープ及びボーダー　　　　※ 製造所の標準仕様　　・ 図示　　　　

・ 黒板

種　類

コンセント等の取付け対応　　※ 製造所の標準仕様（ｺﾝｾﾝﾄ本体は別途設備工事）  

JIS S1039の規格による

天井点検口・・・・ 

・ 鋼製書架

・　　

(標仕20.2.6)

・ パネル構法

構　法

・ ﾀｲﾙカーペット
・ 1.0G
・ 0.6G

仕上り高

・ 5,000N

表面仕上げ材

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ
・ ﾀｲﾙカーペット

・ ビニル製ハンドレール（幅　約５０mm）

・ 1.0G

施工箇所

材質　　アルミニウム製（受枠　 ※ ｱﾙﾐ製　・ ｽﾃﾝﾚｽ製）

耐荷重性能

階段滑止め・・・・ 

(標仕20.2.5)

・ 0.6G

施工箇所
（mm）

適用地震時

・ 3,000N
・ 5,000N

※ 集成材クリアラッカー仕上げ

・ 3,000N ・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

階段手すり・・・・ 

(標仕20.2.2)
フロア・ 

水平力

・ 溝構法

両端フラットエンド　※ 有り（・ステンレス製　※ ビニル製）　・無し

種　　別

１

※ 横型

・ 

・ クロススラット

ブラインド・・・・ 

・ １本操作コード式
・ 100

施工箇所
電動

・ 

※ 縦型

(標仕20.2.12)

・ 既存再利用する（養生方法　　　　　　　　　　　）

スラットの幅(mm)

・　　・　

(2.3.1)(5.1.7)

片引

・ ２本操作コード式

(標仕20.2.10)

鋼製書架及び・・・ 

材質　　アルミニウム製（ ※ 額縁ﾀｲﾌﾟ　・ 目地ﾀｲﾌﾟ）

10

11

12

(7.10.2)(表7.10.1)

(7.11.2)(表7.11.1)

(7.12.2)(表7.12.1)新規、塗替え共　・Ａ種　　※Ｂ種　・Ｃ種

(7.1.3)

木部で既存塗膜がオイルステイン塗りの塗替え及び新規の場合に適用する

木材保護塗料塗り (7.15.2)(表7.15.1)

(7.14.2)(表7.14.1)13

14

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

※ F☆☆☆☆　 ・ 規制対象外

耐

改

事

震

修

工

８

継手工法

・ 

規格
溶接金網・・・・・ 

・ ＳＤ３４５

呼び名（mm）

網目の形状、寸法（ﾀﾃ×ﾖｺ）
※ 100×100

(8.2.1)(表8.2.1)

・　　　
※6.0

・ ＳＤ２９５Ａ

(8.2.2)

３

種類の記号

継手方法

鉄筋の種類・・・・ 

鉄筋の継手・・・・ 

網目の形状、寸法及び鉄筋の径２

１

JIS G3551による

鉄線の径または呼び（mm）

※ Ｄ１９以上　　・　　　　　
※ Ｄ１６以下　　・　　　　　

・ ガス圧接
※ Ｄ１６以下　・　　　　　
※ Ｄ１９以上　・　　　　　

・ 溶接接手

施工箇所

鉄筋及び溶接金網・ ４

※ １０　　・　　　

の最小かぶり厚さ・ 
鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、目地底から算定する。
・ 耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打ち放し面
表8.3.6の値に加える寸法(mm)

５ 各部の配筋・・・・ 

ガス圧接・・・・・ ６ (8.3.8)

　　　　　　　　　　　　　　※ Ｈ形　　・ Ｗ－Ⅰ形　　帯筋の組立ての形の種別

圧接部の確認試験　　　※ 超音波探傷試験　　・ 引張試験

柱の配筋
(8.3.4)

(8.3.5)(表8.3.6)

(8.9.1)(表8.9.1)

2普通コンクリートの設計基準強度及び品質（36Ｎ／㎜　以下）

(8.1.3)(表8.1.1)

・　　　

・　　　
種　別

７
※ Ⅰ類　　・ Ⅱ類

軽量コンクリートの設計基準強度

レディーミクストコンクリートの類別コンクリートの種類

適用箇所

適用箇所

及び強度

気乾単位容積質量(t/m^ u3)設計基準強度Ｆc(N/mm^ u2)

(8.1.3)

・　　　
設計基準強度Ｆc（Ｎ/mm^ u2) スランプ(cm)

・ 8以上18以下　・ 21
・ 8以上18以下　・ 21

(8.3.4)(8.4.2～3)(表8.3.3)
呼び名(mm) 適用箇所

・ 突合せ溶接　・重ねｱｰｸ溶接 
・ Ｄ１９以上　・ 
・ Ｄ２５以下　・ 

８
・ 高炉セメント(JIS R5211)B種

セメントの種類
 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種
  普通ポルトランドセメント（JIS R5210)に示され規定の他、次の規定に全てに適合するものと
する。ただし、無筋コンクリートに用いる場合は除く

(8.2.5)(標仕表8.2.3)普通コンクリート・ 

混和材料　　　混和材料の種類  ※ AE剤　・ AE減水剤　・ 高性能AE減水剤　・ 流動化剤

構造体用モルタル・ フロー値　　　　　　　・ 180未満　　・ 180以上240未満　　・ 240以上

型枠の材料・・・・ せき板の材料　※ 合板型枠　　・ 金属製型枠　　・ 樹脂系型枠　　・ 打込型枠

(8.2.6)

(8.2.7)

10

11

材料
あと施工アンカーの材料

 ・金属拡張アンカー（耐震補強用）　※ 接着系アンカー
 　接着剤の品質　　　　　※ 有機系　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　・無機系
　 アンカー筋の種類　　　※ 鉄筋コンクリート用棒鋼　・ 全ねじボルト

あと施工アンカー・ (8.2.4)12

※ JIS規格による

施工管理技術者・・ 

鋼材・・・・・・・ 

鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件　　※　図示   ・ 

　入熱、パス間温度の溶接条件
適用箇所　　・　図示　　・　柱、梁、ブレースのフランジ端部完全溶け込み溶接部

(8.1.5)

※ 適用する　　・適用しない

鋼材の材質

構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「（　・Ｓ　・ Ｈ　・ Ｍ　・ Ｒ　・ Ｊ　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　・Ｓ　・ Ｈ　・ Ｍ　・ Ｒ　・ Ｊ　）
グレード」として国土交通省大臣からの認定を受けた工場又は、同等以上の能力のある工場。

づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた、（株）日本鉄骨評価センター又は、全国鐵
　製作工場の加工能力　　・　監督員の承諾する製作工場　・　建築基準法第77条の45第１項１に基

(8.1.6)

規格名称等・・・・・ 規格等・・ 種類の記号・・ 

※ JIS規格による
※ JIS規格による

(8.2.8)(表8.2.7)

鉄骨製作工場・・・ 

(8.2.9)

(8.15.11～12)

鉄骨工作仮組・・・ 

高力ボルト・・・・ 高力ボルトの適用
※ トルシア型高力ボルト　・ JIS形高力ボルト　・ 溶融亜鉛メッキ高力ボルト

・ 行なう　　※ 行なわない

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験
※　行なう　　・ 行なわない

(8.13.10)

溶接部の試験・・・ 

スタッド溶接・・・ JIS B 1198(頭付きスタッド)により、アークスタッド溶接等の溶接法により溶接 (8.2.11)

(8.18.2～9)耐火被覆材・・・・ 

耐火被覆材の接着する面の塗装

・ 行なう（ ※ JIS K5622　　・　　　　　　）
※ 行なわない

工法・・ 
・ 吹付けﾛｯｸｳｰﾙ（・ 乾式工法　・ 半乾式工法）　・ 軽量ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

耐火被覆材料・・・・ 

・ 耐火材吹付け

・ 無機繊維混入けい酸ｶﾙｼｳﾑ板　・ ALCﾊﾟﾈﾙ　・ 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
・ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板　・ 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ板

・ 耐火材巻付け
・ ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り
・ 耐火塗料

・ 耐火板張り

・ 吹付けﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙ　・ 吹付けひる石　・ 水酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑ混入湿式吹付けﾓﾙﾀﾙ

・ ﾛｯｸｳｰﾙﾌｪﾙﾄ
・ 鉄網ﾓﾙﾀﾙ　・ 鉄網ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙ
・ 耐火塗料(1時間耐火)

柱底均しモルタル及び
　　　　グラウト材

(8.17.2～4)

・ 柱底等均しモルタル
  ※無収縮モルタル  ・標仕表7.10.2による（　※　A種　　・ B種　）
品質及び試験方法
　　ブリーディング
　　無収縮性

　練混ぜ2時間後のブリーディング率：2.0％以下
　材齢　7日：収縮しない

・ グラウト材

　　試験方法

　　圧縮強度
　材齢3日　：25N/m㎡以上
　材齢28日 ：45N/m㎡以上
　NEXCO試験方法　312-1999（無収縮モルタル品質管理試験方法）による

圧縮強度(N/m㎡)
乾燥収縮(×10^ u-^ u4

コンシステンシーの範囲　Ｊ^ d1^ d4ロート(秒)
項目・・・ 品質・・・・・ 

８　±　２
３０以上（３００kgf/c㎡)

０

　　※無収縮グラウト材とし、実績等の資料を監督職員に提出する

面の目荒し
既存コンクリート・ 

※ 既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充填部の接合面
※ 既存コンクリートとの打継ぎ面

適用範囲

目荒しの程度

目荒しの範囲
※ 柱・梁面　　打継ぎ面又は接合面全面の　　　　程度
※ 壁　　面　　打継ぎ面又は接合面全面の　　　　程度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15～30％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10～15％

　　　　　 2～5　　　　　　5～7※ 平均深さ　　mm（最大深さ　　mm）程度の凹部を施す

（8.2.12)(表8.2.10)(標仕表7.10.2)

(8.21.3)(8.22.3)(8.23.3)

　　　シアコネクタ
打増し壁に用いる・ 現場打ちコンクリート壁の打増し部に用いる既存部とのシアコネクタ

　　　　　　　試験
あと施工アンカーの ※ 引張試験機による引張試験　　・ 性能確認試験 (8.12.2)

あと施工アンカー・ 

・ はつり出しによる　　　　　　　　　　

の穿孔
(8.12.2)穿孔前の埋込み配管等の探査

範囲　　※ あと施工ｱﾝｶｰ施工部分全て　　・ 図示
方法　　※ 探査機により探査し、配管等の位置の墨出しを行なう

13

14

15

16

17

18

19

20

21

錆止め塗料・・・・ 22

23

24

25

26 (8.21.5)

(8.21.5)29 溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法
柱頭柱脚の隙間部間の型枠
※ ポリスチレンフォーム保温材等を埋込む　　・ 図示　　　　　

柱補強・・・・・ 

　ｺﾝｸﾘｰﾄの打込み・ 
増設・補強工事の・ 工法の種類 (8.21.8)

27 (8.21.6)割裂補強筋・・・・ 

28

間隔：　※ 縦横300～500㎜程度の間隔
種類：　※ 12～14　あと施工アンカー仕様による

・ スパイラル筋　・ はしご筋

30

　・ 流し込み工法　　・圧入工法

連続繊維補強工法

スリットの施工・・ 

(8.24.4)
(8.24.4)

31

下地調整
仕上げモルタルの除去　　　※ 行なう　　・ 行なわない
柱の隅各部の面取り　　　　※ 工法の評価内容による

(8.2.13)
材質

引張強度(MPa)
弾性係数(GPa)
伸び(％)
密度(g/cm^ u3)
直径(μm）

・炭素繊維 ・アラミド繊維
・ 高強度品 ・ 高弾性品 ・ アラミド－1 ・ アラミド－2

2400～4400 2000～2700 2700 3000
200～240 340～440 130 75
1.3～1.8 0.4～0.8 2.3 4.4
1.7～1.9 1.8～1.9 1.45 1.39

12125～8 5～8
ﾔﾝｸﾞ係数(N/㎜^ u2) 2.30×10^ u5 1.18×10^ u5 78×10^ u5

工法　　・ シート工法　・ テープ工法　・ ストランド工法

32 免震改修･制震改修
基礎工事

事

配

工

環

９

境

慮

修

改

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有調査・・ 
調査方法

・　　　　　　

材 料 名
※ ３※ Ｘ線回析分析

・　　　　　　

１材料当りの試料数
１ ・ 行なう（下表による）　　・ 行なわない

２

(9.1.1)

工法　・ 除去工法　　・ 封じ込め工法　　・ 囲い込み工法

アスベスト粉じん濃度測定　　　　※行う
　　関係法令及び関係条例に定める方法により測定する。
　　作業管理者は、資格証明書の写しに工事履歴書を添付して監督員に提出し、承諾を受ける。
    吹き付けアスベストのアスベスト処理後の機能回復のための工事    　※図示　　
    測定室　　　　・図示
    測定点　　　　・図示

３

石綿含有吹付材の除去

種類 　　　　保温材 　　　　・ 石綿保温材　・ けいそう土保温材　・ ﾊﾟｰﾗｲﾄ保温材 
　　　　　　　　　　 ・ ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ保温材　・ 水練り保温材

処理を行うアスベスト含有吹付け材の種類及び処理方法

　　　断熱材　　 　　・ 屋根折板用断熱材　・ 煙突断熱材

　　　耐火被覆材 　　・ 石綿含有耐火被覆材 ・ ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板第2種 ・ 目地処理に使用する塗材

石綿含有保温材の除去

石綿含有成形板の除去 (9.1.5)

(9.1.4)

４

処理を行うアスベスト含有保温材の種類及び処理方法

処理を行うアスベスト含有成形板の種類及び処理方法
種類 ・ 石綿含有ｽﾚｰﾄ波板　・ 石綿含有ｽﾚｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ　・ 石綿含有ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板第1種
 　　・ 石綿含有押出成形板　・ 石綿含有ﾊﾟﾙﾌﾟｾﾒﾝﾄ板　・ 石綿含有ｽﾗｸﾞせっこう板
 　　・ 石綿含有ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　・ 石綿含有住宅屋根用化粧ｽﾚｰﾄ　・ 石綿含有ﾛｯｸｳｰﾙ吸音天井板
 　　・ 石綿含有石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ・ 石綿含有ｾﾒﾝﾄ円筒 ・ 石綿含有ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ ・ 石綿含有ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

工法　・ 破砕（(9.1.3）による）　　※原形のまま手ばらし 

　　　・ 湿潤材の噴霧、散水などにより湿潤化した後、破砕

５ アスベスト含有材の撤去にあたり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行なう。
調査結果は図面により記録し、監督職員に提出する。

施工調査・・・・・ 

（１）アスベスト含有材使用部位の確認
（２）アスベスト含有材の種別、厚さ等の確認
（３）アスベスト含有材使用数量の確認

　　　　　　　　含有材
　　　　　　　　含有材
　　　　　　　　含有材

６ 断熱アスファルト防水
　　　　　改修工事

　　工法の種類
・ Ｐ１ＢＩ　　・ Ｐ２ＡＩ　　・ Ｐ０ＤＩ　　・ Ｔ１ＢＩ　　・ Ｍ３ＤＩ　　・ Ｍ４ＤＩ

屋内で使用する場合のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　・ 規制対象外

工法　※ 散水により湿潤化したの後、原形のまま手ばらし

(9.2.3)

　　断熱材の種類
材料名 　　厚さ（mm）

(9.5.2)
断熱防露改修工事・ 
外断熱改修工事・・ ７

フェノールフォーム断熱材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　・ 規制対象外
接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　・ 規制対象外

(9.3.4)

防火性能
(9.5.2)

既存外壁の仕上材の撤去　　・有り　　・なし　　
下地面の清掃及び下地調整　　※断熱材製造所の指定する仕様

工法　　・ 打込み工法　　・ 現場発泡工法　　・ 後張り工法

　　外装材種類
・ 

通気層　　　　・有り（　　mm）　　・なし
試験施工、工法及び品質は、確認できる資料を提出し監督員の承諾を受ける
特記無き事項は、製造所の仕様による.

８

・硬質ウレタンフォーム　　　　　・フェノールフォーム
・ビーズ法ポリスチレンフォーム　・押出法ポリスチレンフォーム

・グラスウール　　　　　　　　　・ロックウール

(9.3.3)

ガラス改修工事・・ 複層ガラスの厚さ　　建具表による (9.4.2)

９ 屋上緑化改修工事・ 
見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等は図示による

建築基準法に基づき定める風圧力に対応した工法　　※ 適用する　　・ 適用しない

かん水装置　　※ 設置する　　・ 設置しない

既存保護層の撤去　　・ 行う　　・ 行わない (9.6.3)

(9.6.3)

(9.6.3)

(9.6.2)

断熱性、日射遮へい性による区分　　　　※Ｕ３－１　　・Ｕ３－２

　　※行う　　・行わない
　吹き付けアスベストの施工数量調査

　・固定式　・　可動式

耐

改

事

震

修

工

８

耐

改

事

震

修

工

８塗装材料は日本工業規格（JIS）または日本建築学会規格に適合するものとする。

・ Ａ種・ Ａ種
※ Ａ種
※ Ａ種 ・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種
・ Ｃ種
・ Ｃ種
・ Ｃ種 ・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種 ※ Ｂ種

※ Ｂ種
※ Ｂ種 ・ Ｃ種

・ Ｃ種
・ Ｃ種
・ Ｃ種

新規、塗替え共　・Ａ種　　※Ｂ種　・Ｃ種

新規、塗替え共　・Ａ種　　※Ｂ種　・Ｃ種

※ Ｂ種※ Ｂ種
※ Ｂ種・ Ａ種

合成樹脂エマルション
ペイント塗り

（ＥＰ）
合成樹脂エマルション

模様塗り
（ＥＰ－Ｔ）

ウレタン樹脂
ワニス塗り

（ＵＣ）
オイルステイン塗り

（ＷＰ）

（ＯＳ）

（ＥＰ－Ｇ）
   ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り
つや有合成樹脂

耐候性塗料塗り
（ＤＰ）

（ＮＡＤ）
　　　非水分散形塗料塗り

アクリル樹脂系
（ＦＥ）

　　エナメル塗り
フタル酸樹脂

（ＣＬ）
クリヤラッカー塗り

合成樹脂調合
ペイント塗り

（ＳＯＰ）

錆止め塗料塗り・・ 

新規、塗替え共　・Ａ種　　※Ｂ種　

26節、27節、28節に係る特記事項はすべて図示とする

耐震改修工法の種類　　　　　・　　　種

(8.25.2)

(改修指針8.30.1)

ｒ

工事名称

コアプランニング
釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

株式会社

設計年月日 図面名称 図面番号

増田 順一第266928号
一級建築士ｅo

年     月     日

A

改修特記仕様書 ３
釧路海上保安部シャワー室等整備工事

8 3 25

第一管区海上保安本部令和８年度
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一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号
ｒ

工事名称

コアプランニング
釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

株式会社

設計年月日 図面名称 図面番号

増田 順一第266928号
一級建築士ｅo

年     月     日

A

改修特記仕様書 ４

 ・ 硬質塩化ビニル管

・
 配

管
工

事

給水管・ 

配管材料・・・・・ 
管種・・・・ 

 ・ 水道用ポリエチレン管
備考・・ 

屋
外

 ・ 水道用銅管

給湯管・ 屋
内

 ※ 軟質 ・ 硬質

 ・ ３種管
 ・ 水道配水用ポリエチレン管
 ・ 水道用ダクタイル鋳鉄管（Ｔ型）

屋
内  ・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管

 ・ ＰＡ  ・ ＰＤ  ※ ＰＢ  ・ 水道用ポリ粉体ライニング鋼管
 ・ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管  ・ ＶＡ  ・ ＶＤ  ※ ＶＢ
 ・ 水道用硬質ポリ塩化ビニル管  ・ ＶＰ ・ HIVP ・ HTVP

 ・ 硬質(M)  ・ 被覆 ・ 保温付被覆
 ・ 架橋ポリエチレン管
 ・ ポリブデン管

 ・ 

 ・ 
 ・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管
 ・ 水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管
 ・ 銅管  ・ 硬質(M)  ・ 被覆 ・ 保温付被覆

 ・ ｆ ・ ｅ ・ 
 ・ 

 ・ ａ ・ ｂ
 ・ ｂ ・ ａ

 ・ 
 ・ ｊ ・ ｎ ・ 

 ・ ｋ
 ・ ｋ ・ 

 ・ 

 ・ ｍ

 ・ ｆ

継手・・ 

 ・ HVA

 ・ 架橋ポリエチレン管
 ・ ポリブデン管
 ・ 

排水管・ 屋
外

屋
内

 ・ ＶＰ ・ ＶＵ

屋
内

 ・ 
 ・ 硬質塩化ビニル管  ・ ＶＰ ・ ＶＵ

 ・ 耐火二層管  ※ ＴＰ

 ・ 配管用炭素鋼鋼管

 ・ 耐火二層管

 ※ 白管

 ※ ＴＰ

 ・ 硬質塩化ビニル管  ・ ＶＰ ・ ＶＵ
 ・ ＲＦ－ＶＰ

 ・ ＲＦ－ＶＰ

通気管・ 

消火管・ 

 ・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管
 ・ 遠心力鉄筋コンクリート管

 ・ ＲＳ－ＶＵ
 ※ １種Ｂ形

 ・ 配管用炭素鋼鋼管  ※ 白管

 ・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管
 ・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管  ・ 黒管 
 ・ 排水用鉛管
 ・ 排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管
 ・ 排水鋳鉄管
 ・ 配管用炭素鋼鋼管

 ・ ＲＪ管
 ※ 白管

 ・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管
 ・ 硬質塩化ビニル管

屋
内

 ※ STPG-370VS ・ 

 ・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管
 ・ 配管用炭素鋼鋼管  ※ 白管
 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管  ※ 白管

 ・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管
 ・ 消火用硬質塩化ビニル被覆鋼管  ※ SGP-VS

 ・ ポリエチレン被覆鋼管
 ・ ポリエチレン外面密着一層管

ドレン管

屋
内

冷温水管

 ・ 硬質塩化ビニル管
 ・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管

屋
外

屋
内

 ・ 配管用炭素鋼鋼管  ・ 白管 ・ 黒管 
 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管  ※ 白管
 ・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管  ※ ＳＵＳ ３０４

冷却水管  ・ 配管用炭素鋼鋼管  ・ 白管 ・ 黒管 
 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管  ※ 白管
 ・ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管  ・ ＶＡ ・ ＶＢ ・ ＶＤ 
 ・ 水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管  ・ ＰＡ ・ ＰＢ  ・ ＰＤ 

油管・・  ・ 配管用炭素鋼鋼管
 ・ 被覆銅管
 ・ 保護管

屋
内

屋
内

 ・ 配管用炭素鋼鋼管
 ・ 被覆銅管
 ・ 保護管

 ※ 黒管
灯油用

 ※ 黒管
灯油用

冷媒管・ 
 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管
 ・ 断熱材被覆銅管

 ※ 黒管
 ・ 銅管

屋
内

屋
外

屋
内

 ・ 配管用炭素鋼鋼管
 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管
 ・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管

 ※ 黒管
 ※ 黒管
 ※ ＳＵＳ ３０４

蒸気管・ 
及び

 ・ 
換気管・  ・ スパイラルダクト

 ・ 硬質塩化ビニル管
 ・ アルミフレキダクト

 ・ 亜鉛メッキ ・ ＳＵＳ
 ・ ＶＰ ・ ＶＵ

屋
内

屋
内

ガス管・  ・ 配管用炭素鋼鋼管

 ・ ポリエチレン外面密着一層管
 ・ 

 ・ ポリエチレン被覆鋼管

屋
外

 ・ ＰＬＳ

 ※ 白管

 ・ 配管用炭素鋼鋼管

 ・ ＰＦ管

 ・ ＰＦ管

 ・ 配管用炭素鋼鋼管  ※ 白管
 ・ ＶＰ ・ ＶＵ

蒸気還水管

 ・ ＶＰ ・ ＶＵ

 ・ 配管用炭素鋼鋼管

 ※ ＴＰ ・ 耐火二層管

 ※ 白管

 ※ STPG-370VS
 ※ SGP-VS ・ 消火用硬質塩化ビニル被覆鋼管

 ・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

 ・ ｉ
 ・ ｈ

 ・  ・ ｇ
 ・ ａ

 ・ ｋ
 ・ ｋ

 ・ ａ

 ・ ｄ

 ・ ｄ

 ・ ａ ・ ｄ
 ・ ｍ
 ・ ａ ・ ｄ

 ・ ａ ・ ｄ

 ・ ａ
 ・ ａ

 ・ ａ
 ・ ｃ

 ・ ａ ・ ｃ
 ・ ａ
 ・ ａ

 ・ ａ ・ ｃ
 ・ ａ

 ・ ａ ・ ｃ
 ・ ａ

 ※ 白管

 ・ ａ ・ ｄ

 ・ ａ
 ・ ａ ・ ｄ

 ・ ｂ

 ・ ａ ・ ｃ
 ・ ａ ・ ｃ
 ・ ｃ ・ ｅ

 ・ 

 ・ ａ ・ ｃ
 ・ ａ ・ ｃ

 ・ 

 ・ ａ
 ・ ａ

 ・ ｂ
 ・ ｂ

 ・ ａ

 ・ ａ

 ・ ｃ

 ・ ｃ

 ・ ａ ・ ｃ

 ・ ｃ

 ・ ａ
 ・ ａ

 ・ ｃ
 ・ ｃ

ｌ　フレア式
ｍ　差込み式ｈ　電気融着

ａ　ねじ接合
ｂ　フランジ接合
ｃ　溶接接合
ｄ　ＭＤ継手
ｅ　ハウジング形管継手

ｆ　圧縮・プレス接合
ｇ　拡管式

ｉ　金属製継手接合
ｊ　接着継手

ｋ　メカニカル
【継手類】

ｎ　ゴム輪式

※  弁類はＪＩＳ又はＪＶ規格品とし、水道直結部分は１０Ｋ、その他図示による特記が無い場合は５Ｋとする。
※  ６５Ａ以上のバルブはバタフライバルブとする。

 ・ 配管用炭素鋼鋼管  ※ 白管

・
 設

備
共

通
工
事

耐震措置・・・・・ 

（1）耐震安全性の分類

（2）重要機器  （付属機器等含む）
 ・ 給湯ボイラー
 ・ ボイラー

 ・ 消火用ポンプ
 ・ ポンプ

 ・ 給水ポンプ

（3）設計用水平地震力
機器の重量［kgf］に設計用水平震度を乗じたものとする。

及び塔屋・・・ 
上層階，屋上・ 

中間階・・・・ 

地階及び１階・ 

（4）設計用鉛直地震力

（5）施工
設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする

機器、水槽、配管、電線等の施工については、大地震時においてその機能を確保するため
地震力及びそれによる変位・揺れを考慮すること。
施工方法及び強度計算等については，独立行政法人建築研究所監修
「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」による
なお、アンカーボルトの施工要領書及び強度計算書を提出し、監督員の承諾を得ること
施工方法  ・ 埋込アンカー  ・ 箱抜きアンカー  ・ インサート金物

 ・ あと施工アンカー(  ・ 接着系アンカー  ・ 金属拡張アンカー)
材　　質
提出書類

 ・ ステンレス  ・ ＳＳ４００
アンカー施工確認書を提出すること。

（6）その他
必要な機器及び支持材等の耐震計算書等を提出し,監督員の確認を得ること
総重量が15kg以上の給湯設備は，H24.12.12国土交通省告示1447号に基づいた方法で固定する
計算ルートで固定する場合には、計算書を監督員に提出し、同意を得ること

床下の吊り金物・・  ・ 合成樹脂被覆寸切りボルト  ・ ステンレス鋼

天井の吊り金物・・  ・ ステンレス鋼  ・ 電気亜鉛めっき鋼 ・ 合成樹脂被覆寸切りボルト

接合材・・・・・・  ・ 防食用ペーストシール剤  ・ テープシール剤

スリーブ・・・・・ 水密を要する梁貫通部は防水スリーブを使用する。
スリーブに用いる材料で水密を要しない部分の壁、床版及び、梁貫通スリーブ径200φ以下のものは
監督員と協議のうえ紙製などの仮枠を使用することができるが、配管前に必ず取外すこと

インサート・・・・ 断熱打込部のインサートは断熱インサートとする。

防火区画貫通部の・ 
　　　　　処理方法

ドレン配管及びダクト類はＲＷ保温あるいは保温なしモルタルで処理とし、その他の配管はＲＷ
保温とする。施工は建築基準法施行令第１１２条１５項に適合させるよう行うこと
防火区画壁からＦＤまではt=1.5mm以上の鉄板ダクトとすること

その他・・・・・・ 冷媒用断熱被覆銅管の保温厚さは、ガス管は20㎜以上、液管は10㎜以上とする
ただし、液管呼び径9.52以下は、保温厚８㎜としてもよい
配管等をネジ接合を用いる場合は、転造ネジとすること。
冷媒用断熱被覆銅管の保温厚さは、ガス管は20㎜以上、液管は10㎜以上とする。

1

2

3

4

5

6

7

8

耐震措置の計算及び施工方法は、建設大臣官房官庁営繕部監修「官庁施設の総合耐震計画基準及び

耐震ｸﾗｽS 耐震ｸﾗｽA 耐震ｸﾗｽB

指針による建築設備機器の設計用標準震度・・・ 
設備機器の耐震ｸﾗｽ

 ・ 耐震ｸﾗｽ(  ・ 耐震ｸﾗｽS  ・ 耐震ｸﾗｽA  ・ 耐震ｸﾗｽB）

　2.0 　1.5 　1.0

　0.6　1.0　1.5

　1.0
 [1.5]

　0.6
 [1.0]

　0.4
 [0.6]

なお，特記なき場合，設計用標準震度は，次による。（地域係数=1）

注1）［  ］内の数値は水槽類の場合に適用する

排
水
設
備
工
事

排水方式・・・・・ 屋    内 汚水，雑排水分流 汚水，雑排水合流 雨水単独( 流出抑制対策 )
自然流下 ポンプＵＰ

屋    外 汚水雑排水合流，雨水分流 汚水，雑排水雨水合流
汚水，雑排水，雨水分流

放 流 先 公共桝 側溝 河川 浄化槽 浸透桝,透水管

 ・ 
 ・ 

 ・ 
 ・ 

 ・  ・ 

 ・ 
 ・ 

 ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・ 
排 水 槽 汚水槽 雑排水槽 雨水槽 湧水槽 特殊排水槽 ＦＲＰ製

ステンレス製 コンクリート製（躯体）
 ・ 
 ・ 

 ・ 
 ・ 

 ・  ・  ・  ・ 

新増設公共桝・・・ 本工事 ・  ・ 別途工事(                     )

排水ポンプ・・・・ 形    式 水中 陸用
材    質 鋳鉄製 ステンレス製
塗    装 製造業者標準仕様 エポキシタール塗装３回
制 御 盤 外部警報端子
着脱装置 設置する
ガイドパイプ^ 4 ＳＵＳ304 ＳＧＰ－Ｗ

 ・  ・ 
 ・  ・ 

 ・ 
 ・ 
 ・ 

 ・ 

 ・ 

桝蓋・・・・・・・ 排 水 桝 鋳鉄製 宅地内用 車道用 )(
雨 水 桝 鋳鉄製( 公道用 重荷重

( 完全防水 簡易防水 防臭 )
化粧蓋（充填化粧蓋）コンクリート製 インターロッキング用

 ・ 
 ・ 

 ・ 
 ・ 
 ・ 

 ・  ・ 
 ・ 

 ・ 
 ・  ・ 駐車場、歩道用

 ・ 
 ・ 

ルーフドレン金物・ 鋳鉄製 ステンレス製 ・  ・ 

グリース阻集器・・ 材    質 ステンレス鋼板製 鋼板製 ＦＲＰ製 コンクリート製 ・  ・  ・  ・ 
耐火被覆 無 有（地階を除く部分） ・  ・ 

防振継手及び・・・ 
フレキシブルジョイント^ 3

合成ゴム(               　　　  )スリーブ型 球型 ステンレス鋼製ベローズ
テフロンベローズ
合成ゴム  （40A以下 300L，50～80A 500L，100A以上700L）
ステンレス（25A以下 300L，32～50A 500L，65～150A 750L，200A以上 1,000L）

３山 ２山 １山テフロン (                       )

 ・ 
 ・ 
 ・ 
 ・ 
 ・ 

 ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・ 

・
 

1

2

3

4

5

6

7

テープヒーター・・ 自己温度制御型

満水試験・・・・・ 行う 行なわない

10 煙試験・・・・・・ 行う 行なわない

11 その他・・・・・・ 

 ・  ・ 

 ・  ・ 

8

9

・　中荷重 ・ 軽荷重  )

配管保温

区分・ 

種別・ 

防露・保温材料厚（㎜）
配管口径（呼び径）　　

給水管
給湯管
排水管
消火管
ドレン管
散水管

15A 20A 25A 32A 40A 50A 65A 80A 300A250A200A150A125A100A
20㎜ 25㎜ 40㎜
20㎜
20㎜

25㎜
25㎜

40㎜
40㎜

20㎜ 25㎜ 40㎜
40㎜
40㎜

25㎜
25㎜

20㎜
20㎜

15A 20A 25A 32A 40A 50A 65A 100A80A 125A 150A 200A 250A 300A

保
温

工
事

（
衛

生
）

・
 

 ・e1(ｲ)

(ブロー管を含む）
給水・ 

排水及び通気管

保温の種別

雨水立管
給湯管
 (膨張管を含む）
 (ブロー管を含む)

鋼板製タンク
貯湯タンク
排気筒

管
（
継

手
及
び

弁
類
を

含
む
）

機
器

受水タンク、高置タンク
６５Ａ以上の弁類

屋内消火栓配管

施行種別 (イ):ＲＷ (ロ):ＧＷ

屋内露出
【ａ】

(a2)・ 

区分 施工箇所

(共通)
(a1)・ 

1.保温筒 2.鉄線 1.保温筒 2.鉄線 1.保温筒 2.鉄線 
3.合成樹脂ｶﾊﾞｰ1
3.合成樹脂ｶﾊﾞｰ2

1.保温筒 2.鉄線 3.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 1.保温筒 2.粘着ﾃｰﾌﾟ 3.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
ﾌｨﾙﾑ

【ｃ1】
天井、PS

1.保温筒 2.鉄線 3.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
4.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 4.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 4.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

(共通) 1.保温筒 
2.原紙 3.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽﾃｰﾌﾟ
2.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙屋内露出

機械室等
1.保温筒 
2.原紙 3.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽﾃｰﾌﾟ
2.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙

1.保温筒 2.粘着ﾃｰﾌﾟ
3.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽﾃｰﾌﾟ

【ｂ】
(b1)・ 
(b2)・ 

天井、PS
1.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧保温筒
2.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着ﾃｰﾌﾟ

1.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧保温筒
2.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着ﾃｰﾌﾟ

1.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧保温筒
2.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着ﾃｰﾌﾟ

【ｃ2】

暗渠、ﾋﾟｯﾄ
1.保温筒 2.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑﾃｰﾌﾟ
3.着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽﾃｰﾌﾟ

1.保温筒 2.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑﾃｰﾌﾟ
3.着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽﾃｰﾌﾟ 4.着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽﾃｰﾌﾟ

1.保温筒 2.粘着ﾃｰﾌﾟ 3.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
ﾌｨﾙﾑﾃｰﾌﾟ

【ｄ】

(共通)
屋外露出
浴室、
厨房等

1.保温筒 2.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑﾃｰﾌﾟ

【ｆ】
鋼板製
ﾀﾝｸ等

(共通) 1.鋲 2.保温板 3.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
4.鉄線

1.鋲 2.保温板 3.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
3.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 4.鉄線
1.鋲又は接着剤 2.保温板 

4.鉄線
(f1)・ 
(f2)・ 
(f3)・ 

5.ｶﾗｰ亜鉛鉄板 5.ｶﾗｰ亜鉛鉄板 5.ｶﾗｰ亜鉛鉄板
5.SUS鉄板 5.SUS鉄板 5.SUS鉄板

4.溶融AL-亜鉛鉄板
(共通)【ｇ】 1.鋲 2.保温板 3.鉄線 1.鋲 2.保温板 3.鉄線

4.ｶﾗｰ亜鉛鉄板
4.SUS鋼板
4.溶融AL-亜鉛鉄板

4.ｶﾗｰ亜鉛鉄板
4.SUS鋼板
4.溶融AL-亜鉛鉄板

貯湯ﾀﾝｸ (g1)・ 
(g2)・ 
(g3)・ 

【ｈ】
排気筒

1.保温帯 2.鉄線 3.ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ
4.金網

5.溶融AL-亜鉛鉄板 5.溶融AL-亜鉛鉄板

3.ｶﾗｰ亜鉛鉄板
3.SUS鋼板
3.溶融AL-亜鉛鉄板

1.保温筒 2.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑﾃｰﾌﾟ
3.ｶﾗｰ亜鉛鉄板
3.SUS鋼板
3.溶融AL-亜鉛鉄板

4.ｶﾗｰ亜鉛鉄板

4.溶融AL-亜鉛鉄板
4.SUS鋼板

1.保温筒 2.粘着ﾃｰﾌﾟ 3.ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ【ｅ】
(e1)・ 
(e2)・ 
(e3)・ 

ﾌｨﾙﾑﾃｰﾌﾟ

―――

―――

――――――

(ハ):ポリスチレンフォーム

3.合成樹脂ｶﾊﾞｰ1 3.合成樹脂ｶﾊﾞｰ1
3.合成樹脂ｶﾊﾞｰ2 3.合成樹脂ｶﾊﾞｰ2

屋内露出

屋内露出

屋内露出
屋内露出

  －
  －
隠ぺい箇所
タンク廻りの弁類
　ー

天井内
床  下

 ・ 保温ジャケット

 ※ ﾋﾟｯﾄ内のビニル管は保温を行わない 
 ・e1(ﾊ)

 ・a1(ｲ)  ・a1(ﾊ)  ・a2(ﾛ) ・a2(ﾊ)
機械室、書庫、倉庫

床下、暗渠内（ピット内を含む）
天井内、ＰＳ内、空隙壁中

 ・a1(ﾊ)  ・a2(ｲ) ・a2(ﾛ) ・a2(ﾊ) ※a1(ﾛ) ・a1(ｲ)

 ・a2(ｲ) ※a1(ﾛ)

 ※c2(ﾛ) ・c2(ｲ)  ・c2(ﾊ)

機械室、書庫、倉庫
天井内、ＰＳ内、空隙壁中  ※c2(ﾛ) ・c2(ｲ)  ・c2(ﾊ)

 ・b (ｲ)  ※b (ﾛ)  ・b (ﾊ)

 ・d (ｲ)  ・d (ﾛ)  ※d (ﾊ)

 ・b (ｲ)  ※b (ﾛ)  ・b (ﾊ)

 ・a1(ﾊ)  ・a2(ﾛ) ・a2(ﾊ) ・a2(ｲ) ※a1(ﾛ) ・a1(ｲ)
機械室、書庫、倉庫

床下、暗渠内（ピット内を含む）
天井内、ＰＳ内、空隙壁中  ※c2(ﾛ) ・c2(ｲ)  ・c2(ﾊ)

 ・b (ｲ)  ※b (ﾛ)  ・b (ﾊ)

 ・d (ｲ)  ※d (ﾛ)  ・d (ﾊ)
 ・f1(ｲ)  ・f1(ﾊ) ※f1(ﾛ)

 ・g1(ﾊ) ・g1(ｲ)
 ・h (ﾊ) ※h (ﾛ) ・h (ｲ)
 ・e2(ﾊ) ※e2(ﾛ) ・e2(ｲ)
 ・e2(ﾊ) ※e2(ﾛ) ・e2(ｲ)

 ※c2(ﾛ) ・c2(ｲ)
 ・d (ﾊ)
 ・c2(ﾊ)

 ・d (ﾛ) ・d (ｲ)

 ※g1(ﾛ)

 ※c2(ﾛ)

同解説（令和３年版）」による

釧路海上保安部シャワー室等整備工事

8 3 25

第一管区海上保安本部令和８年度



05

0.05ppm以下

18．本工事で発生する木材は、次に示す指定箇所に搬入し中間処理すること。

濃度測定  ・行う  ・行わない

■　特記仕様書・・ 

ロードローラ（マカダム両輪駆動）

16, 25, 38, 45

ｔ 10～12

m3/分
空気圧縮機（可搬式スクリューエンジン掛・ 

ｔ

3～4, 8～20

2.5～2.8, 3～5, 6～7, 8～10 

発動発電機（ディーゼルエンジン駆動）

ｔ

・超低騒音型）

油圧式バイブロハンマ杭打機（超高周波型）

６．施工現場において排対機械等及び低騒音型・低振動型建設機械の使用を確認（指定

５．施工計画書には、排対機械等及び低騒音型・低振動型建設機械を使用するか、使用

3.5～４、７、10, 13, 16, 19～20, 25～28

ｔ

３．騒音規制法及び振動規制法で定める指定区域内における工事においては、低騒音型

1.6, 2.1

使用できない場合は、リース会社交付の「証明書」を工事監督員に提出すること。

0.044, 0.055, 0.08, 0.11, 0.13, 0.16

３．小型バックホウ及びバックホウの規格は山積の標準バケット容量である。

改善、大気環境の保全を目的として排出ガス対策型建設機械（以下排対機械）を使用

（環境に配慮した公共工事の推進）

タイヤローラ

４, 10

ｔ

２．トラクターショベル（ホイール型）は、除雪用を除く。

しないかを使用機器一覧に明記すること。

ｔ

19, 32, 38～44

ｔ

建　設　機　械　関　係

アスファルト塊・・・・ 

トラクターショベル（ホイール型）

ブルドザー（超湿地）

1.7, 2.0, 2.5, 3.5～3.7, 5.0, 7.5

0.5, 0.8

ｋＶＡ

コンクリート塊・・・・ 

ｔ

環境に配慮した公共工事の推進について下記のとおり、特記する。

再資源化施設名

ｔ

ｔ

10, 15, 20, 25, 35, 45, 60, 75, 100

木材（抜根、伐木を除く）

ｍ3
0.28, 0.45, 0.5, 0.6, 0.8, 1.0, 1.1, 1.4

振動ローラ（搭乗式コンバインド型）

10.5～11.0, 14.3, 17.0, 18.0～19.0

バックホウ（油圧クローラ・超低騒音型）

ｔ 30, 75～90, 100～150, 100～150（広幅）

事項を記載し工事監督員に提出すること。

４．当該工事受注後、速やかに再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書に必要

振動ローラ（搭乗式タンデム型）

16, 20～22, 25, 35, 40, 45

ｍ3

ｍ3

2.4～2.5, 3～4, 11～12

小型バックホウ（油圧クローラ・超低騒音型）

m3/分

20.0～21.0, 24.0

ｍ3

4.8, 45

処理施設所在地・・・・・・・ 

バックホウ（油圧クローラ）

0.34, 0.6, 0.8, 0.9～1.0, 1.2, 1.3～1.4

油圧式杭圧入引抜機（エンジン式ユニット）

ｔ吊

トラクターショベル（ホイール型・超低騒音型）

ホイールクレーン（油圧式・超低騒音型）

なお、運搬距離は　　　　　　kmを見込んでいる。

ホイールクレーン（油圧式）

ｔ吊

0.044, 0.055, 0.08, 0.11, 0.13, 0.16

1.5～1.7, 2.1, 2.3, 2.4～2.6, 2.7～2.9

事業者登録票」を掲示し、解体工事登録者が選任した建設リサイクル法に規定される

ｋＶＡ

3.1～3.3, 3.5, 4.0, 4.5

ｍ3

３．分別解体等によって発生する特定建設資材廃棄物（コンクリート塊、発生木材、ア

ｍ3

書及び必用な資料を提出の上、変更等について工事監督員と協議すること。

　　分別解体等を実施する者（下請け含む）は、建設業法の土木工事業、建築工事業、

単　位

２．建設リサイクル法に係る特定建設資材（コンクリート、コンクリート及び鉄からな

　　また、解体工事業登録を受けた者が分別解体等を実施する場合は、分別解体等を実

者が施行すること。

スファルトコンクリート塊など）は、下表のとおり再資源化すること。

いては、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律施行規則」に定められた方

125, 150, 200, 250

施する場所において「解体工事業に係る登録等に関する省令」に定められた「解体工

技術管理者にその分別解体等を監督させなければならない。

　　また、工事状況・再資源化施設の状況等により、下表により難い場合は、その理由

適用工種・・・・・・ 

とび・土工工事業に係る第３条第１項の許可を受けた者か、解体工事業登録を受けた

ただし、11月より３月までは、適用しない。

る建設資材、木材、アスファルト・コンクリートなど）を用いた工作物等の解体にお

法により分別解体等をすること。

3.1, 3.7, 4.0, 4.0～4.3

し工事完成後、工事監督員に提出するとともに、１年間保存すること。

2.0, 7.5

ｍ

ラベル）できる写真を撮影し、工事監督員に提出すること。

ルト混合物の再生骨材混入率は、20％とする。

１．この工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成十二年法律第百

９．本工事で排出される、アスファルト・コンクリート塊、コンクリート塊、建設発生

項　　　　　　　　目

電話番号・・・・・・・・・・ 

処理業者名・・・・・・・・・ 

住所・・・・・・・・・・・・ 

除雪グレーダー

３, ６, ９, 11, 15, 18, 21, 32

木材については、100％再利用できる処理施設に搬入すること。

指　　　定　　　箇　　　所

建　設　副　産　物　関　係

　　また、実施状況を把握し、再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書を作成

0.34, 0.6, 1.2, 1.3～1.4

衛生施設許可番号・・・・・・ 

電話番号・・・・・・・・・・ 

空気圧縮機（可搬式スクリューエンジン掛）

ブルドザー（湿地）

７．供給上の理由で排対機械等を使用できない場合については、設計変更の対象とする。

ブルドザー（リッパ装置付）

４．リース会社に在庫が無い等の理由で排対機械等及び低騒音型・低振動型建設機械を

ｔ

ブルドザー（普通）

すること。

項　　　　　　　　目

ｔ

19．その他、特に定めのない事項については工事監督員と協議し、適正に木材を処理

処理施設所在地・・・・・・・ 

搬出数量

電話番号・・・・・・・・・・ 

電話番号・・・・・・・・・・ 

運搬距離・・・・・・・・・・ 

衛生施設許可番号・・・・・・ 

処理業者名・・・・・・・・・ 

住所・・・・・・・・・・・・ 

指　　　定　　　箇　　　所

運搬距離・・・・・・・・・・ 

（建設リサイクル法に係る対象建設工事について）

四号）」に基づき、分別解体等及び特定建設資材廃棄物の再資源化の実施並びに諸手

再生プラント名・・・ 

注）１．バックホウ（油圧クローラ）には、掴み装置付の場合も含む。

特定建設資材廃棄物

使用数量・・・・・・ 

続きが義務付けられた工事である。

ガ

使　用　材　料　関　係

　20．本工事の残土は　　　　　　　　　　　　　に搬入すること。　

クリート再生骨材を使用すること。　なお、使用する再生プラントは下記とする。

21．本工事では、指定建設副産物のうちアスファルト・コンクリート塊の有効利用を

図るため、再生アスファルト混合物を使用すること。　なお、使用する再生アスファ

22．本工事では、指定建設副産物のうちコンクリート塊の有効利用を図るため、コン

排

出

規格・・・・・・・・ 機種・・・・・・・・ 

発動発電機（ディーゼルエンジン駆動・超低

騒音型） 150, 200, 250, 300

15, 20, 25, 35, 45, 60, 75, 100, 125

ｍモーターグレーダー（油圧式）

機

械

ス

対

2.8, 3.1, 3.4, 3.7, 4.0

型

策

２．排対機械を使用できない場合は、排出ガス浄化装置を装着した建設機械（以下、排

処理すること。

小型バックホウ（油圧クローラ）

対機械を含め、排対機械等）を使用することで排対機械と同等とみなす。

及び低振動型建設機械を使用すること。

建

設

すること。　なお、施工計画書に省エネ運転の内容を具体的に明記すること。

８．アイドリングスットプや作業工程の精査をおこない、建設機械の省エネ運転を励行

所　在　地

１．当該工事において以下に示す建設機械（規格）を使用する場合は、建設作業環境の

（北海道循環資源利用促進税〔以下、「循環税」という〕について）

１．当該工事で発生する産業廃棄物が、道内の最終処分場に直接搬入される場合または、

中間処理場に搬入される場合でも、減量化・リサイクル等により残さが発生し、最

終処分場に搬入される場合は、循環税が課税されるので適正に処理すること。

２．当該工事では、循環税相当額を見込んでいる。

■　特記仕様書・・ 

（室内空気汚染低減対策について）
１．化学物質を放散 　本工事の建築内部に使用する材料等は、設計図書に規定

　する建築材料等 する所要の品質及び性能を有するものとし、次の１）から

５)を満たすものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材

単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他

の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗材及び壁紙

はホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて

少ないものとする。

２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びス

チレンを放散しないか、放散が極めて少ないものと

する。

３）接着剤はフタル酸ジ‐n‐ブチル及びフタル酸ジ‐2

‐エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を

使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、

エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少な

いものとする。

４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エ

チルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ない

ものとする。

５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られ

た家具、書架、実験台、その他の什器等はホルムア

デヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものと

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの

放散量」は次のとおりとする。

規制対象外

① ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の５第４項による国土交通

 大臣認定品

③ 下記表示のあるＪＡＳ規格品　

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒ

　　を放散しない材料使用。

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用。

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒ

　　ドを放散しない塗料使用。

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒ

　　ドを放散しない塗料等使用。

第三種

　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

　②建築基準法施行令第20条の５第３項による国土交通大臣

　　認定品

　③旧ＪＩＳのＥ0規格品　

  ④旧ＪＡＳのＦ10規格品

・別契約の関連する工事関係者とともに室内空気汚染の

ための対策 低減に努める。

・材料の選定にあたっては、含有成分表示や含有成分の

拡散に関する規格等を使用し、可能な限り発散のない

もの又は発散の少ないものを使用する。

・工場製作物は現場での塗装が最小限となるような工程

管理をおこなう。

・工事施工中は換気につとめ必要に応じてベークアウト

等の強制発散措置などをおこなう。

・建物引き渡し時には、施設管理者に対し、換気・通風

等の取り扱いの説明をおこなう。

　　　　の室内濃度測定 予備測定  ・行う  ・行わない

測定箇所  （ 1 ）箇所 ※測定を行う場所は監督職員の指

【一般用建物】 示による。

採取方法  ・ 吸引方式　　  ・ 拡散方式

測定物質  ・ホルムアルデヒド  ・トルエン  ・キシレン

　　　　　・パラジクロロベンゼン  ・アセトアルデヒド

　　　　　・スチレン  ・エチルベンゼン

　　　　　・フタル酸ジ‐n‐ブチル  ・テトラデカン

　　　　　・フタル酸ジ‐2‐エチルヘキシル

　　　　　・クロルピリホス/ダイアジノン

　　　　　・フェノブカルブ

　　　　　監督職員に測定結果を提出する。

□３-2．揮発性有機化合物

【文部科学省所管建物】

・ホルムアルデヒド採取方法 

　　　　　　　　高速液体クロマトグラフ法

・揮発性有機化合物

　　　　　　　　ガスクロマト－質量分析法

・ホルムアルデヒド 0.08ppm以下測定物質 

・トルエン 0.07ppm以下

・キシレン

・パラジクロロベンゼン 0.04ppm以下

・エチルベンゼン 0.88ppm以下

・スチレン 0.05ppm以下

測定結果  学校環境衛生基準の指針値以下であることを

　　　　　確認のうえ監督職員に測定結果を提出する。

引渡し　  ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の濃度が

　　　　　基準値以下であることを確認した上で、引渡しを

　　　　　受けるものとする。

する。

測定結果  厚生労働省の指針値以下であることを確認の上

□３-1．揮発性有機化合物

　　の室内濃度測定

測定箇所  　箇所 ・　

予備測定  ・行う  ・行わない

濃度測定  ・行う  ・行わない

17、その他、特に定めのない事項については工事監督員と協議し、適正にアスファルト

・コンクリート塊を処理すること。

16

17

(1.6.9)

(1.6.9)

10．産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、廃棄物管理票（マニフェスト）を使用

すること。　なお、処理終了後速やかにＥ票の写しを工事監督員に提出すること。

事監督員に提出すること。　また、具体的な建設廃棄物の処理に係る施工方法を検討

し、施工計画書に掲載し、工事監督員の承諾を得ること。

12．再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を作成し、施工計画書に含め、工

書の写しを添付すること。

11．建設副産物の処理計画を作成し、施工計画書に記載すると共に、委託内容及び許可

住所・・・・・・・・・・・・ 

処理業者名・・・・・・・・・ 

項　　　　　　　　目

電話番号・・・・・・・・・・ 

指　　　定　　　箇　　　所

処理施設所在地・・・・・・・ 

衛生施設許可番号・・・・・・ 

電話番号・・・・・・・・・・ 

運搬距離・・・・・・・・・・ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　(有筋・無筋)14

15

13．工事完成後、建設廃棄物の処理の実施状況を把握し、再生資源利用実施書及び再生

　　資源利用促進実施書を建設副産物に係る情報入力システム（COBRIS）により作成し、

　　工事監督員に提出するとともに1年間保管すること。

　　　なおCOBRISでの提出が難しい場合は、国土交通省が提供するExcel形式の様式を活

　　用すること。

14．本工事で発生するコンクリート塊　　　　　　は、次に示す指定箇所に搬入し

中間処理すること。

15．その他、特に定めのない事項については工事監督員と協議し、適正にコンクリート

塊を処理すること。

16．本工事で発生するアスファルト・コンクリート塊は、次に示す指定箇所に搬入し

中間処理すること。

■　　特記仕様書・・ 

□２．室内空気汚染低減の

ｒ

工事名称

コアプランニング
釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

株式会社

設計年月日 図面名称 図面番号

増田 順一第266928号
一級建築士ｅo

年     月     日

A

改修特記仕様書 ５

■　特記仕様書・・ 

株式会社栄和サービス

釧路市知人町3-18

0154-42-8640

第00140031588号

釧路市高山2番

0154-92-1110

11.4km

株式会社栄和サービス 釧路市高山2番

4.0

4.0

東工業株式会社

釧路市材木町14番30号

0154-41-5353

第00140002217号

釧路郡釧路町床丹10番14

0154-62-2234

10.8km

東工業株式会社

釧路市材木町14番30号

0154-41-5353

第00140002217号

釧路郡釧路町床丹10番14

0154-62-2234

10.8km

東工業株式会社 釧路郡釧路町床丹10番14

東工業株式会社 釧路郡釧路町床丹10番14

9.0

釧路海上保安部シャワー室等整備工事

8 253
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配置図

案内図
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釧路駅
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1/200

2
2
,
8
0
0

D
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スロ－プ

1 3 7
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3
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5
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3
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9
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6
7
0
0

4
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9

7800 2000

Ｎ

［緑地］

［駐車場］［駐車場］

工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233
コアプランニングｅｒo 株式会社

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称

SCALE 1/200(A1) 1/400(A3)
図面番号

A 06

8 3 25
案内図・配置図

釧路海上保安部シャワー室等整備工事

：今回工事対象棟を示す
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工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニングｅｒo 株式会社

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称
SCALE 1/100(A1) 1/200(A3)

図面番号

A 07

8 3 25
（既存） ４･５階平面図

釧路海上保安部シャワー室等整備工事
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既存：４階天井伏図

B

C

D

工作室

階段室(B) ホール

A D

廊 下 (A)湯沸室

署長室 

押入

宿直室
(A)

所長室 (A)

宿直室

事務室(A)

書庫（Ｂ） 小使室

旧食堂

被服倉庫

更衣室 医務室

薬局待合

書庫

書庫

（海保）

（供用）

6
90
0

9
00
0

2
40

3
0
0

3
0
0

2
60
0

3
80
0

2
6
00

5
1
9
0

19
5
0

2
1
0
01
2
75

82
5

DS
湯沸室

CH

AD

C

B

B B

3
50

A

C

B

A A

A

M

B

D A
A

B

Q

M

［2,250］

［2,600］

［2,600］

P

［2,600］

［2,600］
［2,600］［2,600］

350

3
50

［2,600］
［2,600］

［直天］

P

［2,250］

［2,600］

［2,600］

B

［2,250］

［2,600］

［2,600］

B

B

3000 3000 5700

300 3300 2700 300

3600 3000 3000 30005700 6000

工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニングｅｒo 株式会社

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称
SCALE 1/100(A1) 1/200(A3)

図面番号

A 08

8 3 25
（既存）

釧路海上保安部シャワー室等整備工事
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既存：３階天井伏図

GB-R t9.5 じゅらく吹付G

F FK t6.0　面取突付

GB-PE

既　存　仕　上

A GB-NC t9.5 目スカシ EP

B

FK t6.0　面取突付 EPC

GB-NC（T） t9.5

GB-NC t9.5 ビニールクロスD

H GB-R t9.5

GB-P t9.5 目スカシ EP

I

J

FK t4.0　VE

Q

P

O

K

L

M

N

R

S

FK t4.0　面取突付 EP

DR-T t12

GB-D（W） t9.5

PF板 t20打込

フレキシブルボード t6.0 VE

コンクリート打放し

アルミモールディング

コンクリート打放し EP

GB-NC t9.5 突付 EP

凡  例  表

改修　仕　上

GB-NC（T） t9.5

3000 3000

6000

36000

6000240 6000 60006000 2406000

３･４階天井伏図

撤去及び復旧部分
仕上げ・下地（木下地）

凡例

撤去部分

凡例

1 2 3 4 5 6 7

4000

5000 3
00
0

70
0

仕上げ・下地（木下地）

9
0
0

3000

9
00

9
00

300030003000

撤去及び復旧部分

仕上げ・下地（木下地）

GB-NC t9.5 目スカシ EP

GB-NC t9.5 ビニールクロス

供用

第一管区海上保安本部令和８年度



工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニングｅｒo 株式会社

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称
SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)

図面番号

A 09
釧路海上保安部シャワー室等整備工事
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ｺﾝｾﾝﾄ・ｽｲｯﾁ等（電気設備工事）

衛生陶器等（機械設備工事）

旧食堂：床・壁

特記なき限りすべて撤去

天井仕上・下地材　下記を除く一式
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木製親子開きドア

撤去

撤去

そのまま
柱型：仕上・ボード下地（GL工法）撤去

8 3 25

90
0

凡例

A

D

C

展開方向 B 【   】内数値は、廊下 床高を±0とした各仕上げ高を示す

14
79

6.6m

SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)展開図

第一管区海上保安本部令和８年度



工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233
コアプランニングｅｒo 株式会社

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称

SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)
図面番号

A 10
釧路海上保安部シャワー室等整備工事

8 3 25
（改修） 平面詳細図

廊 下 A

CH

男子便所

A D

ホール

4 5

6000

4 5
6000

2000 4000

3100 2900

D

C

71
4
0

6
9
00

2
40

3
0
0

1450 350

2260 370

308

2260370

133

470

男子休憩室 女子休憩室

8003001450392

脱衣カゴ

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ
1216

800 458

脱衣室

踏込み
踏込み

270

2
1
0
0

1450

2
44

0
1
7
00

2
0
00

10
0
0

4
50

【±0】

【±0】

【±0】

【+210】【+210】

【+194】

手摺
ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ（2分割）

改修：４階 休憩室平面詳細図

改修

通路通路

脱衣カゴ

脱衣室

650 7301650 730 650

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ
1216
【+194】

760

400400

760

4
50

5
0

6
5

6
5

廊 下 A

CH

男子便所

A D

ホール

4 5

6000

4 5
6000

3100 2900

D

C

71
4
0

6
9
00

2
40

3
0
0

男子休憩室 女子休憩室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

脱衣室

踏込み

2
1
0
0

2
44

0
1
7
00

2
0
00

10
0
0

+2600

+2390

ロールスクリーンｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

改修：４階天井伏図

通路通路

脱衣室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

6
5

+2010+2010

化粧PB

+2390

化粧PB

化粧PB

（3F）

機械

電気

（4F）

450×450建築 2

開口部補強

4×1235 150

化粧PB: GB-NC（T） t9.5

耐火間仕切壁
EP塗

LGS65形 t12.5+12.5（両面）

仕上げ・下地補修共

既設壁 ビニールクロス貼 撤去
4,5通り

ボード下地 撤去
木下地：そのまま

内 部 仕 上 表

床 床　高 巾　　木室　　名 壁 見 切 縁 備　　　考天　　　井 天 井 高

FL=±0

+210

※ 廊下面より

塩ビ

塩ビ

2600

４階

長尺ビニールシートｔ2

塩ビ

塩ビ

標準仕様（パネル） 2010

t9.5t9.5化粧PB      直貼

t9.5t9.5化粧PB      直貼

t9.5t9.5化粧PB      直貼

-

-197

±0

ボルト脚

2390

男子・女子休憩室

踏込み

通路

脱衣室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

既設 モルタル金コテ下地調整

ビニール巾木 H=60 クロス貼 t9.5t9.5化粧PB      直貼

クロス貼

GB-R t12.5   

クロス貼

GB-R t12.5   

クロス貼

GB-R t12.5   

アンダーレイシートｔ6
タイルカーペットｔ6.5（ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ）

ラワン合板ｔ3+ｔ12 木床組

アンダーレイシートｔ6

タイルカーペット

ラワン合板ｔ3+ｔ12　木床組

長尺ビニールシートｔ2

既設 モルタル金コテ下地

標準仕様（パネル） 標準仕様（パネル）

+210

+210

- ﾍﾞﾝﾁ・折戸

ｵﾌﾟｼｮﾝ　ｽﾗｲﾄﾞﾌｯｸ付握りﾊﾞｰ　ﾀｵﾙ掛け

その他　穴あけ加工及び設置時必要品

LIXIL FZ1216

ｵﾌﾟｼｮﾝ 天井換気扇（設備へ支給：取付設備工事）

標準品 ｻｰﾓ水栓・ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ2灯（設備へ支給：取付設備工事）

ビニール巾木 H=60

ビニール巾木 H=60

ビニール巾木 H=60

2390

2390

洗面化粧台（男2台・女2台）

棚板

既設壁

ビニールクロス貼
4,5通り

木下地：そのまま

化粧PB:GB-NC（T） t9.5

LGS65形

LGS65形 

LGS65形 

LGS65形 

LGS

LGS

LGS

LGS

SUS手摺38φ厚3.5 両端支持金物　2か所

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ　W1130×H900　4か所

2000 4000

ST-1ST-1

ST-3ST-3

ST-2ST-2

ラワン合板ｔ3+ｔ12　木床組

柱型：GL工法

GB-R t12.5   

柱型：GL工法

9
0
0

【+2250】

塩ビ t9.5t9.5化粧PB      直貼

廊 下 A

2250-- -

±0

GB-R t12.5   

SCALE NOSCALE仕上表

SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)天井伏図

洗面化粧台洗面化粧台

洗面化粧台：TOTO Fｼﾘｰｽﾞ W=750

ｴｺｼﾝｸﾞﾙｼｬﾜｰ水栓
化粧鏡（三面鏡：ｴｺﾐﾗｰ・鏡裏収納）

照明（LEDﾗﾝﾌﾟ）

LDPL075BAGEN2E+LMSPL075A3GDC1E 同等品

凡例

【   】内数値は、廊下 床高を±0とした各仕上げ高を示す

A

D

C

展開方向 B

NSPB-1216LBFZ-C+H(C)

ﾒﾀﾙｼｪﾙﾌ290W（2段）　ﾌﾘｰｻｲｽﾞﾄﾞｱ額縁寒冷地仕様同等品

一部化粧フロアｔ12 一部たたみ寄せ（青木）

床下換気孔・床上換気口

37
0

床上換気口 手摺
ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ（2分割）

床上換気口 床上換気口：ポリ塩化ビニル製 468×100

ループエアスリット 手動開閉式 L468 LA-LB-KH-12 

室名札（縦差し式平付型）

+2250

化粧PB
踏込み
+2600

+2390

化粧PB

化粧PB

+2250

化粧PB

910910収納 壁埋込 収納 壁埋込

収納（貴重品ﾎﾞｯｸｽ）8人用　2台

第一管区海上保安本部令和８年度



洗面化粧台

工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニングｅｒo 株式会社

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称
SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)

図面番号

A 11

8 3 25
（改修） 展開図

4

Ａ-1

3
5
00

Z

Z

3100

クロス貼

23
9
03
50

0

Ｄ

Z

Z

7140

1
68

5
2
5

2
2
5
0

2
00

0

7
05

CD

Ｂ

改修：女子休憩室

25
0

11
2
0

21
0

23
9
03
5
00

Z

Z

21
0

23
9
0

2
10

改修：男子休憩室

7140

1
68

5
2
5

7
05

CD

11
2
0

3
50

0

Z

Z

2
3
90

2
1
0

2
60

0

4
3100

Ｃ-1

1450 1650

Ｄ

2
10

クロス貼
クロス貼

1450

Ａ

手摺

ロールスクリーン

男子休憩室 踏込み 男子休憩室

20
1
0

女子休憩室 通路

1450

Ａ

26
0
0

55

Ａ-1

2900

手摺

ロールスクリーン

5

2900

Ｃ-1

14501450

女子休憩室

釧路海上保安部シャワー室等整備工事

Ｂ

7140

C D

22
5
0

2
00

0
60

0

2
60

0

クロス貼
クロス貼

男子休憩室通路

ロールスクリーン

手摺

カーテンボックス：そのまま

クロス貼

4
3100

Ｃ-2

14501650

男子休憩室

クロス貼

14501650

クロス貼

4

Ａ-2

3100

通路

1450 1450

クロス貼

Ａ-2

5
2900

踏込み 踏込み

2900

Ｃ-2

踏込み

踏込み

23
9
0

21
0

クロス貼

クロス貼

23
9
0

7140

1
68

5

2
5

7
05

C D

11
2
0

21
0

女子休憩室通路踏込み

クロス貼

クロス貼

26
0
0

26
0
0

21
0

Ｂ

1000

19
4

20
1
0

1
9
0
0

4
90

改修：男子脱衣室

1450

Ｃ

1000

Ｄ

改修：男子ｼｬﾜｰ室

19
4

20
1
0

Ｂ

19
4

20
1
0

2000

Ｃ

1450

Ｄ

2000

3
5
00

Z

Z

23
9
0

21
0

脱衣カゴ

1450

Ａ

2
01

0

Ｂ

1000

1
94

2
01

0

1
90

0
4
9
0

改修：女子脱衣室

1450

Ｃ

1000

Ｄ

1450

Ａ

改修：女子ｼｬﾜｰ室
1
94

2
01

0

Ｂ

1
94

2
01

0

2000

Ｃ

14502000

Ｄ

400

4
00

8
7
5 ランバーコアt15250

80
0

30
0

脱衣カゴ400

40
0

8
75 ランバーコアt15250

8
0
0

3
0
0

洗面化粧台

改修

W1130×H1900 - 2ヶ所

ロールスクリーン

W1130×H1900 - 2ヶ所

ロールスクリーン

ガラスフィルム貼り

ガラス目隠しフィルム

W1000×H1400 - 2枚

ガラス目隠しフィルム

W1000×H1400 - 2枚

ガラスフィルム貼り

収納

収納

貴重品ロッカー 小型 ダイヤル錠 2列2段×2台

外寸：幅405×奥行280×高さ277mm

本体・扉：スチール製 

収納 壁埋込

貴重品ロッカー 小型 ダイヤル錠 2列2段×2台

外寸：幅405×奥行280×高さ277mm

本体・扉：スチール製 

収納 壁埋込

22
5
0

3
50

22
5
0

3
50

2
2
5
0

3
50

2
2
5
0

3
50 クロス貼

クロス貼

床下換気孔：建具用樹脂ガラリ30φ程度　4箇所

床下換気孔：建具用樹脂ガラリ30φ程度　4箇所

クロス貼

2000

6220

第一管区海上保安本部令和８年度



ﾃﾝｷｰ施解錠（電池式）

21LSD

踏込み

22
2
5

800

軽量ｽﾁｰﾙ片開きﾄﾞｱ

SUS

化粧鋼板

ケースロック

レバーハンドル

-

H・DCS・DS

40

- 防錆鋼板 EP-G

SUS

SUS

-

ST-1

｜鍵 ｻﾑﾀｰﾝ

ｶﾞﾗﾘ

法
規
制

建 具 符 号

形　　　式

姿　　図

寸　　法

箇　所　数

場　　　所

扉　見　込

沓摺の形状（別図参照）

枠形状・見込

錠

把手・押板

ガラリ寸法・材料

ガ　ラ　ス

支持金物等

扉　仕　上

枠　仕　上

錠 の 形 態

材　　　質

グレイジング

材　　　質

沓 摺 材 料

備　　　　　考

▽ F.L

WD 2 2

木製片開きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ 脱衣室

-

ST-3

SUS

H・DCS・DS SUS

35

集成材 EP-G

400×150 アルミ　

ポリ化粧合板貼

ケースロック

650

1
90

0

▽ F.L

Ｈ：ＳＵＳ丁番

ＤＣＳ：ドアクローザー（ストッパーあり）

ＤＳ：戸当たり・あおり止め

｜鍵 ｻﾑﾀｰﾝ

ST-*：沓摺

レバーハンドル

-

工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニングｅｒo 株式会社

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称
SCALE  1/50(A1) 1/100(A3)

図面番号

A 12

8 3 25
（改修） 建具表

ST-1

床
段

差
＋

3

40

ST-2

2
5

15

※　カマチ等は、平面詳細図 ST-* 符号による

※　他、枠詳細図による

3

40

2
5

雑詳細図（沓摺）　SCALE 1/5(A1) 1/10(A3)

改修：建具表　SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)

SUS

SCALE   各図による雑詳細図

大引き90×90＠910以内

タイルカーペットｔ6.5

ラワン合板ｔ3

根太45×60＠303

ラワン合板捨貼ｔ12

21
0

ST-2

長尺ビニールシートｔ2
既設 モルタル金コテ下地調整

アンダーレイシートｔ6

モルタル敷

雑詳細図（木床組）　SCALE 1/10(A1) 1/20(A3)

改修

踏込み 通路

美和ﾛｯｸTK5LS3312同等品

580×290 ｽﾁｰﾙ（羽形状：山型）

-

ｶﾞﾗﾘ

床下換気孔

床下換気孔：建具用樹脂ガラリ30φ程度　4箇所

敷土台45×90＠910以内

第一管区海上保安本部令和８年度 釧路海上保安部シャワー室等整備工事



工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニングｅｒo 株式会社

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称

SCALE 1/150(A1) 1/300(A3)
図面番号

A 13

8 3 25
（改修）

釧路海上保安部シャワー室等整備工事
仮設計画図

スロープ

棚
棚

棚

棚

ホール

階段室(B)

A D

DS

女子便所

PS

エレベーター

廊 下 

CH

AD

階段室(A)

上部、AD

AD

検疫倉庫

取調室（税）

合庁タイヤ庫

合庁消耗品保管庫

消火ポンプ室

ボイラーマン室

PC置き場

ボイラー・機械室

倉庫(D)

身障者便所

焼却室（税） 脱衣室

浴室

業務室

船艇用品庫（保）

書庫（税）

貨物検査場（税） 船具庫（税） 休憩室（税）

車庫

電気室

書庫（保）

倉庫（保）

倉庫（情）

焼却室（検）

 1階平面図(仮設間仕切) 

物入

発電機室

ホール

会議室

階段室（B）

A D

共用

廊 下 （A）

DS

女子便所

湯沸室

PS

エレベーター

廊 下（B）

CH

AD

男子便所

階段室（A）

A D

PS

事務室

事務室

事務室 カメラ室

事務室

倉庫

事務室

RD

所長室

旅具検査場

（札幌入国管理局）

所長室

書庫

受付

庇

署長室

カウンター風除室

会議室

（小樽検疫）

女子更衣室

通路

（釧路税関）

共用

ポーチ

更衣室
前室

ホール

行政相談室

会議室

階段室(B)資料室

A D

分室長室

庶務室
廊 下 (A)

廊 下 (B)

物品庫

押入

印刷室

宿直室 倉庫

休憩室
事務室

階段室(A)

A D

テレタイプ室

PS

器材庫

庁務員室

共用会議室

（北海道管区行政評価局）
　　釧路行政評価分室）

（北海道農政事務所）

供用

DS

女子便所

湯沸室

PS

エレベーター

CH

AD

男子便所

収納

ホール

事務室

会議室

階段室(B)

A D

廊 下 (B)

管理課室

事務室

階段室(A)

A D

PS

電源室 

次長室

(B)

次長室

仮眠室

通信室

送信機室

司令室

保管庫
（釧路海上保安部）

通路 女子当直室

通路

更衣室

次長室

DS

女子便所

湯沸室
PS

エレベーター

CH

AD

男子便所

廊 下 (A)

部長室

脱衣

シャワー
温水器

工作室

廊 下 (B)

階段室(B) ホール

A D
PS

A D

廊 下 (A)
湯沸室

署長室 

押入

宿直室
(A)

所長室 (A)

所長室

事務室

階段室(A)

事務室
事務室(C)

宿直室

押入

事務室(A)

書庫（Ｂ） 小使室

旧食堂 被服倉庫 更衣室 医務室

薬局待合

書庫

検査室

くん蒸庫

書庫

暗室

実驗台

棚

棚 棚
棚

シールドルーム

（釧路産業保安監督署）

（海保）

（横浜植物防疫署札幌支所
　　　　釧路出張所）

（供用）

DS

女子便所

湯沸室

PS

エレベーター

CH

AD

男子便所

２階平面図(仮設間仕切) 

3階平面図(仮設間仕切)  4階平面図(仮設間仕切) 5階平面図(仮設間仕切)

1

調査室

調査室

調査室

事務室

仮眠室

談
相

室
業務室

仮眠室 仮眠室

談
相

室

1

2

3

1 2 3

2

（6.6ｍ）

（
0.

9ｍ
）

（
0.

9ｍ
）

：仮設間仕切壁を示す。

【仮設計画 凡例】

（※※m）

：工事エリアを示す。

：資材搬入出経路を示す。
（執務時間外の指定時に限る）
（指定時については、業務担当員の指示による。）

［H=2250］

［資材：シャワーユニット等］

：資材搬入出動線を示す。

：仮設ドア［親子開き］を示す。

：仮設ドア［片開き］を示す。

第一管区海上保安本部令和８年度



章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

電 気 設 備 工 事 概 要 及 び 特 記 仕 様 書 ２５．

項　　　　　　　　　　目 建築 電気

１． 工事契約締結後すみやかに、監督職員に工事着手届、工程表、現場代理人

主任技術者。

建物内の排水溝、配管ピット及び各種蓋設置

２８．

２９．

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
共
　
　
　
　
通
　
　
　
　
事
　
　
　
　
項

使用する機材は本仕様書のメーカーリスト表による。

この工事に必要な仮設、照明、工事用動力、用水、試運転調整費および

関係官公庁への手続などの費用はすべて請負者の負担とする。 ３０．

４．

仕様は工事標識による。 ３１．

５． ○１号（１０㎡内外）　○２号（２０㎡内外）　○３号（３５㎡内外）

３２．

６． 工事目的物及び工事材料等に火災保険その他保険に付し、契約書（写） ３３．

１部を監督職員に提出する。 ３４．

保険期限は竣工期限＋１４日以上とする。

７． 着工に先だち、実施工程表、施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受け ３５．

る。 ３６．

一
　
　
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
項

製作図、施工図、スリーブ図、見本等は必要に応じて速やかに、監督職員

に提出し承諾を受ける。 ３７．

８． 材料ならびにその製造、販売および施工業者等は、特記されたもの、また ３８．

は同等以上とする。 ３９．

共通仕様書に記載されていない特別な工法は、監督職員の承諾を受けて当

該製品の指定工法によることが出来る。

４２．

の撮り方による。

１１．

４４．

下記の表による。

４５．
名　　　　称 構造種別 数　　量 単位 備　　　　考 分　類　・　規　格 撮影場所 部数 原版の大きさ（㎜）

モノクローム ○キャビネ版 外部 ３５×３８以上

外部 ３５×３８以上 ４６．
カラー 内部

２４×３６
４７．

アルバム

４９．

提出すること。

１４． （１）　施工図

　　　　設備機器の位置、取合いなどの検討の出来る施工図等を提出して、

　　　　監督職員の承諾を受ける。衛生管理技術者　○不要　○要

（２）　施工範囲

　　　　照明器具、埋込器具等の開口及び周囲補強、換気扇の木枠製作及び

　　　　取付け、スリーブ、ダクト等の貫通部廻りの補強筋、フード廻りの
名　　　　　称 新　　設 改　　修 備　　　　　考

　　　　コーキングは建築工事とし取合は、監督職員の指示による。

　　　　（但しスミ出しは別途）

１５．

○一　　式

１．

１７． ２．

○一　　式 ３．

４．

１８． ５．
○一　　式 ○一　　式 ６．

１９．

２０．

○一　　式

○一　　式 ２１．

２２． ８．

２３．

○一　　式

２４．

○一　　式

○一　　式

９．
使用資材は上記メーカー同等品以上の製品とする

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

工事写真の撮影は、国土交通省大臣官房官庁営繕部設備課監修電気設備工事の写真

㎡

電気主任技術者　○不要　●要（　　　　　　）

○一　　式○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○第１種電気工事士　○第２種電気工事士（交付後、３年以上の実務経験を有す）

○一　　式

及び主任技術者指定通知書、（各 ２ 部）を提出する。

○Ａ型（８５０×１，７６０）　○Ｂ型（８５０×８００）　●不要

●キャビネ版

工事名・竣功年月日・発注者

設計監理者・施工者名記入

２

鉄骨及び鉄筋コンクリート貫通、スリーブの補強

鉄筋コンクリート貫通、スリーブ及び箱入等及びモルタル等の充填

パイプシャフト、天井・壁改め口及び各点検口

設備機器用天井、壁、床、下地の開口及び開口補強

設備機器用天井、壁、床、仕上材の切込

設備機器用穴あけ及びモルタル充填

機　　器　　名 指　　定　　製　　造　　所

照 明 器 具 東芝ライテック㈱

松 下 電 工 ㈱インターホン ア イ ホ ン ㈱ 松下通信工業㈱ ㈱ ケ ア コ ム

工事規模・内容

施 工 場 所

別 途 工 事

尚、本工事は電気設備技術基準及び電力会社の内線規程その他関係法規、条令を遵守

し工事を施工するものとする。

１．

２．

３．

４．

２．特記仕様の取扱いについては、下記による。

（１）章および項目は番号に○印を付けたものを適用する。

（２）特記事項で　●印、○印、※○印、・印のある場合の適用は下記による。

●印のついたものを適用し、○印のついたものは適用しない。

●印のない場合は、※○印のものを適用する。

●印と※○印のある場合は共に適用する。

たものを適用する。

（４）共通仕様書に特記によるとあり、特記仕様書に記載のないものは図示による。

（５）設計図書に記載されている形式及び記号等は参考とし、指定一覧表の相当品を

（３）特記仕様の●印と共通仕様書の内容に相違があるときは特記仕様に●印をつけ

書に記載なき事項でも法規社会通念上当然必要と認められる軽微な変更工事は請負

示すものとする。

金額の範囲内で施工のこと。

１．共通仕様　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

特 殊 法 規

３．施工に当っては他業種との十分な打合せを行い、遺漏なき様実施の事。尚、設計図

４．

特 殊 条 件

電気使用量　夏期（　　　）ｋｗ／Ｈ　冬期（　　　）ｋｗ／Ｈ

補給水使用量　　（　　　）　Ｌ／Ｈ

計 量

資 格 者

工 事 種 目

５．

６．

７．

８．

９．
※該当は●印とする。

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式共 同 住 宅 用 非 常 警 報 設 備

電 灯 設 備

動 力 設 備

幹 線 設 備

受 変 電 設 備

自 家 発 電 設 備

電 話 配 管 設 備

電 話 設 備

電 気 時 計 設 備

拡 声 設 備

表 示 設 備

イ ン タ ー ホ ン 設 備

テ レ ビ 共 聴 設 備

火 災 報 知 設 備

構 内 交 換 設 備

避 雷 設 備

外 灯 設 備

構 内 配 電 線 路 設 備

構 内 通 信 線 路 設 備

防 犯 用 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備

電 気 暖 房 設 備

１０．

建 物 概 要

工 事 区 分

工事着手時提出書類

３．

２．

９．

１０．

１２．

１３．

別途契約の関係工事

１６．

使 用 機 材

工事用動力その他

工 事 標 識

監 督 職 員 事 務 所

火 災 保 険 等

実施工程表、施工

計 画 書 、 そ の 他

材 料 製 造 所 等

特 別 な 工 法

工 事 写 真

完 成 写 真

工 事 完 成 図 書

工 事 報 告 書

現 場 管 理

監督職員の立合い

技 能 士

発 生 材

電気工作物の種類

試運転調整その他

仕 上 材

参 考 図

引 渡 し

疑 義

　主任技術者は下記の資格を有するものとする。

●撮影する　　　○撮影しない。

●完成写真の撮影は、国土交通省大臣官房官庁営繕部設備課監修電気設備工事の写真

●１級電気工事施工管理技士　○２級電気工事施工管理技士

●不要　監督職員の指示により必要な備品をおく。(建築工事と共用)

●撮影する　　　○撮影しない。

（　　　　　　　　　　　　　　　）２ 部

○スライド

●しゅん功図（金文字製本　　　　　　　　　　　　　版　　部）

●しゅん功図（フィルム縮小原図　　　　　　　　　　版　　部）

●その他必要引継ぎ図書　竣功検査書・工事引渡書・官公署電力会社の

検査済書及許可承認書類・備品目録・建物維持管理注意事項・カシ及

故障時の連絡先名簿・責任施工及特に定められた工事の保証書類工事

写真　　　部提出、各種測定表、取扱説明書各　　　　　部提出。

工事報告として・日報　　部。・週報　１部。・月報　　部。監督職員に

現場代理人が責任者となり、関係法令等に従い、事故の防止に努める。

公害、災害の発生の恐れがある場合監督職員と協議し、処置する。

隠ぺい、埋設工事、スリーブ入れ、主要機器の搬入、据付及び試運転調

整時に立合いをうける。

工事の施工に際し技能士制度のある職種については、技能士に施工させ

るよう努めること。なお担当技能士名を書面をもって工事監督職員に通

知すること。

引渡しを要する発生材は指定された場所に整理のうえ調書を監督職員に

提出。不要なものについての処分は関係法令等に従い、請負人の負担に

より適切に処理し、監督職員に報告する。

●一般用　　○自家用

この工事に必要な試運転調整費および諸手続などの費用はすべて請負人

の負担とする。

工事引渡時、電球、ヒューズ等は使用数量の２％前後を納品すること。

図中参考図の姿及び寸法は概略寸法とする。

現場代理人は主要機器等の取扱説明書、付属品、カギ等について目録を

付して建物管理者に引渡す。さらに。使用取扱方法については取扱者に

直接説明する。

設計図書に明示のない場合、又は疑いを生じた場合は監督職員と協議し、

指示事項については、記録し監督職員に提出する。

交通安全及び公害対策

２６．防 塵 処 理

２７．校 地 復 旧

各 使 用 材 料

接 地 極

接 地 極 埋 設 標

ケ ー ブ ル 埋 設 標 識

位 置 ボ ッ ク ス

配分電盤・端子盤類

プ レ ー ト

呼 び 線

配 管 お よ び 露 出

ボ ッ ク ス の 塗 装

ス リ ー ブ

吊 り ボ ル ト

電 力 引 込 負 担 金

４０．工 事 用 動 力 そ の 他

４１．フ ロ ア ボ ッ ク ス

結 露 防 止

４３．姿 図 寸 法

盤 ・ ボ ッ ク ス 類

建 築 工 事 と の 取 合

電 波 障 害

誘 導 標 識

４８．サ ー モ ス タ ッ ト

機 器 取 付 位 置

５０．測 定 表

５１．諸 手 続

５２．道産資材の優先使用

自 主 施 工 期 間 中

の 施 工 条 件

自 主 施 工 期 間 中

季節労働者などの雇用

そ の 他

電 気 方 式

施 工 範 囲

点 滅 器

コ ン セ ン ト

フロアーコンセント

照明器具の吊ボルト

７．予 備 回 路 の 配 管

蛍 光 灯 と 安 定 器

そ の 他

っては踏切、スクールゾーン等、工事車両が人命等に影響をおよぼす区

間が輸送路になる場合、またほこり、振動、騒音等の害の恐れのある区

間が輸送路になる場合は、必要に応じて地域住民および関係機関等の連

絡を密にし、交通安全の確保、公害等の対策に万全を期さねばならない。

工事用進入道路等には、塩化カルシュウム散布等の防塵処理を行うこと。

復旧のこと。

各使用材料は、地元産出品最優先使用のこと。

ＥＡ・ＥＢ・ＥＣの設置は銅板（９００×９００×１．５ｔ）

とする。

上記以外の設置は銅又は銅覆鋼製接地棒（１，０００㎜以上）とする。

○ＳＵＳ製　●黄銅板（１４０Ｈ×９０Ｗ×１．０ｔ）とし、文字は腐触加工

とする。

○コンクリート製(頂部に矢印を刻印したもの)　●鉄製(舗装面用)

とする。

○特注品　　　●一般標準用　　　○壁埋込型

共通仕様書の使用区分によるほかボックス内部は絶縁ニス塗りとする。

○ステンレス　○真鍮　●新金属　○樹脂製　○絶縁枠付とする。

フロアボックスに取付のものは砲金製水平高低調節付プレートとする。

全ての空パイプにはビニール被覆鉄線１．６㎜を入れておくものとする。

露出配管及びボックス類は指定色２回塗り塗装仕上げとする。

但し、機械室、ＰＳ、ＥＰＳはのぞく。

防水層を貫通するスリーブは防水型スリーブとする。

吊ボルトは丸鋼９ｍ／ｍφとする。（亜鉛メッキ）

○本工事とする　●別途工事とする

この工事に必要な工事動力、水、及び諸手続などの費用は全て請負者の

負担とする。

プルボックス、位置ボックスに準ずる。

外部に面する壁、天井面等に取付ける盤、位置ボックス等は裏面を断熱

処理する。又、外壁、最上階天井スラブ等への埋込配管等は原則とし

て行わない。

図中寸法は概略寸法とする。

プルボックスの仕様は全て国土交通省型とし、盤類は

特注品　●指定色仕上　による。

埋込照明器具等の下地枠及び天井ボード類の切込み並びに分電盤、プル

ボックス類の取付枠は本工事とする。機器基礎、機器搬入口、スリーブ

類並びに特記仕様書の工事区分表にあるものは本工事とする。

電波障害の予想される場合は本建物に共聴用配管を設備すること。電波

障害調査費用は　　　　　　　　　　　　　へ支払いのこと。

誘導標識設備は本工事とする。

電気パネルヒーター、テープヒーターはサーモスタット付きとする。

機器並びに器具類（照明器具、コンセント、スイッチ等）の取付位置並びに

高さ等について、施工時にオーナー・監督職員と再度打合わせた後施工の事。

本工事の施工上生ずる諸手続きは請負者が代行して完了する。

本工事に使用する主要資材は、道産資材を優先的に使用するよう努める

とする。

（１）　低温時施工により、品質管理上、支障を起すおそれのある次の工事

（２）　この期間は、労働事情等により正規の工期に附加的に加算した工期

（３）　この期間中の工事については、請負人は、工事工程表を作成し、工

蛍光灯器具４０Ｗ×１灯用及び２０Ｗ×２灯用以上の取付は吊りボルト等

（φ９ｍｍ以上）２本以上を用いて、構造体に吊下げ支持する。

分電盤の予備回路の配管は（２５）～２本とし下記の通りとする。

天井スラブの場合　…　天井又は梁下２００ｍｍ迄立上げ中四角深形アウトレ

ットボックス丸盲プレート取付とする。

２重天井の場合　…　天井内まで突出しとする。

蛍光灯安定器の回路方式は下記による。

（１）環形ランプ及び１５Ｗ以下のランプ　…　グロースタータ式、低力率

（２）防雨形、防湿形の２０Ｗ以下のランプ及びホームライト

（ＦＣＬ、ＦＬ共）のランプ　…　グロースタータ式、低力率

（３）２０Ｗ及び３０Ｗのランプ　　　　　…　グロースタータ式、高力率

（４）上記以外の場合　　　　　　　　　　…　ラピッドスタート式、高力率

の撮り方による。

●しゅん功図　　　　●作成する　　　　○作成しない。

ダンプトラック等、大型貨物による土砂および工事用資材の輸送にあた

工事用敷地としてグラウンドを使用した場合は、工事完了後すみやかに

絶縁抵抗試験　○絶縁耐力試験　●接地抵抗試験　●提出

　　　　については、施工してはならない。

　　　　ただし、発注者が施工条件を検討の結果、支障とならないと承諾し

　　　　た場合は、この限りでない。

　　　　コンクリート・屋外防水・タイル・左官・塗装・緑化工事。

　　　　その他これらに類する工事。

　　　　であるので、工程作成に当っては、正規の工期内での適期施工に努

　　　　め、この期間では補助的な作業を行うよう配慮するものとする。

　　　　事の内容については、監督職員の承諾を受けるものとする。

上記特記事項のうち監督職員が不要と指示したものは省略する事ができる。

工事の施工に際しては、職業安定機関と密接に連けいをとり、季節労働

者などの雇用の拡大をはかるよう努めるものとする。

○一　　式

○一　　式

庁 舎

●一　　式

●埋込いんぺい　●出　●配管　●配線　●器具付

●省電力形安定器　●低省費電力形蛍光ランプ　○インバーター型

建築基準法による非常用照明装置　○有　○無

●単相　３線式　２００／１００Ｖ　５０Ｈｚ　○単相　２線式　１００Ｖ　５０Ｈｚ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

●一　　式

北海道釧路市南浜町５－９

●

●

●

●

●

●

●

※該当は●印とする。

Ⅲ　特　記　仕　様

Ⅰ　工　事　概　要

Ⅱ　共　通　仕　様

１１．メーカーリスト

５４．

５５．

５３．

５６．

電
　
　
灯
　
　
設
　
　
備

履 行 期 限

工事名称 図面番号一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニング株式会社ｅｒo 増田 順一第266928号
一級建築士

設計年月日 年     月     日 図面名称
SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)

01E
電気設備特記仕様書（1）

○一　　式

○一　　式

●一　　式

●一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

○一　　式

ﾊ ﾟ ﾅ ｿ ﾆ ｯ ｸ ㈱ 大 光 電 機 ㈱

●連用形　○単一形　〇大型連用形

●連用形　○単一形　〇大型連用形

○スライディング　〇埋込形　○ツイストロック形

8 3 25

公共建築工事標準図（建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編（最新版）による。

公共建築工事標準仕様書（建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編（最新版））、

令和８年度 第一管区海上保安本部

契約に示す着手日から、令和９年３月１９日まで

鉄筋コンクリート造　５階建　延床面積　4,415.04 ｍ2

釧路海上保安部シャワー室等整備工事



３．

２．

１．

１．

２．

７．

１．

２．

４．

５．

１．

３．

５．

７．

１．

２．

１．

２．

４．

１．

２．

２．

３．

１．

２．

４．

５．

１．

１．

２．

１．

４．

２．

６．

７．

８．

１０．

１１．

１３．

２．

３．

機器の取付高さは図示のほか下記の標準とする。

３．

２．

４．

５．

４．

３．

１．

材　　　料（下地板）

工事名

ＴＥＬ

工事

年　月　日～　年　月　日

会社

１，７６０（８００）

８５０

１７５

１２５

２４５

２４５

２００

２０ １０

３．

４．

３．

４．

５．

６．

４．

５．

４．

３．

２．

８．

７．

８．

９．

５．

６．

５．

５．

機器並びに器具類（照明器具、コンセント、スイッチ等）の取付位置並びに

高さ等について、施工時にオーナー・監督職員と再度打合わせた後施工の事。

受
変
電
設
備

自
家
発
電
設
備

拡
声
設
備

表
示
設
備

構
内
交
換
設
備

避
雷
設
備

外
灯
設
備

構
　
内
　
配
　
電
　
線
　
路
　
設
　
備

防
犯
用
設
備

１．

自
動
閉
鎖
設
備

電
力

共
通

電
　
　
　
灯

動
　
力

イ
ン
ター

ホ
ン

テ
レ
ビ
共
聴

電
　
　
話

時
計
・
拡
声

動
力
設
備

電
 
話
 
設
 
備

別途制御盤、電動機、フロートスイッチ等への配線接続までとする。

○屋外型　○屋内型　　　別図に依る

○別途工事　○本工事　　別途に依る

電気方式　幹線（　　　）相（　　　）線式（　　　）V　50Hz

ケーブル引出し用　○亀甲形

（○一般電話機　○多機能電話機　○押しボタン式　○タッチパネル式

ケーブル引出し用　○亀甲形

○角形　○丸形

○ＴＩＶＦ　○構内用ケーブル　○電子ボタン電話用ケーブル

コネクター接続又は接続用の端子による。

○発光ダイオード直射式　○マグネット無照射式

○ＩＶ　○ＣＰＥＶ

　　　　　回線

○電子ボタン用ケーブル

ＴＩＶＦ線引出し用　○亀甲形　ケーブル引出し用　○亀甲形

○角形　○丸形

Ｐ形　　級　○埋込型　○露出型

○定温式スポット型（　　　種）　○煙式（　　　種）

○露出型　○埋込型　φ100mm以上

○単独　○消火栓箱（別途）組込　○埋込型　○露出型

○アクリル製　○その他

別図（　　　　　　　　　　）による。

○突針　○棟上導体

○金属管　○合成樹脂管

○配管　○配線　○ボックス付　○防犯機器

○ステンレス　○新金属　○樹脂製

○ＡＥ　○ＣＰＥＶ　○ＩＶ

○有　○別途

取付高（㎜）測　　　定名　　　称

地上～窓中心

床上～中心

〃

〃

台上～中心

床上～中心

〃

〃

鏡上端～中心

床上～中心

〃

〃

床上～下端

床上～中心

〃

床上～中心

床上～下端

床上～中心

〃

天井下～上端

床上～中心

天井下～下端

床上～中心

〃

〃

〃

　　　　　〃（タタミ）

　　　　　〃（タタミ）

　　　　　〃（タタミ）

　　　　　〃（タタミ）

表
　
　
示

300

200

150

800～1,300

2,100～2,300

2,500

150

1,500

1,300

300

300

200

2,300

2,300

1,300

2,300

1,300

2,300

1,300

300

1,300

300

200

300

300

200

300

1,300

2,300

2,000

Ｂ

Ａ
工　事　標　識

工事期間

施　工

発　注

ＴＥＬ

　松またはラワン材、枠及び中骨中間２ケ所共３６×３６格子組とする。

表　面　材

　着色カラー鉄板白色○０．３５ｍ／ｍ下地当りカラーネール○２００打（但し

　再使用の場合白色塗料可）文字塗装は黒色フタル酸樹脂系エナメル

火
災
報
知

38mm２以上の鬼撚線

　　　○単相　２線式　100Ｖ　50Ｈｚ

○単相　２線式　100V　50Hz

○３相　３線式　200V　50Hz

○配管　○配線　○器具付

動力　○３相　３線式　200Ｖ　50Ｈｚ

○低圧　○高圧

○水冷式　○ラジェター式　別図に依る

●配管　●配線

●角形　○丸形

○配管　○配線　○器具付

○卓上形　○デスク形　○ラック形

○スピーカー組込　○埋込形　○露出形

消防法による非常警報設備と（　○する　○しない　）

○ＩＶ　○ＨＩＶ　○ＡＥ　○ＨＰ　○ＭＶＶＳ

○送受話器式同時通話方式　○高声式同時通話方式　○電子ボタン式

○黄銅製　○ステンレス製（○要　○不要）

○埋込　○露出　○構造体

単相　２線式　２００V　50Hz

○鋼管　○ポリエチレンライニング鋼管

2,000

ＧＬ～中心 1,800

1,300

1,500(住戸2,000)
○架空配線式　○地中配線式

○波付硬質ポリエチレン管

○ＯＷ　○ＶＶＲ　○ＣＶ　○ＤＶ　○ＣＶＭＡＺＶ

○自動式　○手動式　○自動点滅器　○タイマー

構
内
通
信
線
路
設
備

消防予第２２０号通知対応品とする。非
常
警
報
設
備

備　　　　考

 7.2KV　　　　　A　○開放形　○全閉形　○過電流ロック付

○地絡保護装置付　○方向性

○ＯＷ　○ＶＶＲ　○ＩＶ（電線管内通線）

○ＰＤＣ　○ＰＤＥ

合成樹脂製、ファイバ製とし回路の種別、行先等を表示。

地表上2.5ｍの高さまで保護管に収め、保護管の端部には、雨水の

侵入防止用カバー等を取付ける。

開閉器、しゃ断器、ＰＣＳ、碍子等とする。

の頂部に方向矢印（赤）を刻印したもの。（材質はコンクリート製）

○耐塩用　○重耐塩用

○屋外ケーブルの端末処理は耐塩処理とする。

ハンドホールの鉄フタは、黒色防せい塗装を施したものとし、鋳型流し込み

又は、ペンキで用途名等を表示し、かつ簡易防水型とする。

北海道電力（株）の外線工事要領に準ずる。

地表上2.5ｍの高さまで保護管に収め、保護管の端部には、雨水の

侵入防止用カバー等を取付ける。

ケーブルの埋設標（80□×300）の頂部に方向矢印（赤）を刻印

したもの。（材質はコンクリート製）

ハンドホールの鉄フタは、黒色防せい塗装を施したものとし、鋳型流し込み

又は、ペンキで用途名等を表示し、かつ簡易防水型とする。

○高圧３相　３線式（　　　　　　）　50Hz

○低圧３相　３線式　200V　50Hz

○コンクリート柱　○鋼管柱

電 気 方 式

施 工 範 囲

そ の 他

１．

３．

電 気 方 式

受 電 設 備

引 込 工 事

３．幹 線 工 事

そ の 他

発 電 機

２．冷 却 方 式

そ の 他

施 工 範 囲

そ の 他

施 工 範 囲

１．

ロ ー テ ン シ ョ ン

ア ウ ト レ ッ ト

３．プ レ ー ト

そ の 他

施 工 範 囲

２．配 線 と 機 器 の 接 続

３．親 時 計

子 時 計

４．電 線 ケ ー ブ ル

そ の 他

１．施 工 範 囲

２．

ア ッ テ ネ ー タ ー

そ の 他

５．

電 線 ケ ー ブ ル

６．

そ の 他

施 工 範 囲

２．表 示 器

３．

電 線 ケ ー ブ ル

そ の 他

１．施 工 範 囲

機 器 種 別

回 線 数

電 線 ケ ー ブ ル

電 線 ケ ー ブ ル

ロ ー テ ン シ ョ ン

ロ ー テ ン シ ョ ン

ア ウ ト レ ッ ト

ア ウ ト レ ッ ト

プ レ ー ト

６．プ レ ー ト

イ ン タ ー ホ ン

そ の 他

１．施 工 範 囲

施 工 範 囲

同 軸 ケ ー ブ ル

３．ア ン テ ナ

増 幅 器

増 幅 器

直 列 ユ ニ ッ ト

６．機 器 仕 様

そ の 他

そ の 他

○アナログ式　○デジタル式　○標準色　○指定色　○卓上　○壁掛）

施 工 範 囲

２．受 信 機

感 知 器

４．発 信 機

電 鈴

６．電 線 ケ ー ブ ル

総 合 盤

区 域 表 示 板

そ の 他

受 雷 部

避 雷 導 体

３．接 続 部

導 線

そ の 他

電 気 方 式

ケ ー ブ ル 保 護 材 料

電 線 ケ ー ブ ル

点 滅 方 式

そ の 他

電 気 方 式

施 工 方 法

３．ケ ー ブ ル 埋 設 方 式

ケ ー ブ ル 保 護 材 料

５．電 柱

気 中 開 閉 器

電 線 ケ ー ブ ル

低 圧 引 下 線

９．高 圧 引 下 線

表 示 札

ケーブル立上・立下

１２．埋 設 標 識

塩 害 防 止

１４．支 線

１５．

施 工 方 法

そ の 他

１．施 工 工 法

電 柱

ケ ー ブ ル 保 護 材 料

６．

４．ケーブル立上・立下

５．埋 設 標 識

１．

２．プ レ ー ト

そ の 他

４．

施 工 範 囲

施 工 範 囲

２．感 知 器

３．制 御 盤

３．電 線 ケ ー ブ ル

４．電 線 ケ ー ブ ル

そ の 他

そ の 他

受 信 機

３．検 知 機

４．電 線 ケ ー ブ ル

施 工 範 囲

施 工 範 囲

機 種

そ の 他

そ の 他

取 付 用 計 器

引 込 開 閉 器

分 電 盤

ス イ ッ チ

コ ン セ ン ト （ 一 般 ）

　　　〃　　  （ 和 室 ）

　　　〃　　  （ 台 上 ）

ブ ラ ケ ッ ト （ 一 般 ）

　　　〃　　  （ 土 間 ）

　　　〃　　  （ 踊 場 ）

壁 掛 形 制 御 盤

開 閉 器 箱

操 作 ス イ ッ チ

端 子 盤

保 安 器 箱

壁 付 位 置 ボ ッ ク ス

　　　〃　　  （ 鏡 上 ）

壁 掛 形 親 時 計

子 時 計

壁 掛 形 ス ピ ー カ ー

壁 付 音 量 調 節 器

表 示 盤

壁 付 発 信 器

ベ ル ・ ブ ザ ー ・ チ ャ イ ム

壁 付 ボ タ ン

電 源 装 置

壁 付 イ ン タ ー ホ ン

壁 付 位 置 ボ ッ ク ス

　　　〃　　  （ 和 室 ）

分 配 器 箱

テ レ ビ ア ウ ト レ ッ ト

　　　〃　　  （ 和 室 ）

　　　〃　　  （ 和 室 ）

収 納 箱

受 信 機 ・ 副 受 信 機

総 合 盤

発 信 機

ベ ル

表 示 灯

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ＴＩＶＦ線引出し用　○亀甲形　●モジュララック

○親子式　○相互式　○インターホン交換機分散中継方式　　　　回線

○601A　○電子ボタン式　○標準色　○卓上　○壁掛

ＴＩＶＦ線引出し用　○亀甲形　○モジュララック

○低圧単相　３線式　200/100V　50Hz

○低圧単相　２線式　100V　50Hz

○架空配線式　○地中配線式

○直埋式　○管路式

○鋼管　○ポリエチレン被覆鋼管

○金属管　○波付硬質ポリエチレン管　○合成樹脂管　○その他（　　　　　）

○コンクリート柱　○鋼板柱

○ＯＷ　○ＶＶＲ　○ＥＭ-ＣＥ　○ＤＶ　○ＣＶＭＡＺＶ　○ＥＭ-ＣＥＴ

ケーブルの埋設標　○高圧用　○低圧用（80□×　300）

○22mm２　 ○38mm２

○架空配線式　○地中配線式

○鋼管　○ポリエチレン被覆鋼管　○金属管　○その他（　　　　　）

○合成樹脂管　○波付硬質ポリエチレン管

○配管　○配線　○器具付

○有　○別途

○単独盤　○複合盤　○壁掛形　○自立形　○埋込形

○ＨＩＶ　○ＨＰ　○ＦＰ-Ｃ 　○ＦＰ　　

○壁掛形　○自立形　○ラック形

○配管　●配線　●器具付

○ＩＶ　○ＣＰＥＶ　●ＥＭ－ＡＥ　○ＴＩＶＦ　○構内用ケーブル

○アルミ　○ステンレス

○ＣＳ・ＢＳ・ＵＶ共用型　○ＣＳ・ＢＳ共用型　○ＢＳ・ＵＶ共用型　○双方向型

○配管　●配線　●器具付

○差動式分布型（　　　種）　●差動スポット型（　２種）

○ＩＶ　○ＨＩＶ　○ＡＥ　●ＨＰ電灯　●単相　３線式　200／100Ｖ　50Ｈｚ

●配管　●配線　●器具付

Ⅳ　機器取付高さ

Ⅴ　工　事　標　識

幹
線
設
備

電
話
配
管
設
備

電
気
時
計
設
備

イ
ン
ター

ホ
ン
設
備

テ
レ
ビ
共
聴
設
備

火
災
報
知
設
備

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備

工事名称 図面番号一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニング株式会社ｅｒo 増田 順一第266928号
一級建築士

設計年月日 年     月     日 図面名称
SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)

E 02
電気設備特記仕様書（2）

○配管　○配線　○器具付　○電話機

○配管　○配線　○器具付　

〇露出形　○半埋込形　○埋込形　○丸形　〇角形　○スピーカー組込型

○ＩＶ　　○ＣＰＥＶ　　〇ＡＥ

○配管　○配線　○器具付

○配管　○配線　○器具付

○低損失形　〇ＢＳ用

○露出形　〇埋込形　○１端子　〇２端子　○コンセント一体型

○ＢＬ規格　〇一般品

Ｐ型　１級２０回線（〇単独盤　○複合盤）（〇壁掛型　○自立型）

○配管　○配線　○器具付

○配管　○配線　○器具付

○単独盤　○複合盤　〇壁掛形　○自立形　○別途

○ＩＶ　○ＨＩＶ　○ＡＥ　〇ＨＰ

8 3 25

令和８年度 第一管区海上保安本部 釧路海上保安部シャワー室等整備工事



女子休憩室

旧食堂 被服倉庫

4 5
6000

廊 下 A

D

C

55
65

69
00

24
0

15
75

廊 下 A

D

C

71
40

69
00

24
0

男子休憩室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

脱衣室

踏込み

24
40

17
00

20
00

10
00

通路通路

脱衣室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

3100 2900

4 5

踏込み

特記なき記号は下記による。

記号 名称 備考

〈　改　設　凡　例　〉

配線配管類は、切断、絶縁処理とし、撤去は建築工事とする。

特記なき記号は下記による。

記号 名称

撤去を示す（撤）

（取） 取外しを示す

 
コンセント壁付

分電盤

Wh

自動制御盤

電力量計(無検定) 改修（分岐回路増設）

備考

 
コンセント壁付

電力量計 箱入り又はフード付

分電盤

配電盤

J ジャンクションボックス

（再） 再取付を示す

※Ａ 新設　スイッチボックス取付 ＭＭ１（Ａ）１個用

立上り・立下り部分新設　ＭＭ１（Ａ）Ａ

改修（分岐回路増設）

注記

１、防火区画壁を貫通するケーブル配線は防火区画貫通処理（ＢＣＪ工法 ）を施すこと。

３、分電盤へのケーブル配線中立上・引下部分の配線は、適合電線管（ＭＭ１）で保護す

　　ること。

４、特記無きコンセント・アウトレット取付高は、ｈ＝３００とする。

 

 

 

 

（撤）

（撤）

 

 

（撤）

（撤）
（撤）

（取）

（取）

J J

既設電灯分電盤4-L-1壁掛型既設分電盤（移設再取付）

EEF 2.0-3C

EEF 2.0-3C

既
設
分
電
盤
へ

既
設
分
電
盤
へ

※Ａ

※Ａ

電
灯
回

路
へ

※電気暖房機電源供給

（天井）

（天井）

Ａ
ＡＡ （床下） （床下）

L L

（再）

2 2

分岐回路増設（ELCB2P20A新設）

２、特記無きケーブル配線中立上・引下部分の配線は、適合電線管で保護すること。

４階 休憩室平面詳細図

４階 旧食堂平面詳細図

既存

改修

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称

SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)
図面番号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号工事名称

E 03

ｺﾝｾﾝﾄ設備　改修平面詳細図
8 3 25

令和８年度 第一管区海上保安本部 コアプランニング株式会社oｒｅ釧路海上保安部シャワー室等整備工事



被服倉庫

4 5
6000

廊 下 A

旧食堂

D

C

55
65

69
00

24
0

15
75

D

C

71
40

69
00

24
0

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

24
40

17
00

20
00

10
00

通路通路

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

3100 2900

4 5

踏込み 踏込み

脱衣室脱衣室

女子休憩室男子休憩室

廊 下 A

ｅｒo

注記

１、防火区画壁を貫通するケーブル配線は防火区画貫通処理（ＢＣＪ工法 ）を施すこと。

２、特記無きケーブル配線中立上・引下部分の配線は、適合電線管で保護すること。

３、分電盤へのケーブル配線中立上・引下部分の配線は、適合電線管（ＭＭ１）で保護す

　　ること。

４、特記無きコンセント・アウトレット取付高は、ｈ＝３００とする。

特記なき記号は下記による。

記号 名称 備考

〈　改　設　凡　例　〉

蛍光灯 FL20W×4

配線配管類は、切断、絶縁処理とし、撤去は建築工事とする。

特記なき記号は下記による。

記号 名称

 

（撤）

（撤）

（撤） （撤）

埋込型 ＦＬ２０Ｗ×４

食　　堂

～ ６

（撤去）

（撤）

（撤）

（撤）

1.6(19)

2.0x1
1.6x3

埋込型

埋込型

女 子 休 憩 室

通 路

埋込型

洗 面

踏 み 込 み

～ １

～ １

～ １

～ ２

埋込型 ～ １

～ １

脱 衣 所

ｼ ｬ ﾜ ｰ ﾕ ﾆ ｯ ﾄ

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ付属品

（新設）（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

埋込型 LRS3-4-30

LRS3-4-30

LRS3-4-30

LRS1-08-LN

LRS1-13-LN

LRS1-08-LN

LRS1-08-LN

埋込型

埋込型

通 路

埋込型

洗 面

踏 み 込 み

～ １

～ １

～ １

～ ２

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

埋込型 LRS3-4-30

LRS3-4-30

LRS1-08-LN

埋込型 ～ １

～ １

脱 衣 所

ｼ ｬ ﾜ ｰ ﾕ ﾆ ｯ ﾄ

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ付属品

（新設）

LRS1-08-LN

2.
0

人感ｾﾝｻｰ 人感ｾﾝｻｰ

 

スイッチ3個 金属P

分電盤

Wh

撤去を示す（撤）

電力量計(無検定)

（取） 取外しを示す

備考

B

A

 

 

スイッチ

スイッチ3個

電力量計 箱入り又はフード付

分電盤

配電盤

J ジャンクションボックス

EM-IE1.6x3

EM-IE1.6x4

EM-IE1.6x5

新設

新設

新設

LDS1-LRS1-05-LNLDS1-LRS1-05-LN

04

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称

SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)
図面番号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号工事名称

E

電灯設備　改修平面詳細図
8 3 25

コアプランニング株式会社令和８年度 第一管区海上保安本部

既存

改修

４階 旧食堂平面詳細図

A

B

JJ

C

CC

C

既設分電盤

B

2.
0A

AA

４階 休憩室平面詳細図

男 子 休 憩 室

釧路海上保安部シャワー室等整備工事



D

C

71
40

69
00

24
0

男子休憩室 女子休憩室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

脱衣室

踏込み踏込み
24

40
17
00

20
00

10
00

通路通路

脱衣室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

3100 2900

4 5

被服倉庫 更衣室
医務室

薬局待合

棚

（海保）

薬品庫

旧食堂 被服倉庫

4 5
6000

廊 下 A

D

C

55
65

69
00

24
0

15
75

特記なき記号は下記による。

記号 名称 備考

〈　改　設　凡　例　〉

配線配管類は、切断、絶縁処理とし、撤去は建築工事とする。

特記なき記号は下記による。

記号 名称

既存

改修

４階 旧食堂平面詳細図

既設配線に接続

既設配線に接続

EM-AE1.2-2CEM-AE1.2-2C

（天井）

（天井）

C
（E25）

OB100

S1.2

S1.2

４階 休憩室平面詳細図

備考

通信用(電話用)アウトレット

直列ユニット

電話機形インターホン子機 壁付

子時計

分電盤

スピーカー 壁付

撤去を示す（撤）

（取） 取外しを示す

 

通信用(電話用)アウトレット 壁付

電話機形インターホン子機 壁付

子時計

スピーカー

再取付を示す（再）

OB100
C

（E25）
C

▲①

▲①

配線は別途工事

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称

SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)
図面番号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号工事名称

E 05

弱電設備　改修平面詳細図
8 3 25

④

⑤

65 125φ

口径 長さ

50φ

150φ

100φ50

75φ

①

③

②

配管

口径

機械はつり補修・スリーブ一覧表

記号

機械はつり口径

20・25

32・40

凡例：

80･100

F(床）150L

W(壁・梁）150L

▲は 機械はつり、△はスリーブを示す。

令和８年度 第一管区海上保安本部 コアプランニング株式会社oｒｅ

 （撤）

（撤）

（撤）

（撤）

釧路海上保安部シャワー室等整備工事



旧食堂 被服倉庫

4 5
6000

3000 3000

D

C

55
65

69
00

24
0

30
0

宿直室

(A)

押入

小使室

15
75

廊 下 A

廊 下 A

CH

男子便所

A D

ホール

4 5

6000

3000 3000

D

C

71
40

69
00

24
0

女子休憩室

脱衣室

21
00

24
40

17
00

20
00

10
00

【±0】

通路通路

脱衣室

踏込み踏込み

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

男子休憩室

3100 2900

4 5

（取外し）

～ １差動式スポット型感知器

食　　堂

特記なき記号は下記による。

記号 名称 備考

〈　改　設　凡　例　〉

配線配管類は、切断、絶縁処理とし、撤去は建築工事とする。

特記なき記号は下記による。

記号 名称

（取）

1.2x4(19)

EM-AE0.9-4C 1.2x4(19)

1.2x4(19)

1.2x4(19)

（再）

注記

１、防火区画壁を貫通するケーブル配線は防火区画貫通処理（ＢＣＪ工法 ）を施すこと。

２、特記無きケーブル配線中立上・引下部分の配線は、適合電線管で保護すること。

３、分電盤へのケーブル配線中立上・引下部分の配線は、適合電線管（ＭＭ１）で保護す

　　ること。

４、特記無きコンセント・アウトレット取付高は、ｈ＝３００とする。

既存

改修

４階天井伏図

差動式スポット型感知器

撤去を示す（撤）

（取） 取外しを示す

差動式スポット型感知器

再取付を示す（再）

備考

年     月     日

増田 順一

設計年月日

一級建築士
第266928号

図面名称

SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)
図面番号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号工事名称

E

火報設備　改修平面詳細図

06

8 3 25

４階天井伏図

令和８年度 第一管区海上保安本部 コアプランニング株式会社oｒｅ釧路海上保安部シャワー室等整備工事



　直接暖房　　　蒸気暖房　　温水暖房　　

３４

一
  
  
　
　
般
　
　
 
  
 
共
　
　
  
 
 通
 
　
　
  
 
事
 　
　
 
  
項

一
  
  
　
　
般
　
　
 
  
 
共
　
　
  
 
 通
 
　
　
  
 
事
 　
　
 
  
項

　 （Ａ，Ｂ）　　　Ｃ（　　　　　　　）　　　Ｄ（　　　　　　　）

　 （Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）　　　Ｅ（　　　　　　　）　　　Ｆ（　　　　　　　）

　別契約の関係請負者の定置する足場、さん橋の類は、無償で使用できる。

　本工事で設置する。

外部足場種別

内部足場種別

１５ ・ 橋類んさ場足

一式一式一式備設煙 一式排

備

備

備

備

備

備

備

備

備

備

設油給

設湯給

設

槽化 設

ス

浄尿し

ガ

設器房 機

設火消

厨

設水

設水給

排

具 設生 器

設御制動自

衛

一式一式一式一式一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式一式一式一式

一式

一式

一式一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

備

建物別及び屋外

備

備

３  工事種目（○印の付いたものを適用する。）

房 設暖

設気換

工事種目

和 設気 調空

・

建　物　名　称

２  建物概要

１　工事場所

　　　　　　　３）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞ

一式

一式

一式一式一式

一式 一式

一式 一式

一式

一式

一式

屋　外

工　　事　　種　　別

延面積（ｍ ）構　造 階　数 ２ 消防法施行令

別表第一の区分
備　考

　　　　　　　２）特記仕様及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部

１  共通仕様　１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

　　　　　　　　　　　　　　○機械設備改修工事共通仕様書（平成１３年版）　による。

　　　　　　　　　　　　　　　○機械設備工事標準図（平成１３年版）

監修の　　○機械設備工事共通仕様書（平成１３年版）

　液化石油ガス

　上水　　　　井水

　水道直結方式　　高置タンク方式　　圧力タンク方式

　建築基準法　　　消防法

　パッケージ形空気調和機　　

　直だき吸収冷温水機　　　　小形吸収冷温水機ユニット

　自動制御（　電気式  　電子式  　デジタル式）　　　中央監視制御装置

　真空式温水発生機　　　温風暖房機　　　チリングユニット　　　吸収冷凍機

　鋳鉄製ボイラー　　鋼製ボイラー（　立形　　炉筒煙管形）

　温風暖房　　　パネルヒーター ダクト併用方式  　パッケージ方式

　空気調和　　　ファンコイルユニット ダクト併用方式

５  設備概要（○印の付いたものが該当する。）

建物外放流先

（２）雑排水　　直放流下水管　　し尿浄化槽　　側溝

（１）汚　水　　直放流下水管　　し尿浄化槽　

ポンプ排水　　有（　汚物　　雑排水　　湧水）　　無

建物内の汚水と雑排水（　分流式　　合流式）

　都市ガス（種類：

　泡消火　　粉末消火　　連結送水管　　連結散水　　

　屋内消火栓（　１号  　２号）　スプリンクラー　　

　ポンプ直送方式

備設スガ

式水 方排

消 備設火

給 式方水

和調 方式等空気

器機源熱主 要

備煙 設排

動自 制 御 設 備

方式及び種別

（Ｎ）（ｋＪ／ｍ ））ｋｃａｌ／Ｎｍ発熱量： ３ ３

設　　備　　概　　要

　　　　　　　　ダクト方式（　中央　　各階ユニット）

　　　　　　　対象部分：

４  指定部分　　無  　　有（工期　　　　年　　月　　日）

　　　　　　　　　場合は※印を適用する。

２　特記仕様　１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

　　　　　　　２）特記事項のうち選択する項目は、○印の付いたものを適用する。ただし、○印のない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　

一
 
  
 　
　
般
　
　
  
 
 共
　
　
 
  
 
通
 　
　
 
  
事
 
　
　
  
 
項

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のも

のとする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

１

章

等材機

項　　　目 特　　記　　事　　項

有することの証明となる資料の提出を省略することができる。ただし、共通仕様書

しをもって、共通・改修工事仕様書第１編第１章第４節　　　　の品質及び性能を

性能評価事業　設備機材等評価名簿（平成１４年版）」による場合は、評価書の写

使用する機材が国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質質の材機 品２

証明性能

・

１．４．１（ｂ）

に規定される製作図、試験成績書等は除く。

３ 術者安技保気電 電気保安技術者

北海道開発局営繕工事事業用電気工作物保安規程

　　適用する

　※適用する

　配管施工（配管工事）　　　冷凍空気調和機器（チリングユニット及びパッケー

ジ形空気調和機の据付及び整備）　　　熱絶縁施工（保温工事）　　　建築板金

４ 適用の士能技

（ダクト製作及び取付け）

５

　　１号　　　２号　　　３号　　　４号　　　５号

　設けない

　監督職員事務所を新設する場合の規模

　　既存建物の一部を使用する

　　構内に新設する

　設ける所務事員 等督職監

調査方法（　　図示による。　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査範囲（　　図示による。　　　　　　　　　　　　　　　　）

６

次の事前調査を行う。

※改修工事共通仕様書による。

調査項目（　　　　　　　　　　　　　　　）

施  工  調  査

　適用しない　　適用する（提出先：（財）日本建設情報総合センター）

構内につくることが　（　　できる （　　　図示）　　　できない）

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とす９

８

７

設物用事 仮工

る。

　　仮置き等

　構内敷きならし　　　構内指定場所にたい積　　　構外指示の場所に処分10 分土 処残

　　受入施設名

　　受入場所

　　搬出調書などを提出する。

管周囲の保護　　　※山砂の類（ただし、ヒューム管の周囲は掘削土の良質土）

埋戻し土・盛土　　※掘削土の良質土　　　山砂の類土盛・土し戻埋

１１

種　類　／　受入れ施設　／　所在地　／　距離（Km）　／　有料・無料

　特別管理産業廃棄物

種　類　／　受入れ施設　／　所在地　／　距離（Km）　／　有料・無料

種　類　／　受入れ施設　／　所在地　／　距離（Km）　／　有料・無料

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　保温材

　陶器類

　プラスチック類

　産業廃棄物　　　　　　　　

  コンクリート塊

１３

１２

  アスファルト・コンクリート塊

  引渡を要するもの　（金属類 ただし、保温材は取外す）

  再生資源化を図るもの

理等発 の材生 処

※再生クラッシャラン　　切込み砂利及び切込み砕石砂 地利 業

ＣＡＤにより作成。縁付きトレーシングペーパーに鉛筆又は静電プロッター等書

共通仕様書によるほか、図面呼称Ａ３の大きさのマイクロ複写原図（材質フィルム

）１部及びネガフィルムを提出する。ＣＡＤにより作図した場合は、ＣＡＤデータ

手書きにより、縁付きトレーシングペーパーに鉛筆書き。

既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

き。（発注図のＣＡＤデータ貸与　　・有　　・無　）

１４

も提出する（保存形式及び保存媒体は監督職員の指示による）。

作成方法

図成完

工 事 概 要

工 事 仕 様

仮 仕間設 切り等１６ 仮設間仕切り種別

　※Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ

固定された備品・机・ロッカー等の移動

既存部分の養生１７ 生養

　※ビニルシートクッション材、合板　　　

　　行う（図示）　　　行わない

　　補修を行う（　　ただし、仕上は建築工事とする）

　　補修を行う（　　ただし、仕上は建築工事とする）

　　補修は行わない

　床の補修

　　補修は行わない

壁付け機器、床置き機器、天井付け機器撤去跡

　　見掛かり部分はモルタル穴埋め補修を行う

１８

復及 び 旧

修撤 の去 跡 補

　壁面天井面の変色等の補修

　　隠ぺい部分の補修はしない

　取付ボルト孔の補修

建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第２版）－建築設備編」に

よるほか監督職員の指示による。

１９ 真事 写工

機器類の能力、容量等は、原則として表示された数値以上とする。

電動機出力、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

２０ 表示等量 の容

※厨房（天井内は含まない。），浴室，シャワー室　　　２１ 囲範湿箇所の多

室名に（　）を付けたものは、天井のない部屋（スラブ天井）を示す。２２ 示名 表室

可とう電線管は、２種金属製可とう電線管とする。

地中埋設部は、ポリエチレン被覆電線管とする。

屋内の露出部は、ねじなし電線管とし、隠ぺい部は、合成樹脂製可とう管（ＰＦ管

（一重管））とする。

管線２３電

ただし、自動制御設備は当該設備項目による。

特記なき電線は、６００Ｖ耐燃性ポリエチレン絶縁電線（ＥＭ－ＩＥ），

６００Ｖ耐燃性架橋ポリエチレン絶縁電線（ＥＭ－ＩＣ）とする。

２４ 線電

１．５ １．０１．５２．０及 屋び塔階上層 屋上

　　　　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階

　　　　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階

　　４）上層階の定義は、次のとおりとする。

１．０

１．０

　　２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とした値とする。

　　　　据付け又は取付けを行うものとするが、前記基準の方法によらなくてもよ

　　３）１００ｋｇ以下の軽量な機器（重要機器を除く）においても耐震を考慮し、

重要水槽とは（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　い。

階中

、

間

下階地１ 及階 び

１．５

１．５

１．０

１．０ ０．６

０．６

（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

０．６（１．０）

１．０（１．５）

一般水槽

耐震安全性の分類

水槽類の設計用標準水平震度

重要水槽

設置場所 特定の施設

重要機器は、下記に示すものとする。

１．０（１．０）

１．５（１．５）中

階及 下地 階び１

間 階

一般の施設

重要水槽 一般水槽

１．０（１．５）

０．６（１．０）

０．６（１．０）

０．４（０．６）

耐震措置の計算及び施工方法は、次に示す事項以外、すべて建築設備耐震設計施工

建築設備機器（水槽類を除く）の設計用標準水平震度

　　　　あっては有効重量）に、地域係数（＝１．０とする）及び次に示す設計用

　　１）設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽に

指針（建設省住宅局建築指導課監修１９９７年版）による。

耐震安全性の分類

１．５（２．０）

一般機器

設置場所 　特定の施設

２．０（２．０）

重要機器

塔び及上屋、階層 屋上

（１）機器

　　　　標準水平震度を乗じたものとする。

　一般の施設

重要機器

１．５（２．０）１．０（１．５）

一般機器

機器、配管、ダクト等は耐震を考慮し堅固に据え付け、取付け及び支持を行う。２５耐 震 措 置

地中埋設標及び埋設表示用テープは、下記による。

要の場合、地中埋設標は図示する箇所、埋設表示用テープは屋外埋設部分に適用す

る。

油 管配 要　　不要

２６ び及

プーテ

設中埋

用示表設埋

標地

地中埋設標

配 管給 水

管配スガ

要　　不要

要　　不要

※要　　不要

埋設表示用テープ

※要　　不要

※要　　不要

　通常勤務時間外とする。

　改修工事共通仕様書による

ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。

搬入・搬出に既設エレベーターは（　　使用できる　　　使用できない）

既設エレベーターの利用

資材置き場　　　図示

工事用車両の駐車場所　　　図示

執務者　　　有　　　無

クケースに入れ、監督職員の指示する場所に設置する。

屋外に設置する危険物表示板等の材質は特記なき場合アルミニウム製とする。

風量調整　　水量調整　　室内外空気の温湿度の測定

総合調整完了後、各調整結果をまとめた測定表を提出する。

室内気流及びじんあいの測定　　騒音の測定

機器等の取扱い方法及び系統を書いた図面呼称Ａ１の図面（　　枚）をプラスチッ

自動制御盤と動力制御盤との電源供給及び

天井取付けのＦＣＵ、ＦＣＶ、ルームエア
コン、全熱交換ユニット及び空気清浄機と

小便器用節水装置の制御盤以降の配管配線

示計及び油面制御装置の各２次側配管配線

電極棒（保持器共）及びレベルスイッチ

※山留め　（※無　　　有）

地震感知器、ばい煙濃度計、遠隔油量指

機器付属の制御盤への電源供給

操作回路の渡り配管配線

操作スイッチとの渡り配管配線

監督職員と協議するものとする。

械を使用するものとする。ただし、指定されていない建設機械を使用する場合は、

バックホウ（油圧ショベル）を使用する場合は、標準操作方式に指定された建設機

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（排水トラップ共）

撤 去の

等物３５ 持 金支

件工 条施

施工時間等

（油圧ショベル）

３３ ウホッ クバ

総 調合 整３２ 総合調整の項目

３１案 板内 等

管配気電 配線

堤防 油

口検床、天井点

型）Ｂ（し流 Ｌ

配線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊  円形ダクトを除く

配管

配線

配管

　　　　　　　　適用する（適用範囲

非破壊検査は　　適用しない

抜取率は（※共通仕様書第２編　　　　　　　　・  　　　　　　　　　

検査の種類は（　放射線透過　　　浸透探傷又は磁粉探傷）検査とする。

補強を要するもの

特記した基礎

架台、アンカーボルト

屋内設置

工　　事　　内　　容

補強を要しないもの

補強鉄筋

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強鉄筋

補強鉄筋

（はりせいの１／１０以下かつ１５０φ未満）

屋外設置（架台、アンカーボルトを除く）

（ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む）

屋上設置（架台、アンカーボルトを除く）

ス 撤去トスベ のア

リラ外部取付ガ

付枠の扇気換 取

井 解 体天

及 強び下地補

型枠通貫壁床 の、

込り みの壁、井天 切

ブリー床、壁貫通ス

ブリーはり貫通ス

（ＲＣ、ＳＲＣ）

の機 器 基 礎

３０ い工事との取合他

査接部検配管溶２９

＊

）

２．５．１３．１２ ）とする。

ッターによる。口径は、原則として管の外径（保温されるものにあっては保温厚さ

　放射線透過検査　　　行う（図示）　　　行わない

　　行わない　　　行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　行わない　　　行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

を含む。）より２０㎜程度大きなものとする。

性能確認試験

施工後確認試験

２８

の確

ーカンア施とあ 工

認試験

既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカ２７斫 り

改修工事共通仕様書による。ただし、斫り作業及びあと施工アンカー打込み等は

（機械設備）

　空気調和　　　

　　　　　　　　　れの工事仕様書を適用する。なお、電気設備工事の工事仕様書は（ E-01 ）図、建築

　　　　　　　　　工事の工事仕様書は（ A-01 ）図による。

床下水槽のﾏﾝﾎｰﾙ蓋

湯沸室の排気ﾌｰﾄﾞ

機器付属の制御盤以降の２次側配管配線（接地共）

庁　舎

改修

改修

改修

・

管周囲の保護砂及び

盤類、ダクト、消火栓箱、吸込

口、吹出口、換気扇、大便器等

相当直径３００未満

相当直径３００以上

工事用電力、水、その他

工事実績情報の登録

電気工事本工事 建築工事

改修

釧路市南浜町５番９号

工事名称 図面番号一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニング株式会社ｅｒo 増田 順一第266928号
一級建築士

設計年月日 年     月     日 図面名称
SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)設備特記仕様書（1）

01M

改修

改修

撤去

２０

8 3 25

令和８年度 第一管区海上保安本部 釧路海上保安部シャワー室等整備工事

                                  工事仕様書釧路海上保安部シャワー室等整備工事



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＧＷ２５ の消音内貼を行う。

・不要　　　　・要（・別途工事　　・本工事）

・試験を行う（・既存配管（          　　）　・システム全体）

ー排４ フ気 ド

特　　記　　事　　項章 項　　　目

℃夏期

冬期 ℃

外気条件

条１ 度湿温 件

％℃％

％ ％℃

室　　　内（調整目標値）

％

％℃

℃ ℃ ％

℃ ％℃

℃

％

％

（ＤＢ）

温　度湿　度温　度

（ＲＨ）

温　度温　度湿　度

（ＤＢ）（ＲＨ） （ＤＢ）

湿　度温　度

（ＲＨ）（ＤＢ）

湿　度

（ＲＨ）

湿　度

（ＲＨ）（ＤＢ）

一般系統

（

（

給
　
　
　
　
水
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

２

３

４

５

６

（保温化粧ケース）

保 温

外温保の管媒 装冷

継 手

桝

満 手水試験継

金付納流 等放

保 温

排
　
　
　
　
水
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

　　　

５

及計量流間瞬 び

ンピッタ用定 グ測

１

９

地 ク下オイルタン

消 り音 内 貼

栓 柱水

洗の管水 浄給

材管配

度 計温

断ダ６ のトク 熱

試 験

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　
空
　
　
　
気
　
　
　
調
　
　
　
和
　
　
　
・
　
　
　
暖
　
　
　
房
　
　
　
設
　
　
　
備

配 管 材 料

定 ニッ風量ユ ト

）（定格入力ＤＣ２４Ｖ、

）

熱　媒　温　度

１０２℃

等チャンバ

種

岐

定

ー

ダクトの分７

測量風８

トクダ の５

法方

口

別

温　　　水

測定ば じん量４

６

い 口

度ばい煙濃３ 計

２ 放熱器の設計

蒸　　　気

件条

）

空
　
　
　
気
　
　
　
調
　
　
　
和
　
　
　
・
　
　
　
暖
　
　
　
房
　
　
　
設
　
　
　
備

　　　　

　　　　

　 　 　　 　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

パンダ ー

ダ のトク 工法

９

ニ変風量ユ ット

設けない　※設ける（直径８０φ以上のフランジ付きとし、短管部を取付ける。）

設けない　　設ける（電源は、ボイラ及び冷温水機制御盤の２次側より取出す。）

※低圧ダクト　　高圧ダクト１

割込み方式　　直付け方式

図示する箇所に設ける。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（２）空気調和機に取付けるサプラインチャンバー及びレタンチャンバーで消音内

　　　貼りしたチャンバーには、点検口を設ける。なお点検口の大きさは図示によ

　　　る。

（３）外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留の

　　　ないように施工する。

アングルフランジ工法

コーナーボルト工法（　共板フランジ工法　　スライドオンフランジ工法

（４）シーリングディフューザー形吹出口には、下記の消音チャンバーを設ける。

ネック径が２００φ以下のもの

ネック径が２００φをこえるもの

４００×４００×２５０Ｈ

５００×５００×３００Ｈ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＧＷ２５ の消音内貼を行う。
ｔ

（５）線状吹出口には、下記の消音チャンバーを設ける。

（６）天井付制気口には、特記なき場合（制気口寸法＋１００）×２５０Ｈのチャ
　　　　　ンバーを設ける。

　　　　　　　　　　　　０．７Ａ以下）

　　　　　　　　　　　　復帰方式（※　遠隔　　　　　　

　　　　　　　　　　　　０．７Ａ以下）

（２）ピストンダンパー　復帰方式（※　遠隔　　　　　

メカニカルタイプ　　風速センサータイプ

メカニカルタイプ　　風速センサータイプ

冷温水管　　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）

冷却水管　　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）

蒸気管（給気）※配管用炭素鋼鋼管（黒管）　　　

　　　（還水）※圧力配管用炭素鋼鋼管（黒管）Ｓｃｈ４０  　

油　管（一般）※配管用炭素鋼鋼管（黒管）　　　

冷媒管　　　　※断熱材被覆銅管（保温共機器製造者標準品）

加湿用給水管

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管

（　ＳＧＰ-ＰＡ　　ＳＧＰ-ＰＢ）　　

　　　（土中）　ポリエチレン外面被覆鋼管

　　　　　　　　配管用炭素鋼鋼管（黒管）

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管 

　　　　　　　　　　　　（　ＳＧＰ-ＶＡ　　ＳＧＰ-ＶＢ）　　

水道用管端コア付樹脂ライニング鋼管（　Ｋ-ＶＡ　　Ｋ-ＶＢ）

水道用管端コア付樹脂ライニング鋼管（　Ｋ-ＰＡ　　Ｋ－ＰＢ）

水道用ステンレス鋼鋼管

一般配管用ステンレス鋼管

配管用炭素鋼鋼管（白管）空調用排水管

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

※入口空気温度は室内温度による。

膨張管、通気管、空気抜管及び膨張タンクよりボイラーへの給水管は、配管用炭素

ボイラーのバランス管及びバランス管に接続する給水管（補給水側の弁まで）は配

鋼鋼管（白管）とする。

管用炭素鋼鋼管（黒管）とする。

管材がステンレス鋼管の場合６０Ｓｕ以下はＳＡＳ３２２とする。

ただしプレス式継手の場合はダブルプレス形とする。

ＪＩＳの呼び圧力５Ｋとする。ただし、特記部分はＪＩＳの呼び圧力１０Ｋとする。

冷温水及び冷却水の呼び径６５Ａ以上はバタフライ弁とする。

油用の仕切弁、逆止弁はマレアブル鋳鉄弁又は鋳鋼弁とする。

継 手

類弁

ステンレス管の５０Ａ以下の場合は青銅弁とする。

鋼管用（　ベローズ形　　スリーブ形）

合成ゴム製　　ベローズ形

手継伸 縮 管

継防 振 手

下記の箇所に取付ける。なお、温度計は工業用バイメタル式温度計とする。

冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各返り管

その他図示する箇所

瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とし、形式及び取付部は下記

２５０Ａ用　個）は付属とする。

による。なお、着脱式の場合の指示部（　４０Ａ用　個　　　１００Ａ用　個　

固定式　　着脱式　　冷凍機の冷水出口　　　　　　　（　瞬間流量計　　タッピング）

固定式　　着脱式　　冷凍機の冷却水出口　　　　　　（　瞬間流量計　　タッピング）

固定式　　着脱式　　ボイラー又は熱交換器の温水出口（　瞬間流量計　　タッピング）

固定式　　着脱式　　空気調和機の冷温水入口　　　　（　瞬間流量計　　タッピング）

固定式　　着脱式　　冷温水ヘッダーの各送り管　　　（　瞬間流量計　　タッピング）

固定式　　着脱式　　直だき吸収冷温水機の冷温水出口（　瞬間流量計　　タッピング）

固定式　　着脱式　　直だき吸収冷温水機の冷却水出口（　瞬間流量計　　タッピング）

オイルサービスタンク

返油ポンプの起動及び停止

満油警報　　　減油警報　　　遠隔警報

油面制御装置の機能は、右記による。　 給油ポンプの起動及び停止

タンク室を（　設けない　　設ける）　　　コンクリートく体　　別途工事　　本工事

杭は、　　　無　　　有（ただし、杭は別途工事）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乾燥砂　　　　　　　別途工事　　本工事

遠隔式油量指示計　　※設ける　　　設けない

施工する箇所は、図示したダクト及びチャンバー類とする。

「外気取入れ用ダクト」，「外気取入れ用チャンバー」，「排気ダクトの外壁よ

　り２ｍ」は保温する。

膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、共通仕様書第２編

３.１.４の（　冷温水管　　温水管）の項による。

（　冷温水管　　温水管）の項による。

空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、共通仕様書第２編

３.１.５の排水管の項による。

使用範囲

材　　質

屋内露出（一般居室、廊下） 機械室､書庫､倉庫 屋外露出（外壁） 屋外露出（屋上）

耐候性を有す

る樹脂製

溶融亜鉛

めっき鋼板製

ステンレス

鋼板製

耐候性を有す

る樹脂製

溶融亜鉛

めっき鋼板製

ステンレス

鋼板製

耐候性を有す

る樹脂製

溶融亜鉛

めっき鋼板製

ステンレス

鋼板製

耐候性を有す

る樹脂製

溶融亜鉛

めっき鋼板製

ステンレス

鋼板製

建物内の空気抜管（空気抜弁まで）の保温は、共通仕様書第２編３．１．４の

給油設備の当該項目を適用する。

試験を行う（　既存配管（          　　）　　　システム全体）

適の目項備設の他 用

試 験

　　　（試験方法は、改修共通仕様書　．　．　　　　 配管による）

再既設ダクトの 用利

　　　　

運転再開前の処置

※吹出口にフィルターをはさむ等の塵埃飛散防止対策

※吹出口廻りの居室内壁面及び家具等の防塵対策

　ダクト内清掃

　　　　

の回

フ冷 ロ（媒 ン系） 冷凍機等の撤去に伴う冷媒回収方法は以下による。
収 （１）冷媒の抜き取りは、冷媒回収推進技術センターに登録された回収事業所の回

　　　収技術者により行う。

（２）冷媒の抜き取りは、高圧ガス保安法施工令関係告示（平成９年３月２４日通

　　　商産業省告示第１３９号）の規定に適合するフルオロカーボン回収装置及び

　　　付属品により行う。

（３）冷媒の抜き取りは、冷凍機内の圧力が－０．０４MPa（－３００mmHg）以上

　　　の真空度になるまで行う。

　　　は、高圧ガス保安法に従い適正に取り扱う。

（５）抜き取った冷媒は関連法規に従い現地指定場所に保管する。

（６）監督職員に次の書類の写しを提出すること。

　　（ア）冷媒回収事業所認定書

　　（イ）冷媒回収技術者登録証

　　（（ア）及び（イ）は、冷媒回収推進・技術センターの様式による。）

　　　　（７）なお、パッケージ形空調機の移設等により、冷媒の回収が必要となる場合に

　　　　

（４）フルオロカーボン回収装置から取り外した容器（冷媒が充填されているもの）

　　　　

　　　　

　　　おいても、上記に準じて冷媒の大気中への放出を防止する措置を講じること。

※要（抜き取った冷媒は、関連法規に従い破壊処理を行う。また監督職員に冷媒フ

　　ロン破壊処理依頼書の写し及び回収フロン破壊証明書の写しを提出する。）理処の

ン冷媒（ ロフ ）系

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

種ダ１ トのク 別

）

※低圧ダクト　　　高圧ダクト１

コーナーボルト工法（　共板フランジ工法　　スライドオンフランジ工法

アングルフランジ工法

岐ダ３ クトの分 法方

工ダ２ クトの 法

排気フードの補強、支持金物、接合材等はアングルフランジ工法ダクトの当該事項

による。

厨房設備の排気ダクト（亜鉛鉄板）はアングルフランジ工法とし、板厚は次による。

一般湯沸器排気フード　　　　　別途工事　　　　本工事

厨房用排気フード　　　　　　　本工事　　　　　別途工事

割込み方式　　　　直付け方式

矩形ダクト 円形ダクト

ダクトの長辺（mm） 板厚（mm） ダクトの直径（mm） 板厚（mm）

0.8以上

1.2以上

1.0以上

0.6以上

1000を超え1250以下

750を超え1000以下

750以下

1250を超えるもの

1.0以上

1.2以上

0.6以上

0.8以上

1200を超え1800以下

450を超え1200以下

1800を超えるもの　　　

450以下

の厨 トクダ気排房 等板厚

    風量測定口、チャンバー等、ダンパー、定風量ユニット、消音内貼り、保温。

下記のものは、空気調和・暖房設備の当該項目を適用する。

厨房・湯沸室の排気ダクト及び湯沸器の排気筒（強制排気形）で天井内に隠ぺいす

る箇所は、共通仕様書第２編３.１.５の「排気筒」の項により断熱する。

運転再開前の処置

※吹出口にフィルターをはさむ等の塵埃飛散防止対策

※吹出口廻りの居室内壁面及び家具等の防塵対策

７

８

の他 備 目項設の 適用

既 のトクダ設 用再利

　ダクト内清掃

換
　
　
　
気
　
　
　
設
　
　
　
備

排
　
　
煙
　
　
設
　
　
備

形　　状　　　　　天井取付（　スリット形　　スイング形）

　　　　　　　　　壁 取 付（　スリット形　　　　　　　）

種のトク 別ダ１

２ 排 口煙

開放装置　　　　　手動　　　　手動及び遠隔操作可能なもの

※亜鉛鉄板製　　　普通鋼板製

建築設備定期検査業務基準指導書（（財）日本建築設備安全センター）の排煙風量

の検査方法に準ずる

運転再開前の処置

※吹出口にフィルターをはさむ等の塵埃飛散防止対策

※吹出口廻りの居室内壁面及び家具等の防塵対策

　ダクト内清掃

３ 排 定煙風量測

４ 設既 再のトクダ 利用

自
 
動
 
制
 
御
 
設
 
備

有　            　　 無

要（　本工事　　　　別途電気工事）　　　　不要

制御弁の接続口径は、参考とする。

本工事に使用する電線類はＥＭケーブル・電線とする。

電気式　　　　　　　　電子式　　　　　　　デジタル式１ 自 式動制御方

２

３ 電 置源 装

制 弁御４

５ 電 線 類

中 置央監視制御装

１

２

４

３

大便器洗浄用タンク

浄洗器便 管小

装水節用器便 置小

水 れ石けん入

衛
　
生
　
器
　
具
　
設
　
備

個別感知フラッシュ方式（　埋込　　露出）

集合感知フラッシュ方式（タイマー機構付）（　隠ぺい　　露出）

集合感知ハイタンク方式（タイマー機構付）（自動サイホン＋補給水電磁（動）

  弁）

衛生陶器取付け形　　　壁付け形　　　　カウンター取付け形

露出形　　　　　　　　埋込形

（適用範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　）標準図施工６４②による。

火防 処通貫画区 理

６ 風大便器の和

５ 粧 棚化

露出形　　　　　　　埋込形

ロータンク（　手洗いなし　　　手洗い付）

給
　
　
　
　
水
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

　　　　-ＶＤ　　　　-ＶＤ）

親メーター　　　・　借用　　　・　買取り

親メーター用　　・水道事業者の指定品　　・標準図（機材６２）

一般 ・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管 （・ＳＧＰ-ＶＡ　・ＳＧＰ-ＶＢ　・ＳＧＰ

・フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管（・ＳＧＰ-ＦＶＡ　・ＳＧＰ-ＦＶＢ

・水道用管端コア付樹脂ライニング鋼管（・Ｋ-ＶＡ　・Ｋ-ＶＢ　・Ｋ-ＶＤ

・水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管（・ＳＧＰ-ＰＡ　・ＳＧＰ-ＰＢ　・ＳＧ

　　　　Ｐ-ＰＤ）

・水道用管端コア付樹脂ライニング鋼管（・Ｋ-ＰＡ　・Ｋ-ＰＢ　・Ｋ-ＰＤ）

・フランジ付ポリエチレン粉体ライニング鋼管（・ＳＧＰ-ＦＰＡ ・ＳＧＰ-ＦＰＢ）

・水道用ステンレス鋼鋼管

・一般配管用ステンレス鋼管

・

量 器水１

２ 器水 桝量

配 料管 材３

地中 ・水道用ポリエチレン管（１種）

・水道用硬質塩化ビニル管（・ＶＰ　・ＨＩＶＰ）

・水道用管端コア付樹脂ライニング鋼管 （　Ｋ-ＶＤ　）　　

・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（　ＳＧＰ-ＶＤ　）　　

・フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管（　ＳＧＰ-ＦＶＤ　）　　

・水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管（　ＳＧＰ-ＰＤ　）　

・フランジ付ポリエチレン粉体ライニング鋼管（　ＳＧＰ-ＦＰＤ　）　　

・水道用管端コア付樹脂ライニング鋼管（　Ｋ-ＰＤ　）　

・水道用ステンレス鋼鋼管　　　・水道用ダクタイル鋳鉄管

水道用ポリエチレン管の接合は、金属製継手によるメカニカル接合としてもよい。

管材がステンレス鋼管の場合６０Ｓｕ以下はＳＡＳ３２２とする。

管材がステンレス鋼管の場合６０Ｓｕ以下はＳＡＳ３２２とする。

ただしプレス式継手の場合はダブルプレス形とする。

ただし、水道事業者の規定がある場合は、それによる。

４ 継 手

水道直結部分はＪＩＳの呼び圧力１０Ｋとし、その他の部分はＪＩＳの呼び圧力

５Ｋとする。

呼び径６５Ａ以上の弁は、バタフライ弁とする。

ステンレス管の５０Ａ以下の場合は青銅弁とする。

５ 弁 類

・不要　　　・　要（　・別途工事　　・本工事　　）　　　　　　

鋼板製タンクの保温　　　※要　　・不要

６ 金付納込 等引

保 温７

８ 管 さの埋設深 ※水道事業者の指定深度（　ＧＬ－　　　　　　　　　　 　　）・ＧＬ－

・アルミニウム合金製　・合成樹脂製　・ステンレス製　）　

建物内給水管の洗浄を高周波法、ポリッピング法等により行う。１０

１１

料 屋内汚水管 ・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

・メカニカル形排水用鋳鉄管　　　　　　・排水、通気用鉛管

・排水用タ－ルエポキシ塗装鋼管

・

屋内雑排水管 ・屋内雑排水管    　排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

・配管用炭素鋼鋼管（白管）　・排水、通気用鉛管

・

屋外汚水 雑排水管

通気管

流し等の床上の配管は、硬質塩化ビニル管（ＶＰ）でもよい。

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管の継手はクッションパッキン付とする。

図示の箇所に取付ける。

通気管の外壁より２ｍは保温する。

※行わない　　　　・行う験煙７ 試

験試８

給
　
　
湯
　
　
設
　
　
備

・銅及び銅合金継目無管（硬質Ｍ）　・一般配管用ステンレス鋼管

・水道用ステンレス鋼鋼管

１ 材管 料配

管材がステンレス鋼管の場合６０Ｓｕ以下はＳＡＳ３２２とする。

ただしプレス式継手の場合はダブルプレス形とする。

ＪＩＳの呼び圧力５Ｋとする。ただし、特記部分はＪＩＳの呼び圧力１０Ｋとする。

呼び径６５Ａ以上の弁は、バタフライ弁とする。

ステンレス管の５０Ａ以下の場合は青銅弁とする。

継 手２

３ 類弁

給湯用ボイラーの補給水タンク　　※保温する　　　・保温しない

給湯設備の洗浄は、高周波法、ポリッピング法等により行う。

保 温４

５ 給 浄湯管の洗

験６ 試 ・試験を行う（・既存配管（          　　）　　・システム全体）

・（試験方法は、改修共通仕様書　．　．　　　　 配管による）

・

・

・

１３

１２

１１

１０ （１）防煙ダンパー　　　操作方式　瞬時通電式又は電動式（定格入力ＤＣ２４Ｖ、

２５０×（長さ＋１００）×３００Ｈ

２００×（長さ＋１００）×３００Ｈ

ＢＬーＴ，ＢＬーＫ

ＢＬーＳ，ＢＬーＤ

改修部

・（試験方法は、改修共通仕様書　２．７．３給水、給湯配管による）

・試験を行う（・既存配管（          　　）　　・システム全体）改修部

・（試験方法は、改修共通仕様書　２．７．４排水通気配管による）

22 50

 　60℃→50℃

インバート桝、ため桝、ブロー桝及びふた等の形状、寸法は図示による。

ｔ

スパイラルダクト

・遠心力鉄筋コンクリート管

・配管用炭素鋼鋼管（白管）

・ビニル管（・ＶＰ　・ＶＵ　・ＲＦ-ＶＰ　・ＲＥＰ-ＶＵ）

工事名称 図面番号一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニング株式会社ｅｒo 増田 順一第266928号
一級建築士

設計年月日 年     月     日 図面名称
SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)

M
設備特記仕様書（2）

02

8 3 25

令和８年度 第一管区海上保安本部 釧路海上保安部シャワー室等整備工事



工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニングｅｒo

図面番号
SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)

図面名称

第266928号
一級建築士

設計年月日

増田 順一

年     月     日

株式会社
M 03

器具表・機器表

機　器　仕　様
相 Ｖ kw

1

階

機　器　仕　様

Ｖ
kw

(W)

1001

相

空 調 機 器 表（１）

室
名
＼
合
計

衛 生 機 器 表

EHW-1

機器番号 機 器 名 称

給湯器の転倒防止の措置は告示1447号による

（消費電力）
動　　力

台数
(　)内は系統

設置場所
備　　考

換 気 機 器 表

機器番号 機 器 名 称
（消費電力）

動　　力

台数

(　)内は系統

設置場所
備　　考

ＶＦ－１ 天井換気扇 2

相 Ｖ kw
機器番号 機 器 名 称 台数

動　　力
（消費電力）

機　器　仕　様
設置場所

(　)内は系統

備　　考

1 100 2ＥＰＨ－１ 電気パネルヒータ 壁掛け形、サーモスタッド内臓　スチール製

暖房能力：0.8ｋW

0.8 男子休憩室

女子休憩室

各ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

接続口径：100Φ　コントロールスイッチ　その他付属品一式共

※建築工事支給品

5階電気温水器 200 5.4 1床置き　丸型　貯湯量　460Ｌ　使用水圧　0.1～0.5MPa　密閉・先止め式　

衛 生 器 具 表

４Ｆ

女
子
休
憩
室

　ユニットシャワー付属品　　風量： 80 ｍ3/h × 5 Pa (11)

洗面化粧台

タオル棚

ＬＤＰＬ０７５ＢＡＧＥＮＺＥ　＋　ＬＭＳＰＬ０７５Ａ３ＧＤＣ１Ｅ　相当品

ＹＴ３４０６Ｂ　相当品 4

備　　考

器　具　仕　様　（参考型番）器　具　名

（建築工事）

（建築工事）

（満水時重量522kg)

男
子
休
憩
室

男
子
洗
面
室

女
子
洗
面
室

2 2

8 3 25

令和８年度 第一管区海上保安本部 釧路海上保安部シャワー室等整備工事
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工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

コアプランニングｅｒo

図面番号
SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)

図面名称

第266928号
一級建築士

設計年月日

増田 順一

年     月     日

株式会社
M 04

4 5
6000

3100 2900

男子休憩室 女子休憩室

脱衣カゴ

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ
1216

脱衣室

24
40

17
00

20
00

10
00

【+210】【+210】

【+194】通路

脱衣カゴ

脱衣室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ
1216
【+194】

踏込み踏込み
小使室

D

C

55
65

69
00

24
0

15
75

書庫（B）

旧食堂 被服倉庫

カウンター：撤去

流し台：撤去

宿直室

(A)

押入

収納棚（地袋）
1250×400×600ｈ

収納棚（地袋）
1250×400×600ｈ

4 5
6000

小使室

D

C

55
65

69
00

24
0

15
75

書庫（B）

④

⑤

65 125φ

口径 長さ

50φ

150φ

100φ50

75φ

①

③

②

配管

口径

機械はつり補修・スリーブ一覧表

記号

機械はつり口径

20・25

32・40

凡例：

80･100

F(床）150L

W(壁・梁）150L

調査室

調査室

調査室

仮眠室

脱衣

談

相

室

1

2

3

1

4 5
6000

3000 3000

シャワー

（撤去）

電気温水器370L
(670Φ×1655H)

調査室

調査室

調査室

仮眠室

脱衣

談

相

室

1

2

3

1

4 5
6000

3000 3000

シャワー

衛生設備　改修平面詳細図

▲は 機械はつり、△はスリーブを示す。

既設

既存

改修

通路

（床下）

（3階天井）

（3階天井）

（3階天井）

（3階天井）

（3階天井）

（3階天井）

４階 旧食堂平面詳細図 ５階平面詳細図

４階 休憩室平面詳細図 ５階平面詳細図

8 3 25

令和８年度 第一管区海上保安本部

50▲③

▲①

20

20

▲③ ▲③

5
0

量水器20ｍｍ

M

G

50

40 40

▲③

▲②

▲②

▲③

COA50

M

G
G

G
G

G

40

5
0

40

25

32

25，20

（撤去）手洗器 W450

（撤去）ガス瞬間湯沸器6号

20

▲①

4階へ

EHW

1

（改設）

20

既設管に接続

5階から

20

20

ドルゴ通気50

既設管に接続

既設管に接続

20

既設管切断

ﾋｭｰｽﾞｺｯｸ15×3

量水器20ｍｍ

50（3階天井）

（床下）

50

50

▲②

▲②

釧路海上保安部シャワー室等整備工事



4 5
6000

3100 2900

D

C

71
40

69
00

24
0

男子休憩室 女子休憩室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

脱衣室

踏込み踏込み

24
40

17
00

20
00

10
00

+2600

+2390

通路通路

脱衣室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ
+2010+2010

+2390

旧食堂 被服倉庫

4 5
6000

3000 3000

D

C

55
65

69
00

24
0

30
0

流し台：撤去

宿直室

(A)

押入

小使室

15
75

天蓋フード

廊 下 A

400×240 EA
45
0×

25
0

SA530×240

100Φ 100Φ

A

（撤去）天蓋フード W1350×D800×H500

400×240

500×200

EA SA530×240

ダクト切離し後、フランジ蓋処理

45
0×

24
0

300×200

15
0×

35
0(
露
出
)

1

A 女子休憩室

チャンバーBOX

350×250×250H

1

VF

×2

（建築工事支給品）

既存

改修

４階天井伏図

４階天井伏図

既設ダクトに接続

BB

1

チャンバーBOX

350×250×250H 1

女子休憩室

チャンバーBOX

350×250×250H

B 男子休憩室 B

ＯＡＧ ＯＡＧ

（撤去）VHS500×200

VHS300×200 VHS300×200

500×200既設ダクトに接続

工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号

釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

図面番号
SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)

図面名称

第266928号
一級建築士

設計年月日

増田 順一

年     月     日

M 05

換気設備　改修平面詳細図
8 3 25

令和８年度 第一管区海上保安本部 コアプランニング株式会社oｒｅ釧路海上保安部シャワー室等整備工事



4 5
6000

3100 2900

男子休憩室 女子休憩室

脱衣カゴ

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ
1216

脱衣室

24
40

17
00

20
00

10
00

【+210】【+210】

【+194】
通路通路

脱衣カゴ

脱衣室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ
1216
【+194】

踏込み踏込み
小使室

D

C

55
65

69
00

24
0

15
75

書庫（B）

旧食堂 被服倉庫

カウンター：撤去

流し台：撤去

宿直室

(A)

押入

収納棚（地袋）
1250×400×600ｈ

収納棚（地袋）
1250×400×600ｈ

4 5
6000

小使室

D

C

55
65

69
00

24
0

15
75

書庫（B）

20，20

（撤去）ファンコンベクタ

床下で切断、プラグ止め

1

（改設）

1

（改設）

EPH EPH

既存

改修

４階 旧食堂平面詳細図

４階 休憩室平面詳細図

工事名称 一級建築士事務所　　知事登録(釧)第298号 図面番号
SCALE 1/50(A1) 1/100(A3)

図面名称

第266928号
一級建築士

設計年月日

増田 順一

年     月     日

M 06

暖房設備　改修平面詳細図
8 3 25

令和８年度 第一管区海上保安本部 コアプランニング
釧路市若草町20番15号　TEL(0154)23－4233

株式会社ｅｒo釧路海上保安部シャワー室等整備工事


